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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リソースをグループに割り当てる方法であって、前記グループは、１つまたは複数のモ
バイルワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）および監視モバイル（ＳＭ）ＷＴＲＵをグ
ループメンバとして含み、
　前記グループメンバに関する情報をネットワークエンティティに前記ＳＭＷＴＲＵによ
って送るステップと、
　前記グループメンバによって使用されることになる１つまたは複数のリソース割り当て
と、前記１つまたは複数のリソース割り当てが、（１）前記グループメンバに対するプー
ルされたリソース割り当て、または、（２）１つもしくは複数のそれぞれのグループメン
バに関連付けられた個別のリソース割り当てかどうか、とを示している構成情報を前記Ｓ
ＭＷＴＲＵによって受信するステップと、
　前記示されたリソース割り当てが前記プールされたリソース割り当てであることを条件
に、
　　前記グループメンバに関する少なくとも位置情報に基づいて、前記グループメンバの
第１のサブセットに対する前記示されたリソース割り当ての第１のサブセットおよび前記
グループメンバの第２のサブセットに対する前記示されたリソース割り当ての第２のサブ
セットを前記ＳＭＷＴＲＵによって決定するステップと、
　　前記グループメンバの前記第１のサブセットに、前記示されたリソース割り当ての前
記決定された第１のサブセットを示す情報を、および前記グループメンバの前記第２のサ
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ブセットに、前記示されたリソース割り当ての前記決定された第２のサブセットを示す情
報を、前記ＳＭＷＴＲＵによって送るステップと、
　前記示されたリソース割り当てが前記個別のリソース割り当てであることを条件に、第
１のグループメンバと１つもしくは複数の他のグループメンバのいずれかとの間または中
での通信に対する個別のリソース割り当てを示す情報を前記ＳＭＷＴＲＵによって送るス
テップと
　を備えたことを特徴とする方法。
【請求項２】
　第１の車両としての前記ＳＭＷＴＲＵと、追加車両としての前記１つまたは複数の他の
グループメンバのいずれかとの間または中で通信するステップをさらに備えたことを特徴
とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記示されたリソース割り当ての前記第１および第２のサブセットを示す前記情報をグ
ループメンバの前記第１および第２のサブセットに送る前記ステップは、ＰＣ５インタフ
ェースを介することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＳＭＷＴＲＵが前記示されたリソース割り当ての前記第１および第２のサブセット
を示す前記情報を送る前に、前記グループメンバとの間または中での通信に対する予め構
成されたリソース割り当てを確立するステップをさらに備えたことを特徴とする請求項１
に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のグループメンバと前記１つもしくは複数の他のグループメンバのいずれかと
の間または中での前記通信は、車車間（Ｖ２Ｖ）通信であることを特徴とする請求項１に
記載の方法。
【請求項６】
　第１のモバイルＷＴＲＵが前記ＳＭＷＴＲＵとして動作する前に、前記第１のモバイル
ＷＴＲＵに関連付けられた能力情報を前記ネットワークエンティティに前記第１のモバイ
ルＷＴＲＵによって送るステップと、
　前記第１のモバイルＷＴＲＵがＳＭＷＴＲＵ動作をサポートする能力を有していること
に基づいて、前記第１のモバイルＷＴＲＵが前記ＳＭＷＴＲＵとして動作することになる
というインジケーションを受信するステップと、
　さらに備えたことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記能力情報は、（１）前記第１のモバイルＷＴＲＵの動作周波数情報、（２）前記第
１のモバイルＷＴＲＵの１つまたは複数の無線に関する動作情報、（３）前記第１のモバ
イルＷＴＲＵが中継動作をサポートするかどうかのインジケーション、および／または（
４）前記第１のモバイルＷＴＲＵの位置情報のいずれかを含むことを特徴とする請求項６
に記載の方法。
【請求項８】
　リソースをグループに割り当てるように構成された監視モバイル（ＳＭ）ワイヤレス送
受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、前記グループは、１つまたは複数のモバイルＷＴＲ
Ｕおよび前記ＳＭＷＴＲＵをグループメンバとして含み、
　　前記グループメンバに関する情報をネットワークエンティティに送り、
　　前記グループメンバによって使用されることになる１つまたは複数のリソース割り当
てと、前記１つまたは複数のリソース割り当てが、（１）前記グループメンバに対するプ
ールされたリソース割り当て、または、（２）１つもしくは複数のそれぞれのグループメ
ンバに関連付けられた個別のリソース割り当てかどうかとを示している構成情報を受信す
る、
　ように構成された送受信ユニットと、
　前記示されたリソース割り当てが前記プールされたリソース割り当てであることを条件
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に、前記グループメンバに関する少なくとも位置情報に基づいて、前記グループメンバの
第１のサブセットに対する前記示されたリソース割り当ての第１のサブセットおよび前記
グループメンバの第２のサブセットに対する前記示されたリソース割り当ての第２のサブ
セットを決定するように構成されたプロセッサと、を備え、
　前記送受信ユニットは、
　　前記示されたリソース割り当てが前記プールされたリソース割り当てであることを条
件に、前記グループメンバの前記第１のサブセットに、前記示されたリソース割り当ての
前記決定された第１のサブセットを示す情報を、および前記グループメンバの前記第２の
サブセットに、前記示されたリソース割り当ての前記決定された第２のサブセットを示す
情報を送り、
　　前記示されたリソース割り当てが前記個別のリソース割り当てであることを条件に、
第１のグループメンバと１つもしくは複数の他のグループメンバのいずれかとの間または
中での通信に対する個別のリソース割り当てを示す情報を送る
　ように構成されたことを特徴とするＳＭＷＴＲＵ。
【請求項９】
　前記送受信ユニットは、第１の車両としての前記ＳＭＷＴＲＵと、追加車両としての前
記１つまたは複数の他のグループメンバのいずれかとの間または中で通信するように構成
されたことを特徴とする請求項８に記載のＳＭＷＴＲＵ。
【請求項１０】
　前記送受信ユニットは、ＰＣ５インタフェースを介して、前記示されたリソース割り当
てをグループメンバの前記サブセットに送るように構成されたことを特徴とする請求項８
に記載のＳＭＷＴＲＵ。
【請求項１１】
　予め構成されたリソース割り当ては、前記ＳＭＷＴＲＵが前記グループメンバに関する
情報を前記ネットワークエンティティに送る前に、前記グループメンバとの間または中で
の通信に対して確立されることを特徴とする請求項８に記載のＳＭＷＴＲＵ。
【請求項１２】
　前記ＳＭＷＴＲＵと前記他のグループメンバのいずれかとの間または中での前記通信は
、Ｖ２Ｖ通信であることを特徴とする請求項８に記載のＳＭＷＴＲＵ。
【請求項１３】
　前記送受信ユニットは、
　第１のモバイルＷＴＲＵが前記ＳＭＷＴＲＵとして動作する前に、前記第１のモバイル
ＷＴＲＵに関連付けられた能力情報を前記ネットワークエンティティに送り、
　前記第１のモバイルＷＴＲＵがＳＭＷＴＲＵ動作をサポートする能力を有していること
に基づいて、前記構成されたＳＭＷＴＲＵとして動作するインジケーションを受信する
　ように構成されたことを特徴とする請求項８に記載のＳＭＷＴＲＵ。
【請求項１４】
　前記能力情報は、（１）前記第１のモバイルＷＴＲＵの動作周波数情報、（２）前記第
１のモバイルＷＴＲＵの１つまたは複数の無線に関する動作情報、（３）前記第１のモバ
イルＷＴＲＵが中継動作をサポートするかどうかのインジケーション、および／または（
４）前記第１のモバイルＷＴＲＵの位置情報のいずれかを含むことを特徴とする請求項１
３に記載のＳＭＷＴＲＵ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デバイスツーデバイス（Ｄ２Ｄ）通信のモバイル中継器の実現に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線通信プロトコルの主要な標準化団体（たとえば、米国電気電子技術者協会（ＩＥＥ
Ｅ）、ｔｈｉｒｄ　ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　ｐａｒｔｎｅｒ　ｐｒｏｊｅｃｔ（３ＧＰＰ
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）など）は、現在、サポート直接デバイスツーデバイス（Ｄ２Ｄ）通信を研究している。
たとえば、３ＧＰＰおよびロングタームエボリューション（ＬＴＥ）に基づく無線アクセ
スシステムに関して、Ｄ２Ｄ通信のサポートは、ＬＴＥセルラ送信に似た無線波形を使用
する、コスト効率のよい大容量通信を可能にすることができる。ネットワークベースの通
信とＤ２Ｄ通信との両方に関するＬＴＥ様通信の利用は、使用に関して利用可能な無線ア
クセス技術の資本支出（ＣＡＰＥＸ）および運用費用（operational expenditure、ＯＰ
ＥＸ）を低下させるために、管轄区にまたがって無線アクセス技術を調和させるのを支援
することができる。
【０００３】
　たとえば、Ｄ２Ｄ通信は、公共安全（ＰＳ）タイプアプリケーションをサポートするの
に利用され得る。ＰＳアプリケーションの例は、ネットワークカバレージを有するまたは
有しない区域内でファーストレスポンダが互いにおよび他のユーザと通信することを可能
にするアプリケーションを含むことができる。いくつかのＰＳ通信は、他のタイプのサー
ビスより高い信頼性の送信を必要とする場合がある。
【０００４】
　さらに、ＰＳアプリケーションは、しばしばＬＴＥネットワークの無線カバレージの下
ではない区域内での無線通信のサポートを必要とする場合がある。たとえば、目標が、ト
ンネル内、深い地下室内、または破局的なシステム停止の後など、制限されたネットワー
クカバレージを有する区域内でＤ２Ｄ通信のサポートを保証することである場合がある。
したがって、Ｄ２Ｄプロトコルは、動作するネットワークの不在時（または、たとえば、
アドホック展開される無線インフラストラクチャの到着の前）にＤ２Ｄ通信をサポートす
るために定義され得る。
【０００５】
　Ｄ２Ｄ通信は、商用アプリケーションをサポートするように設計される場合もある。た
とえば、接続されるデバイスの個数が増加するにつれて、モバイルネットワークの展望か
らは、商用データおよび他のユーザデータの一部の通信が、モバイルネットワークを介し
て通信をルーティングするのではなく、またはそれに加えて、Ｄ２Ｄ通信として交換され
ることを可能にすることが、より効率的である場合がある。Ｄ２Ｄ通信は、厳格なサービ
ス品質（ＱｏＳ）要件（たとえば、短い待ち時間、高い信頼性など）を有するデータの通
信を容易にすることもできる。一例示的なユースケースは、他のデバイス（たとえば、電
話機、タブレット、コンピュータ、モバイルネットワークなど）とワイヤレスに通信する
ように構成された商用ウェアラブルデバイス（たとえば、腕時計、眼鏡など）に関する。
【０００６】
　Ｄ２Ｄ通信プロトコルは、ＰＳアプリケーションおよび商用アプリケーションのうちの
１つまたは複数をサポートするために柔軟な形で定義され得る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　ＷＴＲＵが、たとえばＤ２Ｄ通信および手順を実行することによって、モバイル中継器
(mobile relay)として働き、かつ／またはモバイル中継器に接続するためのシステム、方
法、および手段が開示される。たとえば、モバイル中継器に接続するＷＴＲＵ（たとえば
、リモートＷＴＲＵ）は、複数のモバイル中継器から送信を受信することができる。リモ
ートＷＴＲＵは、送信に基づくチャネル品質を決定することができる。リモートＷＴＲＵ
は、モバイル中継器のチャネル品質が設定されたしきい値を超えるかどうかを決定するこ
とができる。設定されたしきい値は、モバイル中継器を介してリモートＷＴＲＵから送信
されるアプリケーションレイヤデータに対応する要求されるチャネル品質に基づくものと
することができる。リモートＷＴＲＵは、モバイル中継器をランク付けすることができる
。リモートＷＴＲＵは、アプリケーションレイヤデータに関連付けられたサービスをサポ
ートする最高にランク付けされたモバイル中継器を選択することができる。リモートＷＴ
ＲＵは、最高にランク付けされたモバイル中継器と接続する要求を送ることができる。リ
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モートＷＴＲＵは、最高にランク付けされたモバイル中継器と接続することができる。
【０００８】
　リモートＷＴＲＵは、チャネル品質を周期的に測定することができる。リモートＷＴＲ
Ｕは、リモートＷＴＲＵが接続されるモバイル中継器からの送信のチャネル品質が設定さ
れたしきい値を超えるかどうかを決定することができる。リモートＷＴＲＵが接続される
モバイル中継器からの送信が、もはや設定されたしきい値を超えない場合には、リモート
ＷＴＲＵは、別のモバイル中継器を再選択することができる。再選択されたモバイル中継
器からの送信のチャネル品質は、設定されたしきい値を超えることができる。再選択され
たモバイル中継器からの送信のチャネル品質は、最高にランク付けされるチャネル品質に
なることができる。リモートＷＴＲＵは、再選択されたモバイル中継器が、アプリケーシ
ョンレイヤデータに関連付けされたサービスをサポートするかどうかを判断することがで
きる。リモートＷＴＲＵは、以前に選択されたモバイル中継器から切断し、再選択された
モバイル中継器に接続することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１Ａ】１つまたは複数の開示される実施形態が実施され得る例示的な通信システムを
示すシステム図である。
【図１Ｂ】図１Ａに示された通信システム内で使用され得る例示的なワイヤレス送受信ユ
ニット（ＷＴＲＵ）を示すシステム図である。
【図１Ｃ】図１Ａに示された通信システム内で使用され得る例示的な無線アクセスネット
ワークおよび例示的なコアネットワークを示すシステム図である。
【図１Ｄ】図１Ａに示された通信システム内で使用され得る別の例示的な無線アクセスネ
ットワークおよび別の例示的なコアネットワークを示すシステム図である。
【図１Ｅ】図１Ａに示された通信システム内で使用され得る別の例示的な無線アクセスネ
ットワークおよび別の例示的なコアネットワークを示すシステム図である。
【図２】例示的なＷＴＲＵ対ネットワークモバイル中継器機能（WTRU-to-Network Mobile
 relay function）を示す図である。
【図３】例示的なＷＴＲＵ対ネットワークモバイル中継器機能を示す図である。
【図４】例示的なＷＴＲＵ対ネットワークモバイル中継器機能を示す図である。
【図５】モデルＡによる公共安全ディスカバリの例を示す図である。
【図６】モデルＢによる公共安全ディスカバリの例を示す図である。
【図７】モバイル中継器ＷＴＲＵの選択の例を示す図である。
【図８】位置に基づくモバイル中継器ＷＴＲＵの事前選択の例を示す図である。
【図９】選択／接続確立の例を示す図である。
【図１０】リソース再構成の例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　例示的な実施形態の詳細な説明が、これから、様々な図面を参照して説明される。この
説明は、可能な実施態様の詳細な例を提供するが、詳細は、例示的であることを意図され
、本願の範囲を全く限定しないことに留意されたい。さらに、図面は、例示的であること
を意図された１つまたは複数のメッセージチャートを示す場合がある。他の実施形態が使
用され得る。メッセージの順序は、適当な場合に変更され得る。メッセージは、必要でな
い場合に省略され得、追加のメッセージが追加され得る。
【００１１】
　図１Ａは、１つまたは複数の開示される実施形態が実施され得る例示的な通信システム
１００の図である。通信システム１００は、音声、データ、ビデオ、メッセージング、ブ
ロードキャストなどのコンテンツを複数のワイヤレスユーザに提供する多元接続システム
とすることができる。通信システム１００は、複数のワイヤレスユーザがワイヤレス帯域
幅を含むシステムリソースの共有を介してそのようなコンテンツにアクセスすることを可
能にすることができる。たとえば、通信システム１００は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ
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）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤＭＡ（Ｏ
ＦＤＭＡ）、シングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、および／または類似物など
の１つまたは複数のチャネルアクセス方法を使用することができる。
【００１２】
　図１Ａに示されているように、通信システム１００は、ワイヤレス送受信ユニット（Ｗ
ＴＲＵ）１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、および／または１０２ｄ（一般にまたは集合的
にＷＴＲＵ　１０２と呼ばれる場合がある）と、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１
０３／１０４／１０５と、コアネットワーク１０６／１０７／１０９と、公衆交換電話網
（ＰＳＴＮ）１０８と、インターネット１１０と、他のネットワーク１１２とを含むこと
ができるが、開示される実施形態が、任意の個数のＷＴＲＵ、基地局、ネットワーク、お
よび／またはネットワーク要素を企図することを了解されたい。ＷＴＲＵ　１０２ａ、１
０２ｂ、１０２ｃ、および１０２ｄのそれぞれは、ワイヤレス環境内で動作し、かつ／ま
たは通信するように構成された任意のタイプのデバイスとすることができる。例として、
ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、および１０２ｄは、ワイヤレス信号を送信し
、かつ／または受信するように構成され得、ユーザ機器（ＵＥ）、移動局、固定またはモ
バイル加入者ユニット、ページャ、セルラ電話機、携帯情報端末（ＰＤＡ）、スマートフ
ォン、ラップトップ、ネットブック、パーソナルコンピュータ、ワイヤレスセンサ、家庭
用電化製品、および／または類似物を含むことができる。
【００１３】
　通信システム１００は、基地局１１４ａおよび基地局１１４ｂをも含むことができる。
基地局１１４ａおよび１１４ｂのそれぞれは、コアネットワーク１０６／１０７／１０９
、インターネット１１０、および／またはネットワーク１１２などの１つまたは複数の通
信ネットワークへのアクセスを容易にするためにＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２
ｃ、および１０２ｄのうちの１つまたは複数とワイヤレスにインターフェース接続するよ
うに構成された任意のタイプのデバイスとすることができる。例として、基地局１１４ａ
および１１４ｂは、ベーストランシーバステーション（base transceiver station、ＢＴ
Ｓ）、ノードＢ、ｅＮｏｄｅ　Ｂ、ホームノードＢ、ホームｅＮｏｄｅ　Ｂ、サイトコン
トローラ、アクセスポイント（ＡＰ）、ワイヤレスルータ、および／または類似物とする
ことができる。基地局１１４ａおよび１１４ｂは、それぞれ単一の要素として図示されて
いるが、基地局１１４ａおよび１１４ｂが、任意の個数の相互接続された基地局および／
またはネットワーク要素を含むことができることを了解されたい。
【００１４】
　基地局１１４ａは、ＲＡＮ　１０３／１０４／１０５の一部とすることができ、ＲＡＮ
　１０３／１０４／１０５は、他の基地局および／または基地局コントローラ（ＢＳＣ）
、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、中継ノード、その他などのネットワーク要
素（図示せず）を含むこともできる。基地局１１４ａおよび／または基地局１１４ｂは、
セル（図示せず）と呼ばれる場合がある特定の地理的領域内でワイヤレス信号を送信し、
かつ／または受信するように構成され得る。セルは、セルセクタにさらに分割される場合
がある。たとえば、基地局１１４ａに関連付けられたセルが、３つのセクタに分割される
場合がある。したがって、一実施形態では、基地局１１４ａは、３つのトランシーバすな
わちセルのセクタごとに１つのトランシーバを含むことができる。別の実施形態では、基
地局１１４ａは、多重入力・多重出力（ＭＩＭＯ）技術を使用することができ、したがっ
て、セルのセクタごとに複数のトランシーバを利用することができる。
【００１５】
　基地局１１４ａおよび１１４ｂは、エアインターフェース１１５／１１６／１１７を介
してＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、および１０２ｄのうちの１つまたは複数
と通信することができ、エアインターフェース１１５／１１６／１１７は、任意の適切な
ワイヤレス通信リンク（たとえば、無線周波数（ＲＦ）、マイクロ波、赤外線（ＩＲ）、
紫外線（ＵＶ）、可視光など）とすることができる。エアインターフェース１１５／１１
６／１１７は、任意の適切な無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用して確立され得る。
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【００１６】
　より具体的には、上述したように、通信システム１００は、多元接続システムとするこ
とができ、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡ、および／また
は類似物などの１つまたは複数のチャネルアクセス方式を使用することができる。たとえ
ば、ＲＡＮ　１０３／１０４／１０５内の基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ　１０２ａ、１
０２ｂ、１０２ｃは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ）を使用してエアインターフェース１
１５／１１６／１１７を確立することのできるユニバーサルモバイルテレコミュニケーシ
ョンズシステム（ＵＭＴＳ）地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）などの無線技術を実施するこ
とができる。ＷＣＤＭＡは、高速パケットアクセス（ＨＳＰＡ）および／または拡張ＨＳ
ＰＡ（ＨＳＰＡ＋）などの通信プロトコルを含むことができる。ＨＳＰＡは、高速ダウン
リンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）および／または高速アップリンクパケットアクセ
ス（ＨＳＵＰＡ）を含むことができる。
【００１７】
　別の実施形態では、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは
、進化型ＵＭＴＳ地上無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）などの無線技術を実施することがで
き、Ｅ－ＵＴＲＡは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）および／またはＬＴＥ－
Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）を使用してエアインターフェース１１５／１１６／１１
７を確立することができる。
【００１８】
　他の実施形態では、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは
、ＩＥＥＥ　８０２．１６（すなわち、Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉ
ｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ（ＷｉＭＡＸ））、ＣＤＭＡ２０
００、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、ＣＤＭＡ２０００　ＥＶ－ＤＯ、暫定標準２０００（Ｉ
Ｓ－２０００）、暫定標準９５（ＩＳ－９５）、暫定標準８５６（ＩＳ－８５６）、モバ
イル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ）、ＧＳＭエボリューション用の高速データレー
ト（ＥＤＧＥ）、ＧＳＭ　ＥＤＧＥ（ＧＥＲＡＮ）、および／または類似物などの無線技
術を実施することができる。
【００１９】
　図１Ａにおける基地局１１４ｂは、たとえばワイヤレスルータ、ホームノードＢ、ホー
ムｅＮｏｄｅ　Ｂ、またはアクセスポイントとすることができ、事業所、自宅、車両、キ
ャンパス、および／または類似物などの局所化された区域内でのワイヤレス接続を容易に
するために任意の適切なＲＡＴを利用することができる。一実施形態では、基地局１１４
ｂおよびＷＴＲＵ　１０２ｃ、１０２ｄは、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（Ｗ
ＬＡＮ）を確立するためにＩＥＥＥ　８０２．１１などの無線技術を実施することができ
る。別の実施形態では、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ　１０２ｃ、１０２ｄは、ワイヤ
レスパーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）を確立するためにＩＥＥＥ　８０２．１
５などの無線技術を実施することができる。さらに別の実施形態では、基地局１１４ｂお
よびＷＴＲＵ　１０２ｃ、１０２ｄは、ピコセルまたはフェムトセルを確立するためにセ
ルラベースのＲＡＴ（たとえば、ＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２０００、ＧＳＭ、ＬＴＥ、ＬＴ
Ｅ－Ａなど）を利用することができる。図１Ａに示されているように、基地局１１４ｂは
、インターネット１１０への直接接続を有することができる。したがって、基地局１１４
ｂは、コアネットワーク１０６／１０７／１０９を介してインターネット１１０にアクセ
スすることを要求されないものとすることができる。
【００２０】
　ＲＡＮ　１０３／１０４／１０５は、コアネットワーク１０６／１０７／１０９と通信
しているものとすることができ、コアネットワーク１０６／１０７／１０９は、ＷＴＲＵ
　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、および１０２ｄのうちの１つまたは複数に音声、デー
タ、アプリケーション、および／またはボイスオーバーインターネットプロトコル（Ｖｏ
ＩＰ）サービスを提供するように構成された任意のタイプのネットワークとすることがで
きる。たとえば、コアネットワーク１０６／１０７／１０９は、呼制御、請求サービス、
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モバイルロケーションベースのサービス、プリペイド通話、インターネット接続、ビデオ
配信、その他を提供し、かつ／またはユーザ認証などの高水準セキュリティ機能を実行す
ることができる。図１Ａには図示されていないが、ＲＡＮ　１０３／１０４／１０５およ
び／またはコアネットワーク１０６／１０７／１０９は、ＲＡＮ　１０３／１０４／１０
５と同一のＲＡＴまたは異なるＲＡＴを使用する他のＲＡＮと直接または間接に通信して
いるものとすることができることを了解されたい。たとえば、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を利
用することのできるＲＡＮ　１０３／１０４／１０５に接続されることに加えて、コアネ
ットワーク１０６／１０７／１０９は、ＧＳＭ無線技術を使用する別のＲＡＮ（図示せず
）と通信しているものとすることもできる。
【００２１】
　コアネットワーク１０６／１０７／１０９は、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２
ｃ、および１０２ｄがＰＳＴＮ　１０８、インターネット１１０、および／または他のネ
ットワーク１１２にアクセスするためのゲートウェイとして働くこともできる。ＰＳＴＮ
　１０８は、基本電話サービス（ＰＯＴＳ）を提供する回線交換電話網を含むことができ
る。インターネット１１０は、伝送制御プロトコル（ＴＣＰ）／インターネットプロトコ
ル（ＩＰ）インターネットプロトコルスイートにおけるＴＣＰ、ユーザデータグラムプロ
トコル（ＵＤＰ）、およびＩＰなどの共通通信プロトコルを使用する相互接続されたコン
ピュータネットワークおよびデバイスの地球規模のシステムを含むことができる。ネット
ワーク１１２は、他のサービスプロバイダによって所有され、かつ／または運営される有
線またはワイヤレスの通信ネットワークを含むことができる。たとえば、ネットワーク１
１２は、ＲＡＮ　１０３／１０４／１０５と同一のＲＡＴまたは異なるＲＡＴを使用する
ことのできる１つまたは複数のＲＡＮに接続された別のコアネットワークを含むことがで
きる。
【００２２】
　通信システム１００内のＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、および１０２ｄの
一部またはすべては、マルチモード能力を含むことができる、すなわち、ＷＴＲＵ　１０
２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、および１０２ｄは、異なるワイヤレスリンクを介して異なる
ワイヤレスネットワークと通信するための複数のトランシーバを含むことができる。たと
えば、図１Ａに示されたＷＴＲＵ　１０２ｃは、セルラベースの無線技術を使用すること
のできる基地局１１４ａおよびＩＥＥＥ　８０２無線技術を使用することのできる基地局
１１４ｂと通信するように構成され得る。
【００２３】
　図１Ｂは、例示的なＷＴＲＵ　１０２のシステム図である。図１Ｂに示されているよう
に、ＷＴＲＵ　１０２は、プロセッサ１１８、トランシーバ１２０、送受信要素１２２、
スピーカ／マイクロホン１２４、キーパッド１２６、ディスプレイ／タッチパッド１２８
、ノンリムーバブルメモリ１３０、リムーバブルメモリ１３２、電源１３４、全地球測位
システム（ＧＰＳ）チップセット１３６、および他の周辺機器１３８を含むことができる
。ＷＴＲＵ　１０２が、実施形態と一貫したままでありながら前述の要素の任意の副組合
せを含むことができることを了解されたい。また、実施形態は、基地局１１４ａおよび１
１４ｂならびに／または、とりわけトランシーバステーション（ＢＴＳ）、ノードＢ、サ
イトコントローラ、アクセスポイント（ＡＰ）、ホームノードＢ、ｅｖｏｌｖｅｄホーム
ノードＢ（ｅＮｏｄｅＢ）、ホームｅｖｏｌｖｅｄノードＢ（ＨｅＮＢまたはＨｅＮｏｄ
ｅＢ）、ホームｅｖｏｌｖｅｄノードＢゲートウェイ、およびプロキシノードなどである
がこれに限定されない、基地局１１４ａおよび１１４ｂが表すことのできるノードが、図
１Ｂに示され、本明細書で説明される要素の一部またはすべてを含むことができることを
企図する。
【００２４】
　プロセッサ１１８は、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来のプロセッサ、デジタル
信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアに関連する１つまた
は複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、特定用途向け集積
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回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）回路、任意の他
のタイプの集積回路（ＩＣ）、状態機械、および／または類似物とすることができる。プ
ロセッサ１１８は、信号符号化、データ処理、電力制御、入出力処理、および／またはＷ
ＴＲＵ　１０２がワイヤレス環境内で動作することを可能にする任意の他の機能性を実行
することができる。プロセッサ１１８は、トランシーバ１２０に結合され得、トランシー
バ１２０は、送受信要素１２２に結合され得る。図１Ｂは、別々の構成要素としてプロセ
ッサ１１８およびトランシーバ１２０を示すが、プロセッサ１１８およびトランシーバ１
２０が、電子パッケージまたはチップ内に一緒に一体化され得ることを了解されたい。
【００２５】
　送受信要素１２２は、エアインターフェース１１５／１１６／１１７を介して基地局（
たとえば、基地局１１４ａ）に信号を送信し、または基地局から信号を受信するように構
成され得る。たとえば、一実施形態では、送受信要素１２２は、ＲＦ信号を送信し、かつ
／または受信するように構成されたアンテナとすることができる。別の実施形態では、送
受信要素１２２は、たとえばＩＲ信号、ＵＶ信号、または可視光信号を送信し、かつ／ま
たは受信するように構成されたエミッタ／検出器とすることができる。さらに別の実施形
態では、送受信要素１２２は、ＲＦ信号と光信号との両方を送信し、受信するように構成
され得る。送受信要素１２２が、ワイヤレス信号の任意の組合せを送信し、かつ／または
受信するように構成され得ることを了解されたい。
【００２６】
　さらに、送受信要素１２２は、図１Ｂでは単一の要素として示されているが、ＷＴＲＵ
　１０２は、任意の個数の送受信要素１２２を含むことができる。より具体的には、ＷＴ
ＲＵ　１０２は、ＭＩＭＯ技術を使用することができる。したがって、一実施形態では、
ＷＴＲＵ　１０２は、エアインターフェース１１５／１１６／１１７を介してワイヤレス
信号を送信し、受信するための２つ以上の送受信要素１２２（たとえば、複数のアンテナ
）を含むことができる。
【００２７】
　トランシーバ１２０は、送受信要素１２２によって送信されることになる信号を変調し
、送受信要素１２２によって受信された信号を復調するように構成され得る。上述したよ
うに、ＷＴＲＵ　１０２は、マルチモード能力を有することができる。したがって、トラ
ンシーバ１２０は、ＷＴＲＵ　１０２がたとえばＵＴＲＡおよびＩＥＥＥ　８０２．１１
など、複数のＲＡＴを介して通信することを可能にするための複数のトランシーバを含む
ことができる。
【００２８】
　ＷＴＲＵ　１０２のプロセッサ１１８は、スピーカ／マイクロホン１２４、キーパッド
１２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８（たとえば、液晶ディスプレ
イ（ＬＣＤ）ディスプレイユニットまたは有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイ
ユニット）に結合され得、これらからユーザ入力データを受信することができる。プロセ
ッサ１１８は、スピーカ／マイクロホン１２４、キーパッド１２６、および／またはディ
スプレイ／タッチパッド１２８にユーザデータを出力することもできる。さらに、プロセ
ッサ１１８は、ノンリムーバブルメモリ１３０および／またはリムーバブルメモリ１３２
などの任意のタイプの適切なメモリから情報にアクセスし、これらにデータを記憶するこ
とができる。ノンリムーバブルメモリ１３０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読
取専用メモリ（ＲＯＭ）、ハードディスク、または任意の他のタイプのメモリストレージ
デバイスを含むことができる。リムーバブルメモリ１３２は、サブスクライバ識別モジュ
ール（ＳＩＭ）カード、メモリスティック、セキュアデジタル（ＳＤ）メモリカード、お
よび／または類似物を含むことができる。他の実施形態では、プロセッサ１１８は、サー
バまたはホームコンピュータ（図示せず）上など、ＷＴＲＵ　１０２上に物理的に配置さ
れてはいないメモリから情報にアクセスし、これにデータを記憶することができる。
【００２９】
　プロセッサ１１８は、電源１３４から電力を受け取ることができ、ＷＴＲＵ　１０２内
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の他の構成要素に電力を分配し、かつ／または制御するように構成され得る。電源１３４
は、ＷＴＲＵ　１０２に電力を供給する任意の適切なデバイスとすることができる。たと
えば、電源１３４は、１つまたは複数の乾電池（たとえば、ニッケルカドミウム（ＮｉＣ
ｄ）、ニッケル亜鉛（ＮｉＺｎ）、ニッケル水素（ＮｉＭＨ）、リチウムイオン（Ｌｉ－
ｉｏｎ）など）、太陽電池、燃料電池、および／または類似物を含むことができる。
【００３０】
　プロセッサ１１８は、ＷＴＲＵ　１０２の現在ロケーションに関するロケーション情報
（たとえば、経度および緯度）を提供するように構成され得るＧＰＳチップセット１３６
にも結合され得る。ＧＰＳチップセット１３６からの情報に加えてまたはその代わりに、
ＷＴＲＵ　１０２は、基地局（たとえば、基地局１１４ａ、１１４ｂ）からエアインター
フェース１１５／１１６／１１７を介してロケーション情報を受信し、かつ／または２つ
以上の近くの基地局から受信した信号のタイミングに基づいてそのロケーションを決定す
ることができる。ＷＴＲＵ　１０２が、実施形態と一貫したままでありながら任意の適切
なロケーション決定実施態様によってロケーション情報を獲得できることを了解されたい
。
【００３１】
　プロセッサ１１８は、追加の特徴、機能性、および／または有線もしくはワイヤレスの
接続を提供する１つまたは複数のソフトウェアモジュールおよび／またはハードウェアモ
ジュールを含むことができる他の周辺機器１３８にさらに結合され得る。たとえば、周辺
機器１３８は、加速度計、ｅコンパス、衛星トランシーバ、デジタルカメラ（写真または
ビデオ用）、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ポート、振動デバイス、テレビジョン
トランシーバ、ハンズフリーヘッドセット、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール
、周波数変調（ＦＭ）ラジオユニット、デジタル音楽プレイヤ、メディアプレイヤ、ビデ
オゲームプレイヤモジュール、インターネットブラウザ、および／または類似物を含むこ
とができる。
【００３２】
　図１Ｃは、一実施形態によるＲＡＮ　１０３およびコアネットワーク１０６のシステム
図である。上述したように、ＲＡＮ　１０３は、エアインターフェース１１５を介してＷ
ＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するためにＵＴＲＡ無線技術を使用するこ
とができる。ＲＡＮ　１０３は、コアネットワーク１０６とも通信しているものとするこ
とができる。図１Ｃに示されているように、ＲＡＮ　１０３は、ノードＢ　１４０ａ、１
４０ｂ、１４０ｃを含むことができ、ノードＢ　１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、それ
ぞれ、エアインターフェース１１５を介するＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと
の通信のために１つまたは複数のトランシーバを含むことができる。ノードＢ　１４０ａ
、１４０ｂ、１４０ｃは、それぞれ、ＲＡＮ　１０３内の特定のセル（図示せず）に関連
付けられ得る。ＲＡＮ　１０３は、ＲＮＣ　１４２ａ、１４２ｂをも含むことができる。
ＲＡＮ　１０３が、実施形態と一貫したままでありながら任意の数のノードＢおよびＲＮ
Ｃを含むことができることを了解されたい。
【００３３】
　図１Ｃに示されているように、ノードＢ　１４０ａ、１４０ｂは、ＲＮＣ　１４２ａと
通信しているものとすることができる。さらに、ノードＢ　１４０ｃは、ＲＮＣ　１４２
ｂと通信しているものとすることができる。ノードＢ　１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは
、Ｉｕｂインターフェースを介してそれぞれのＲＮＣ　１４２ａ、１４２ｂと通信するこ
とができる。ＲＮＣ　１４２ａ、１４２ｂは、Ｉｕｒインターフェースを介して互いに通
信しているものとすることができる。ＲＮＣ　１４２ａ、１４２ｂのそれぞれは、それが
接続されるそれぞれのノードＢ　１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃを制御するように構成さ
れ得る。さらに、ＲＮＣ　１４２ａ、１４２ｂのそれぞれは、外側ループ電力制御、負荷
制御、アドミッションコントロール、パケットスケジューリング、ハンドオーバ制御、マ
クロダイバーシティ、セキュリティ機能、データ暗号化、および／または類似物などの他
の機能性を実行しまたはサポートするように構成され得る。
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【００３４】
　図１Ｃに示されたコアネットワーク１０６は、メディアゲートウェイ（ＭＧＷ）１４４
、モバイルスイッチングセンタ（ＭＳＣ）１４６、サービングＧＰＲＳサポートノード（
ＳＧＳＮ）１４８、および／またはゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（ＧＧＳＮ）１
５０を含むことができる。前述の要素のそれぞれは、コアネットワーク１０６の一部とし
て図示されているが、これらの要素のうちの任意の１つが、コアネットワークオペレータ
以外のエンティティによって所有され、かつ／または運営され得ることを了解されたい。
【００３５】
　ＲＡＮ　１０３内のＲＮＣ　１４２ａは、ＩｕＣＳインターフェースを介してコアネッ
トワーク１０６内のＭＳＣ　１４６に接続され得る。ＭＳＣ　１４６は、ＭＧＷ　１４４
に接続され得る。ＭＳＣ　１４６およびＭＧＷ　１４４は、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２
ｂ、１０２ｃと従来の陸線通信デバイスとの間の通信を容易にするために、ＰＳＴＮ　１
０８などの回線交換ネットワークへのアクセスをＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２
ｃに提供することができる。
【００３６】
　ＲＡＮ　１０３内のＲＮＣ　１４２ａは、ＩｕＰＳインターフェースを介してコアネッ
トワーク１０６内のＳＧＳＮ　１４８にも接続され得る。ＳＧＳＮ　１４８は、ＧＧＳＮ
　１５０に接続され得る。ＳＧＳＮ　１４８およびＧＧＳＮ　１５０は、ＷＴＲＵ　１０
２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ対応デバイスとの間の通信を容易にするために、インタ
ーネット１１０などのパケット交換ネットワークへのアクセスをＷＴＲＵ　１０２ａ、１
０２ｂ、１０２ｃに提供することができる。
【００３７】
　上述したように、コアネットワーク１０６は、他のサービスプロバイダによって所有さ
れかつ／または運営される他の有線またはワイヤレスのネットワークを含むことができる
ネットワーク１１２にも接続され得る。
【００３８】
　図１Ｄは、一実施形態によるＲＡＮ　１０４およびコアネットワーク１０７のシステム
図である。上述したように、ＲＡＮ　１０４は、エアインターフェース１１６を介してＷ
ＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するためにＥ－ＵＴＲＡ無線技術を使用す
ることができる。ＲＡＮ　１０４は、コアネットワーク１０７と通信しているものとする
こともできる。
【００３９】
　ＲＡＮ　１０４は、ｅＮｏｄｅ－Ｂ　１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃを含むことができ
るが、ＲＡＮ　１０４が、実施形態と一貫したままでありながら任意の数のｅＮｏｄｅ－
Ｂを含むことができることを了解されたい。ｅＮｏｄｅ－Ｂ　１６０ａ、１６０ｂ、１６
０ｃは、それぞれ、エアインターフェース１１６を介してＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ
、１０２ｃと通信するための１つまたは複数のトランシーバを含むことができる。一実施
形態では、ｅＮｏｄｅ－Ｂ　１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃは、ＭＩＭＯ技術を実施する
ことができる。したがって、ｅＮｏｄｅ－Ｂ　１６０ａは、たとえば、ＷＴＲＵ　１０２
ａにワイヤレス信号を送信し、ＷＴＲＵ　１０２ａからワイヤレス信号を受信するのに複
数のアンテナを使用することができる。
【００４０】
　ｅＮｏｄｅ－Ｂ　１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃのそれぞれは、特定のセル（図示せず
）に関連付けられ得、無線リソース管理判断、ハンドオーバ判断、アップリンクおよび／
もしくはダウンリンクでのユーザのスケジューリング、ならびに／または類似物を処理す
るように構成され得る。図１Ｄに示されているように、ｅＮｏｄｅ－Ｂ　１６０ａ、１６
０ｂ、１６０ｃは、Ｘ２インターフェースを介して互いに通信することができる。
【００４１】
　図１Ｄに示されたコアネットワーク１０７は、モビリティ管理ゲートウェイ（ＭＭＥ）
１６２、サービングゲートウェイ１６４、およびパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）
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ゲートウェイ１６６を含むことができる。前述の要素のそれぞれは、コアネットワーク１
０７の一部として図示されているが、これらの要素のうちの任意の１つが、コアネットワ
ークオペレータ以外のエンティティによって所有され、かつ／または運営され得ることを
了解されたい。
【００４２】
　ＭＭＥ　１６２は、Ｓ１インターフェースを介してＲＡＮ　１０４内のｅＮｏｄｅ－Ｂ
　１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃのそれぞれに接続され、制御ノードとして働くことがで
きる。たとえば、ＭＭＥ　１６２は、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのユーザ
の認証、ベアラアクティブ化／非アクティブ化、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２
ｃの初期アタッチ中の特定のサービングゲートウェイの選択、および／または類似物の責
任を負うことができる。ＭＭＥ　１６２は、ＲＡＮ　１０４と、ＧＳＭまたはＷＣＤＭＡ
などの他の無線技術を使用する他のＲＡＮ（図示せず）との間で切り替える制御プレーン
機能を提供することもできる。
【００４３】
　サービングゲートウェイ１６４は、Ｓ１インターフェースを介してＲＡＮ　１０４内の
ｅＮｏｄｅ－Ｂ　１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃのそれぞれに接続され得る。サービング
ゲートウェイ１６４は、一般に、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃへ／からユー
ザデータパケットをルーティングし、転送することができる。サービングゲートウェイ１
６４は、ｅＮｏｄｅ　Ｂ間ハンドオーバ中のユーザプレーンのアンカリング、ダウンリン
クデータがＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのために使用可能であるときのペー
ジングのトリガ、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのコンテキストの管理および
記憶、ならびに／または類似物など、他の機能を実行することもできる。
【００４４】
　サービングゲートウェイ１６４は、ＰＤＮゲートウェイ１６６にも接続され得、ＰＤＮ
ゲートウェイ１６６は、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ対応デバイスと
の間の通信を容易にするために、インターネット１１０などのパケット交換ネットワーク
へのアクセスをＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供することができる。
【００４５】
　コアネットワーク１０７は、他のネットワークとの通信を容易にすることができる。た
とえば、コアネットワーク１０７は、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと従来の
陸線通信デバイスとの間の通信を容易にするために、ＰＳＴＮ　１０８などの回線交換ネ
ットワークへのアクセスをＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供することがで
きる。たとえば、コアネットワーク１０７は、コアネットワーク１０７とＰＳＴＮ　１０
８との間のインターフェースとして働くＩＰゲートウェイ（たとえば、ＩＰマルチメディ
アサブシステム（ＩＭＳ）サーバ）を含むことができ、またはこれと通信することができ
る。さらに、コアネットワーク１０７は、他のサービスプロバイダによって所有されかつ
／または運営される他の有線またはワイヤレスのネットワークを含むことができるネット
ワーク１１２へのアクセスをＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供することが
できる。
【００４６】
　図１Ｅは、一実施形態によるＲＡＮ　１０５およびコアネットワーク１０９のシステム
図である。ＲＡＮ　１０５は、エアインターフェース１１７を介してＷＴＲＵ　１０２ａ
、１０２ｂ、１０２ｃと通信するためにＩＥＥＥ　８０２．１６無線技術を使用するアク
セスサービスネットワーク（ＡＳＮ）とすることができる。下でさらに議論されるように
、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、ＲＡＮ　１０５、およびコアネットワーク
１０９の異なる機能エンティティの間の通信リンクは、基準点として定義され得る。
【００４７】
　図１Ｅに示されているように、ＲＡＮ　１０５は、基地局１８０ａ、１８０ｂ、１８０
ｃ、およびＡＳＮゲートウェイ１８２を含むことができるが、ＲＡＮ　１０５が、実施形
態と一貫したままでありながら任意の数の基地局およびＡＳＮゲートウェイを含むことが
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できることを了解されたい。基地局１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃは、それぞれ、ＲＡＮ
　１０５内の特定のセル（図示せず）に関連付けられ得、それぞれ、エアインターフェー
ス１１７を介してＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するための１つまたは
複数のトランシーバを含むことができる。一実施形態では、基地局１８０ａ、１８０ｂ、
１８０ｃは、ＭＩＭＯ技術を実施することができる。したがって、基地局１８０ａは、た
とえば、ＷＴＲＵ　１０２ａにワイヤレス信号を送信し、ＷＴＲＵ　１０２ａからワイヤ
レス信号を受信するのに複数のアンテナを使用することができる。基地局１８０ａ、１８
０ｂ、１８０ｃは、ハンドオフトリガ、トンネル確立、無線リソース管理、トラフィック
分類、サービス品質（ＱｏＳ）ポリシ実施、および／または類似物など、モビリティ管理
機能を提供することもできる。ＡＳＮゲートウェイ１８２は、トラフィックアグリゲーシ
ョン点として働くことができ、ページング、加入者プロファイルのキャッシング、コアネ
ットワーク１０９へのルーティング、および／または類似物の責任を負うことができる。
【００４８】
　ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＲＡＮ　１０５との間のエアインターフェ
ース１１７は、ＩＥＥＥ　８０２．１６仕様を実施するＲ１基準点として定義され得る。
さらに、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのそれぞれは、コアネットワーク１０
９との論理インターフェース（図示せず）を確立することができる。ＷＴＲＵ　１０２ａ
、１０２ｂ、１０２ｃとコアネットワーク１０９との間の論理インターフェースは、認証
、認可、ＩＰホスト構成管理、および／またはモビリティ管理に使用され得るＲ２基準点
として定義され得る。
【００４９】
　基地局１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃのそれぞれの間の通信リンクは、ＷＴＲＵハンド
オーバおよび基地局の間のデータの転送を容易にするプロトコルを含むＲ８基準点として
定義され得る。基地局１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃとＡＳＮゲートウェイ１８２との間
の通信リンクは、Ｒ６基準点として定義され得る。Ｒ６基準点は、ＷＴＲＵ　１０２ａ、
１０２ｂ、１０２ｃのそれぞれに関連付けられたモビリティイベントに基づくモビリティ
管理を容易にするプロトコルを含むことができる。
【００５０】
　図１Ｅに示されているように、ＲＡＮ　１０５は、コアネットワーク１０９に接続され
得る。ＲＡＮ　１０５とコアネットワーク１０９との間の通信リンクは、たとえばデータ
転送能力およびモビリティ管理能力を容易にするプロトコルを含むＲ３基準点として定義
され得る。コアネットワーク１０９は、モバイルＩＰホームエージェント（ＭＩＰ－ＨＡ
）１８４、認証・許可・アカウンティング（ＡＡＡ）サーバ１８６、およびゲートウェイ
１８８を含むことができる。前述の要素のそれぞれは、コアネットワーク１０９の一部と
して図示されているが、これらの要素のうちの任意の１つが、コアネットワークオペレー
タ以外のエンティティによって所有され、かつ／または運営され得ることを了解されたい
。
【００５１】
　ＭＩＰ－ＨＡは、ＩＰアドレス管理の責任を負うことができ、ＷＴＲＵ　１０２ａ、１
０２ｂ、１０２ｃが異なるＡＳＮおよび／または異なるコアネットワークの間でローミン
グすることを可能にすることができる。ＭＩＰ－ＨＡ　１８４は、ＷＴＲＵ　１０２ａ、
１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ対応デバイスとの間の通信を容易にするために、インターネッ
ト１１０などのパケット交換ネットワークへのアクセスをＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ
、１０２ｃに提供することができる。ＡＡＡサーバ１８６は、ユーザ認証およびユーザサ
ービスのサポートの責任を負うことができる。ゲートウェイ１８８は、他のネットワーク
とのインターワーキングを容易にすることができる。たとえば、ゲートウェイ１８８は、
ＷＴＲＵ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと従来の陸線通信デバイスとの間の通信を容易
にするために、ＰＳＴＮ　１０８などの回線交換ネットワークへのアクセスをＷＴＲＵ　
１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供することができる。さらに、ゲートウェイ１８８は
、他のサービスプロバイダによって所有されかつ／または運営される他の有線またはワイ
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ヤレスのネットワークを含むことができるネットワーク１１２へのアクセスをＷＴＲＵ　
１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供することができる。
【００５２】
　図１Ｅには示されていないが、ＲＡＮ　１０５が、他のＡＳＮに接続され得、コアネッ
トワーク１０９が、他のコアネットワークに接続され得ることを了解されたい。ＲＡＮ　
１０５と他のＡＳＮとの間の通信リンクは、ＲＡＮ　１０５と他のＡＳＮとの間のＷＴＲ
Ｕ　１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのモビリティを調整するプロトコルを含むことができ
るＲ４基準点として定義され得る。コアネットワーク１０９と他のコアネットワークとの
間の通信リンクは、ホームコアネットワークと訪問されたコアネットワークとの間のイン
ターワーキングを容易にするプロトコルを含むことができるＲ５基準点として定義され得
る。
【００５３】
　公共安全（ＰＳ）タイプのアプリケーション（たとえば、ファーストレスポンダの間の
）は、１つまたは複数のトークグループを使用する直接プッシュツートーク音声サービス
を含むことができる。ＰＳタイプのアプリケーションは、ＬＴＥブロードバンドラジオ、
たとえばビデオプッシュまたはビデオダウンロードなどのサービスごとの能力を利用する
ことができる。
【００５４】
　展開された後に、Ｄ２Ｄ通信は、ＰＳタイプのアプリケーションおよび商用ユースケー
スに関して利用可能であり得る。１つの例示的な商用ユースケースは、ネットワークイン
フラストラクチャによってカバーされない区域内での両方向無線通信のサポートを必要と
する公益事業会社のケースとすることができる。Ｄ２Ｄディスカバリ手順などのＤ２Ｄサ
ービスは、商用ユースケースでＬＴＥベースの無線アクセスを使用する近接ベースのサー
ビスおよび／またはトラフィックオフロードを可能にするのに適切なシグナリング機構を
含むように定義され得る。
【００５５】
　商用ユースケースの例は、ウェアラブルユースケース、モノのインターネット（ＩｏＴ
）ユースケース、および／またはマシンタイプ通信（ＭＴＣ）ユースケースを含むことが
できる。たとえば、ユーザは、１つまたは複数のウェアラブルデバイス（たとえば、腕時
計、眼鏡など）のトラフィックのモバイル中継器としてハンドヘルドデバイス（たとえば
、スマートフォン）を使用することができる。ウェアラブルデバイスは、モバイル中継器
デバイスへの相対的に近い近接にあるものとすることができる。ウェアラブルデバイスは
、エネルギ効率のよい形でネットワークおよび／または他のデバイスと通信するように構
成され得る。ウェアラブルデバイスは、ＷＴＲＵなどのハンドヘルドデバイスを介して通
信することができる。ハンドヘルドデバイス／ＷＴＲＵは、単一方向モバイル中継器およ
び／または両方向モバイル中継器として働くことができる。たとえば、ＷＴＲＵが、単一
方向モバイル中継器として働いている場合に、ウェアラブルデバイスは、ｅＮＢおよび／
または他のモバイルネットワークノードから直接ダウンリンク通信を受信することができ
る。ウェアラブルデバイスは、単一方向モバイル中継器／ＷＴＲＵを介してアップリンク
を送信することができる。アップリンクでモバイル中継器を介して通信することによって
、送信の電力が節約され得る。というのは、モバイル中継器が、モバイルネットワークノ
ードよりウェアラブルデバイスに対してより近い近接にある可能性が高いからである。ウ
ェアラブルデバイスは、ｅＮＢカバレージのエッジでモバイル中継器を介してネットワー
クと通信することができる。ウェアラブルデバイスは、モバイル中継器のラジオと同一の
感度を有するように設計されても、されなくてもよいラジオを備えることができる。
【００５６】
　シグナリング機構は、モバイル中継器が複数のウェアラブルと効率的に通信できるよう
に、複数のリモートＷＴＲＵがモバイル中継器ＷＴＲＵを介して通信することを可能にす
るのに使用され得る。モバイル中継器ＷＴＲＵは、複数のウェアラブルを管理することが
できる。ウェアラブルは、他のスマートデバイスと一緒のスマートウォッチとすることが
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できる。たとえば、スマートデバイスは、グーグルグラス、ハンズフリーヘッドセット、
ハンドヘルドゲーム機、および／または類似物とすることができる。
【００５７】
　ＩｏＴユースケースまたはＭＴＣユースケースの例では、数百万個（またはより多く）
のデバイスが、ネットワークに接続され得る。ＩｏＴユースケースまたはＭＴＣユースケ
ースのデバイスの一部またはすべては、相対的に低コストのデバイスおよび／または能力
を制限されたデバイスである可能性がある。デバイスは、エネルギ効率のよい形で通信す
るように構成され得る。デバイスは、ネットワークに同時に接続を試みる可能性があり、
これが、輻輳を引きこす可能性がある。モバイル中継器デバイスを介する接続は、ネット
ワークとの同時接続に関連付けられたいくつかの問題を回避することができる。モバイル
中継器デバイスは、モバイル中継器ＷＴＲＵを備えることができる。デバイスの一部また
はすべてが、ｅＮＢのカバレージをほとんどまたは全く有しない可能性がある。デバイス
の一部またはすべてが、ＷＴＲＵに近接している可能性がある。たとえば、ＷＴＲＵは、
たとえばネットワークカバレージを拡大するために、モバイル中継器として働くことがで
きる。
【００５８】
　シグナリング機構は、１つまたは複数のリモートＷＴＲＵがモバイル中継器ＷＴＲＵを
介して通信することを可能にするのに使用され得る。ＩｏＴユースケースまたはＭＴＣユ
ースケースの例では、リモートＷＴＲＵの数が膨大になると期待され得る。リモートＷＴ
ＲＵは、ネットワークとのデバイスの方向接続が低減され得るように、モバイル中継器に
接続され得る。効率的な関連付け／再関連付けが、モバイル中継器へのリモートＷＴＲＵ
の相対的に等しい分布を実現することを試みるように設計され得る。ＷＴＲＵがモバイル
中継器として不必要に構成されることが、回避され得る。ネットワークへおよび／または
モバイル中継器の間での正しいサービス継続性が、維持され得る。
【００５９】
　モバイル中継器ＷＴＲＵは、３ＧＰＰ　ＲＡＴおよび／または非３ＧＰＰ　ＲＡＴ（た
とえば、ＷｉＦｉ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、および／または類似物）を使用してリモートＷ
ＴＲＵと通信することができる。モバイル中継器ＷＴＲＵとリモートＷＴＲＵとの間のリ
ンクは、ＰＣ５とすることができる。通信は、Ｄ２Ｄを介するものとすることができる。
Ｄ２Ｄは、ＰＣ５インターフェースを介するものとすることができる。通信は、車車間（
Ｖ２Ｖ）、低コストウェアラブル、および／または類似物をサポートするようにされたＤ
２Ｄを介するものとすることができる。狭帯域ＩＯＴ（ＮＢ－ＩＯＴ）波形、ＲＡＴ、お
よび／または類似物が、低コストデバイスまたは低電力デバイスをサポートするのに使用
され得る。低コストデバイスまたは低電力デバイスは、非３ＧＰＰ　ＲＡＴを介して通信
することができる。ＰＣ５リンクは、ライセンスされたスペクトルまたはライセンスされ
ないスペクトルを介するものとすることができる。
【００６０】
　モバイル中継器ＷＴＲＵとｅＮＢとの間のリンクは、Ｕｕとすることができる。リンク
は、ＬＴＥ　Ｕｕ　ＲＡＴを備えることができる。リンクは、ＮＢ－ＩｏＴ、ｅＭＴＣ、
将来の５Ｇ（ＮＲ）、および／または類似物などの３ＧＰＰ　ＲＡＴを介するものとする
ことができる。リンクは、ＷｉＦｉなどの非３ＧＰＰ　ＲＡＴを介するものとすることが
できる。Ｕｕリンクは、ライセンスされたスペクトルまたはライセンスされないスペクト
ルを介するものとすることができる。
【００６１】
　モバイル中継器ＷＴＲＵは、プロトコルスタックのレイヤで機能性を実施することがで
きる。モバイル中継器は、ＭＡＣレイヤ、ＲＬＣレイヤ、またはＰＤＣＰレイヤで実施さ
れたレイヤ２（Ｌ２）中継器とすることができる。モバイル中継器は、ＩＰ中継器または
ＩＰ中継器の上位とすることができる。
【００６２】
　３ＧＰＰによるＤ２Ｄ通信の標準化は、ＬＴＥ標準規格のＲｅｌｅａｓｅ　１２（Ｒ１
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２）で完了した。たとえば、Ｒ１２標準化の努力は、ＷＴＲＵとプロキシミティベースの
サービス（ＰｒｏＳｅ）のオープンディスカバリ手順との間の直接通信に焦点を合わせた
。モバイル中継器のためのＤ２Ｄ通信の使用は、ＷＴＲＵがカバレージ外のＷＴＲＵのモ
バイル中継器として働くことを可能にするために機能強化するために調査され得る。一例
として、２タイプのモバイル中継器すなわち、１）ＷＴＲＵ対ネットワークモバイル中継
器および２）ＷＴＲＵ対ＷＴＲＵモバイル中継器を検討されたい。モバイル中継器ＷＴＲ
Ｕは、ｅＮＢ（たとえば、および／または任意の他のモバイルネットワークインフラスト
ラクチャノード、他のＲＡＮノードなど）とリモートＷＴＲＵとの間でモバイル中継器と
して働くように構成されることによって、ＷＴＲＵ対ネットワークモバイル中継器と考え
られ得る。リモートＷＴＲＵは、ｅＮＢおよび／または他のネットワークインフラストラ
クチャのカバレージ外にある場合とそうでない場合とがある。モバイル中継器ＷＴＲＵは
、２つ以上のリモートＷＴＲＵの間の通信を容易にするように構成されることによって、
ＷＴＲＵ対ＷＴＲＵモバイル中継器と考えられ得る。複数のリモートＷＴＲＵは、それら
が互いの範囲／近接の外にあるときに、Ｄ２Ｄで互いに通信することができる。
【００６３】
　図２は、例示的なＷＴＲＵ対ネットワークモバイル中継器（たとえば、モバイル中継器
）展開を示す。機能は、発展型ユニバーサル地上無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲ
ＡＮ）およびネットワークによってサービスされないリモートＷＴＲＵの間のユニキャス
トトラフィック（たとえば、アップリンク（ＵＬ）およびダウンリンク（ＤＬ））のモバ
イル中継器のサポートを含み、かつ／または両方向トラフィックをサポートすることがで
きる。たとえば、ＷＴＲＵ対ネットワークモバイル中継器２０２（たとえば、モバイル中
継器）は、公共安全通信および／または商用通信に関連するいくつかのタイプおよび／ま
たはすべてのタイプのＩＰトラフィックを中継することのできるレイヤ３（Ｌ３）転送機
能を提供することができる。ＷＴＲＵ対ネットワークモバイル中継器２０２（たとえば、
モバイル中継器）は、ｅＮＢ　２０４とリモートＷＴＲＵ　２１０との間の他のタイプの
通信を提供することができる。ＷＴＲＵ対ネットワークモバイル中継器２０２は、レイヤ
２（Ｌ２）中継転送機能を提供し、ｅＮＢ　２０４とリモートＷＴＲＵ　２１０との間の
通信のレイヤでパケットを転送することができる。たとえば、ＷＴＲＵ対ネットワークモ
バイル中継器２０２は、アプリケーションサーバ（ＡＳ）２０８に（たとえば、ＥＰＣ　
２０６を介して）データを送り、かつ／またはこれからデータを受信するためにｅＮＢ　
２０４と通信することができる。データは、リモートＷＴＲＵ　２１０（たとえば、ネッ
トワークカバレージ外にある可能性がある）に転送され、かつ／またはこれの代わりに通
信され得る。ＷＴＲＵ対ネットワークモバイル中継器２０２は、ＰＣ５インターフェース
を介してＷＴＲＵ　２１０（たとえば、リモートＷＴＲＵ）と通信することができる。Ｗ
ＴＲＵ対ネットワークモバイル中継器２０２は、Ｕｕインターフェースを介してｅＮＢ　
２０４と通信することができる。ＥＰＣ　２０６は、ＳＧｉインターフェースを介してＡ
Ｓ　２０８（たとえば、公共安全通信および／または商用通信のためのＡＳ）と通信する
ことができる。図２に示された例は、公共安全通信アプリケーションサーバおよび／また
は商用通信アプリケーションサーバを含むことができる。
【００６４】
　図３は、例示的なＷＴＲＵ対ネットワークモバイル中継器通信交換を示す。たとえば、
モバイル中継器ＷＴＲＵ　３０２は、モバイル中継器ＷＴＲＵ　３０２がまだネットワー
クにアタッチしていない場合に、３０４でネットワークにアタッチすることができる。モ
バイル中継器ＷＴＲＵ　３０２は、３０４でＰＤＮ接続を確立することができる。パケッ
トデータネットワーク（ＰＤＮ）接続は、リモートＷＴＲＵ　３１６へ／からのトラフィ
ックの通信に使用され得る。たとえば、モバイル中継器に適当なＰＤＮ接続が、リモート
ＷＴＲＵ　３１６のためにまだ存在せず／構成されていない場合がある。ＩＰｖ６に関し
て、モバイル中継器ＷＴＲＵ　３０２は、ネットワークからのプレフィックス委任機能（
たとえば、３ＧＰＰ技術仕様（ＴＳ）２３．４０１で定義されたもの）を介するなど、Ｉ
Ｐｖ６プレフィックスを入手することができる。



(17) JP 6985152 B2 2021.12.22

10

20

30

40

50

【００６５】
　リモートＷＴＲＵ　３１６は、３０６で、ディスカバリ手順、たとえばモデルＡディス
カバリおよび／またはモデルＢディスカバリを使用して、モバイル中継器ＷＴＲＵ　３０
２のディスカバリを実行することができる。たとえば、モデルＡディスカバリは、アナウ
ンスメントを含むことができ、モデルＢディスカバリは、要請および応答を含むことがで
きる。リモートＷＴＲＵ　３１６は、３０８で、モバイル中継器３０２を選択し、モバイ
ル中継器３０２との１対１通信のための接続を確立することができる。１対１通信のため
の接続の確立は、３１４でＳＡ３によって決定されたＥＰＣ関与を伴っても伴わなくても
よい。ＥＰＣ関与は、ＭＭＥ　３１８またはホームサブスクライバサーバ（ＨＳＳ）３２
０を備えることができる。
【００６６】
　ＩＰｖ６に関して、ＰＣ５上で、リモートＷＴＲＵ　３１６は、３１０でＩＰｖ６ステ
ートレスアドレス自動設定を実行することができる。リモートＷＴＲＵ　３１６は、３１
０で、モバイル中継器のレイヤ２　ＩＤを送信先レイヤ２　ＩＤとして使用して、ネット
ワークにルータ要請（ＲＳ）メッセージを送ることができる。リモートＷＴＲＵ　３１６
は、３１０で、ルータアドバタイズメント（ＲＡ）メッセージ（たとえば、ｉｎｔｅｒｎ
ｅｔ　ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ　ｔａｓｋ　ｆｏｒｃｅ　ｒｅａｓｏｎ　ｆｏｒ　ｃｏｌ
ｌａｂｏｒａｔｉｏｎ（ＩＥＴＦ　ＲＦＣ）４８６２を用いて中で指定されたもの）を要
請することができる。ＲＡメッセージは、割り当てられたＩＰｖ６プレフィックスを含む
ことができる。リモートＷＴＲＵ　３１６がＲＡメッセージを受信した後に、それは、３
１０で、ＩＰｖ６ステートレスアドレス自動設定（たとえば、ＩＥＴＦ　ＲＦＣ　４８６
２に従う）を介してフルＩＰｖ６アドレスを構成することができる。
【００６７】
　ＩＰｖ４に関して、ＰＣ５上で、リモートＷＴＲＵ　３１６は、動的ホスト構成プロト
コル（ＤＨＣＰ）ｖ４を使用することができる。リモートＷＴＲＵ　３１６は、３１２で
、送信先レイヤ２　ＩＤとしてモバイル中継器のレイヤ２　ＩＤを使用してＤＨＣＰｖ４
ディスカバリメッセージを送ることができる。モバイル中継器ＷＴＲＵ　３０２は、３１
２で、ＤＨＣＰｖ４サーバとして働き、割り当てられたリモートＷＴＲＵ　ＩＰｖ４ドレ
スを伴うＤＨＣＰｖ４オファーを送ることができる。リモートＷＴＲＵ　３１６がリース
オファー（lease offer）を受信するときに、それは、３１２で、受信されたＩＰｖ４ア
ドレスを含むＤＨＣＰ　ＲＥＱＵＥＳＴメッセージを送ることができる。ＤＨＣＰｖ４サ
ーバとして働くモバイル中継器ＷＴＲＵ　３０２は、リース持続時間（たとえば、クライ
アントが要求した可能性がある構成情報）を含むＤＨＣＰ　ＡＣＫメッセージをリモート
ＷＴＲＵ　３１６に送ることができる。３１２でＤＨＣＰ　ＡＣＫメッセージを受信する
際に、リモートＷＴＲＵ　３１６は、ＴＣＰ／ＩＰ構成プロセスを完了することができる
。
【００６８】
　図４は、例示的なＷＴＲＵ対ネットワークモバイル中継器手順を示す。この手順は、一
時モバイルグループ識別（ＴＭＧＩ）の可用性を監視し始めるようにモバイル中継器４０
２に要求するためにＰｒｏＳｅ対応ＷＴＲＵ（たとえば、リモートＷＴＲＵ　４２０）に
よって使用され得る。モバイル中継器４０２は、たとえばそれがサービングセル（たとえ
ば、ネットワーク４２２のセル）のマルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ）上で検出さ
れるときに、ブロードキャストチャネル上でＴＭＧＩをブロードキャストすることができ
る。このＴＭＧＩに関係するｅＭＢＭＳトラフィックは、使用可能である場合に、１対多
リンク（たとえば、この手順が実行されるときにＰｒｏＳｅモバイル中継器４０２によっ
て供給される特定のレイヤ２グループＩＤによって識別される）を介してモバイル中継器
４０２によってサービスされるリモートＷＴＲＵ　４２０にも転送され得る。
【００６９】
　リモートＷＴＲＵ　４２０が、モバイル中継器４０２を成功裡に発見し、グループ通信
アプリケーションからＴＭＧＩを入手した（たとえば、モバイル中継器４０２との１対１
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通信セッションの後に）場合に、ＷＴＲＵは、４０４で、関連するブロードキャスト（た
とえば、ｅＭＢＭＳ）コンテンツを受信するのにＴＭＧＩを使用することができる。関連
するブロードキャストコンテンツが、使用可能である場合がある（たとえば、ｅＮＢ内で
）。ＷＴＲＵは、静的構成によってまたはグループ通信アプリケーションとの相互作用に
よって、それが関心を持つＴＭＧＩを入手することができる。この相互作用は、ＷＴＲＵ
がモバイル中継器４０２に結合する前またはその後に発生することができる。
【００７０】
　ＷＴＲＵは、４０６で、ＴＭＧＩ監視要求をモバイル中継器４０２に送ることができ、
ＴＭＧＩは、ここで入手される値である。モバイル中継器４０２は、４０８で、ＴＭＧＩ
監視応答（たとえば、ｌａｙｅｒ　２　ｇｒｏｕｐ　ＩＤ＿ｔｒａｆｆｉｃ、ＴＭＧＩ＿
Ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ＿Ｒｅｆｒｅｓｈ　Ｔｉｍｅｒ、および／または類似物）を用いて
ここでの要求の受信を肯定応答することができる。ｌａｙｅｒ　２　ｇｒｏｕｐ　ＩＤ＿
ｔｒａｆｆｉｃは、ここで受信されるＴＭＧＩ値に関係するｅＭＢＭＳコンテンツをリモ
ートＷＴＲＵに転送するのに使用され得る。ＴＭＧＩ＿Ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ＿Ｒｅｆｒ
ｅｓｈ　Ｔｉｍｅｒは、モバイル中継器４０２内で構成可能とすることができる。ＴＭＧ
Ｉ＿Ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ＿Ｒｅｆｒｅｓｈ　Ｔｉｍｅｒは、４０８でＷＴＲＵに供給さ
れ得、その結果、タイマが経過するときに、ＷＴＲＵは、ＴＭＧＩ監視要求手順を実行で
きるようになる（たとえば、それがまだＴＭＧＩを監視するように構成されている場合に
）。４０８で、ＴＭＧＩ＿Ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ＿Ｒｅｆｒｅｓｈ　Ｔｉｍｅｒがモバイ
ル中継器４０２内で満了するときに、リモートＷＴＲＵ　４２０がＴＭＧＩ監視要求手順
を実行せず、他のＷＴＲＵが、ＴＭＧＩのリフレッシュ手順を実行しない場合には、ＴＭ
ＧＩのＴＭＧＩ＿Ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ＿Ｒｅｆｒｅｓｈ　Ｔｉｍｅｒがモバイル中継器
４０２内で満了するときに、モバイル中継器４０２は、ＴＭＧＩの監視を停止することが
でき、かつ／または関連するコンテンツの転送を停止することができる。
【００７１】
　ＰｒｏＳｅモバイル中継器４０２は、４１０で、それが監視を要求したＴＭＧＩを検出
することができる。４１０でのＴＭＧＩの検出時に、モバイル中継器４０２は、４１２で
、ブロードキャストチャネルを介してＴＭＧＩアナウンスメントメッセージを送ることに
よって、ＴＭＧＩの可用性をブロードキャストすることができる。モバイル中継器４０２
は、４１２で、ブロードキャストチャネルを介してＴＭＧＩアナウンスメントメッセージ
を送る（たとえば、構成可能な反復インターバルを伴って反復して）ことによって、ＴＭ
ＧＩの可用性をブロードキャストすることができる。反復インターバルは、ＴＭＧＩ＿Ｍ
ｏｎｉｔｏｒｉｎｇ＿Ｒｅｆｒｅｓｈ　Ｔｉｍｅｒより短いものとすることができる。Ｔ
ＭＧＩの値は、モバイル中継器選択の基準判断基準としてモバイル中継器４０２を発見す
るデバイスによって使用され得る（たとえば、それらが、モバイル中継器４０２がアドバ
タイズしているＴＭＧＩに関心を持つ場合に）。
【００７２】
　ＷＴＲＵは、４１４で、ＴＭＧＩアナウンスメントを検出することができ、ｌａｙｅｒ
－２　ｇｒｏｕｐ　ＩＤ＿ｔｒａｆｆｉｃに関連付けられたＰＣ５　１対多リンク上でブ
ロードキャストコンテンツを受信し始めることができ、ユニキャスト配信レグ（unicast 
distribution leg）が使用される場合にユニキャスト配信レグを解放することができる。
ＴＭＧＩの消失の検出時に、モバイル中継器４０２は、４１６で、ＴＭＧＩの可用性のブ
ロードキャストを停止することができる。ＰｒｏＳｅモバイル中継器４０２は、ＷＴＲＵ
でのＴＭＧＩ消失の検出を加速するために、ＴＭＧＩの消失の積極的な表示を送ることが
できる。ＷＴＲＵは、４１６で、グループ通信ＡＳにユニキャスト配信レグを要求するこ
とができる。グループ通信は、公共安全通信または商用通信を含むことができる。ＷＴＲ
Ｕは、４１８で、ｇｒｏｕｐ　ｌａｙｅｒ－２　ＩＤ＿ｔｒａｆｆｉｃに関連付けられた
ＰＣ５　１対多シグナリングリンク上でのブロードキャストコンテンツの受信を停止する
ことができる。
【００７３】
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　図５は、モデルＡによる例示的な公共安全ディスカバリを示す。図５では、タイプは、
アナウンスメントとすることができる。ディスカバリタイプは、モバイル中継器ディスカ
バリとすることができる。アナウンス中のＷＴＲＵ－１　５０２は、５０４～５１０の監
視中のＷＴＲＵにメッセージを送ることができる。５０２で送られるメッセージは、タイ
プ、ディスカバリタイプ、ＰＬＭＮ　ＩＤ、接続情報、ＰｒｏＳｅモバイル中継器ＷＴＲ
Ｕ　ＩＤ、状況、グループ情報、および／または類似物などの情報を備えることができる
。５０４～５１０の監視中のＷＴＲＵの一部またはすべてが、メッセージ５１２～５１８
を受信することができる。たとえば、ＷＴＲＵ－２　５０４は、メッセージ１　５１２を
受信することができる。
【００７４】
　図６は、モデルＢによる例示的な公共安全ディスカバリを示す。６０２のディスカバラ
ＷＴＲＵ－１は、６０４～６１０のディスカバリイ（dicoveree）ＷＴＲＵにメッセージ
を送ることができる。６１２から６１８で送られるメッセージ１～４は、情報タイプ、デ
ィスカバリタイプ、ＰＬＭＮ　ＩＤ、接続情報、ＰｒｏＳｅモバイル中継器ＷＴＲＵ　Ｉ
Ｄ、状況、グループ情報、および／または類似物を備えることができる。図６では、タイ
プは、要請とすることができる。ディスカバリタイプは、モバイル中継器ディスカバリと
することができる。６０４～６１０のディスカバリイの一部またはすべては、６０２のデ
ィスカバラＷＴＲＵ－１にメッセージを送り返すことができる。たとえば、図６では、６
０４のディスカバリイおよび６０６のディスカバリイは、６０２のディスカバラにメッセ
ージを送り返すことができる。６２０～６２２で送られるメッセージ５～６は、情報タイ
プ、ディスカバリタイプ、ＰＬＭＮ　ＩＤ、接続情報、ＰｒｏＳｅモバイル中継器ＷＴＲ
Ｕ　ＩＤ、状況、グループ情報、および／または類似物を備えることができる。６２０～
６２２で送られるメッセージ５～６では、タイプは、応答とすることができる。ディスカ
バリタイプは、モバイル中継器ディスカバリとすることができる。
【００７５】
　以下のパラメータは、図６に示された例のＷＴＲＵ対ネットワークモバイル中継器ディ
スカバリに使用され得る。モバイル中継器ＷＴＲＵ　ＩＤは、リンクレイヤ識別子とする
ことができる。リンクレイヤ識別子は、直接通信に使用され得る。リンクレイヤ識別子は
、モバイル中継器が確立したＰＤＮ接続に関連付けられ得る。パブリックランドモバイル
ネットワーク（ＰＬＭＮ）ＩＤは、リモートＷＴＲＵが属するリンク上で使用されるどの
無線周波数に対してＰＬＭＮを識別することができる。無線周波数は、複数のＰＬＭＮの
間で共有され得る。無線周波数は、ＰＬＭＮに割り振られても割り振られなくてもよい。
ＰＬＭＮ　ＩＤの選択は、ホームＰＬＭＮ（ＨＰＬＭＮ）によって構成され得る。接続情
報は、モバイル中継器が提供する接続を識別するパラメータを備えることができる（たと
えば、ＡＰＮ情報を含む）。状況／保守フラグは、モバイル中継器が一時的に接続なしで
あり、かつ／またはバッテリの残量が少ないかどうかを示すのに使用され得る（たとえば
、リモートＷＴＲＵが別のモバイル中継器を探し／再選択できるように）。グループ情報
は、モバイル中継器が中継しているグループに関する情報を備えることができる。
【００７６】
　複数の複雑化／困難が、モバイル中継器機能（たとえば、ＷＴＲＵ－ネットワークモバ
イル中継器および／またはＷＴＲＵ－ＷＴＲＵモバイル中継器の一方または両方の）を実
現するためのＤ２Ｄ通信の使用に関連付けられる可能性がある。たとえば、リモートＷＴ
ＲＵが、モバイル中継器（たとえば、モバイル中継器ＷＴＲＵ）によってサービスされる
場合がある。リモートＷＴＲＵは、モバイル中継器にサービスするｅＮＢに知られていな
い場合がある。リモートＷＴＲＵは、ｅＮＢからシステム情報を受信できない場合がある
。リモートＷＴＲＵは、モバイル中継器ＷＴＲＵおよび／または最適なモバイル中継器Ｗ
ＴＲＵ（たとえばデバイスおよび／またはネットワークの展望から）を正しく選択できな
い場合がある。モバイル中継器ＷＴＲＵは、リモートＷＴＲＵにサービスできる場合があ
る。たとえば、モバイル中継器ＷＴＲＵの正しい選択は、下位レイヤ信号品質および／ま
たはアプリケーションレイヤサービスに関係する場合がある。モバイル中継器ＷＴＲＵお
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よび／またはリモートＷＴＲＵが、モバイルである場合がある。リモートＷＴＲＵは、リ
モートＷＴＲＵが接続されたモバイル中継器ＷＴＲＵがそのモバイル中継器としてサービ
スできなくなるときに、異なるモバイル中継器ＷＴＲＵを再選択できる場合がある。
【００７７】
　モバイル中継器選択／再選択に加えて、Ｄ２Ｄのために開発された現在のリソース割当
ルール（たとえば、Ｒ１２の）は、モバイル中継器に不適切および／または準最適である
場合がある。たとえば、リモートＷＴＲＵが、カバレージ外にある場合があり、リモート
ＷＴＲＵが、カバレージ外であるときに直接通信のために事前に構成されたリソースを使
用するように構成されている場合がある。直接通信のために事前に構成されたリソースの
使用は、複数のリモートＷＴＲＵおよびモバイル中継器ＷＴＲＵが区域（たとえば、カバ
レージ外の区域）内の同一位置に配置されるときに、事前に構成されたリソースの過度の
使用をもたらす可能性がある。
【００７８】
　直接Ｄ２Ｄ通信のために定義されたリソース使用ルールは、モバイル中継器シナリオに
とって非効率的である場合がある。ｅＮＢは、Ｒ１２ルールが適用されるときに、リモー
トＷＴＲＵによって使用され得るリソースを制御できない場合がある。たとえば、Ｒ１２
ルールは、モバイル中継器を含むシナリオに関してサービス継続性のサポートを欠く場合
がある（たとえば、モバイル中継器モビリティおよび／またはモバイル中継器の間のリモ
ートＷＴＲＵモビリティ）。たとえば、リモートＷＴＲＵは、Ｄ２Ｄ通信のリソース利用
に影響する可能性があるｅＮＢによってカバーされる区域に入り、および／または出る場
合がある。Ｒ１２ルールは、ｅＮＢによってカバーされる区域とｅＮＢによってカバーさ
れない区域との間でのリモートＷＴＲＵの切替がアプリケーションレイヤにとって透過的
である形を提供しない。モバイル中継器ＷＴＲＵは、ｅＮＢに関するカバレージを失う場
合があり、そのモバイル中継器ＷＴＲＵによってサービスされるリモートＷＴＲＵは、接
続の消失時にサービスを維持できる場合とできない場合とがある。
【００７９】
　モバイル中継器への接続を試みているＷＴＲＵは、モバイル中継器を選択し、かつ／ま
たはモバイル中継器を選択する命令をネットワークエンティティから受信するために、１
つまたは複数の自律的に決定されるアクションを実行することができる。たとえば、リモ
ートＷＴＲＵは、モバイル中継器ＷＴＲＵの選択および再選択の手順を実行するように構
成され、これらの選択／再選択手順をサポートするのに使用され得る測定を実行するよう
に構成され得る。リモートＷＴＲＵ、モバイル中継器ＷＴＲＵ、および／またはｅＮＢは
、関連付けられたｅＮＢの制御に基づいて、モバイル中継器のイニシエーション（initia
tion）に関連付けられた手順を実行することができる。モバイル中継器ＷＴＲＵ、リモー
トＷＴＲＵ、および／またはｅＮＢは、モバイル中継器ＷＴＲＵとリモートＷＴＲＵとの
間の通信のリソースを割り当てる手順を実行することができる。モバイル中継器ＷＴＲＵ
、リモートＷＴＲＵ、および／またはｅＮＢは、たとえばモバイル中継器の間のリモート
ＷＴＲＵモビリティ中および／またはｅＮＢの間のモバイル中継器モビリティの間に、サ
ービス継続性を処理する手順を実行することができる。
【００８０】
　ＷＴＲＵは、サービス（たとえば、１対１通信、ｅＭＢＭＳなど）に接続するためにモ
バイル中継器を選択するためにモバイル中継器選択／再選択プロセスを実行することがで
き、モバイル中継器選択／再選択プロセスを実行するために上側レイヤに供給され得る関
連付けられた測定を実行することができる。このプロセスは、ＷＴＲＵがカバレージ外お
よび／またはカバレージ内である場合にあてはまり得る。このプロセスは、ＷＴＲＵがカ
バレージ内からカバレージ外に推移しつつある場合にあてはまり得る。たとえば、初期モ
バイル中継器選択は、下位レイヤからの支援情報（たとえば、測定値）を用いてアプリケ
ーションレイヤ内で実行され得る。本明細書で説明される例は、モバイル中継器に接続さ
れたＷＴＲＵおよび／またはモバイル中継器への接続を試みたＷＴＲＵを指すのにリモー
トＷＴＲＵという用語を使用する場合がある。モバイル中継器が、モバイル中継器ＷＴＲ
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Ｕと呼ばれる場合がある。
【００８１】
　下位レイヤ（たとえば、物理（ＰＨＹ）、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）、または無線リ
ソース制御（ＲＲＣ））は、モバイル中継器送信に対して行われた測定を上位レイヤに報
告することができる。測定は、サイドリンク同期チャネル（ＳＬ－ＳＣＨ）上の復調基準
信号（ＤＭＲＳ）、物理サイドリンクブロードキャストチャネル（ＰＳＢＣＨ）上のＤＭ
ＲＳ、デバイスツーデバイス同期信号（Ｄ２ＤＳＳ）、ディスカバリリソース、および／
または類似物のうちの１つまたは複数に対して行われ得る。
【００８２】
　リモートＷＴＲＵ内の下位レイヤは、受信されたトランスポートブロックの測定値を報
告することができる。たとえば、ＷＴＲＵ内の下位レイヤは、受信されたトランスポート
ブロックの測定値を報告することができる。ＷＴＲＵ内の下位レイヤは、とられた測定値
の一部またはすべてのリストを報告することができる。下位レイヤは、所与の時間期間に
わたる複数のトランスポートブロックに対する平均化された測定値報告を報告することが
できる。測定値は、上側レイヤに周期的に送られ得、または、上側レイヤによって要求さ
れたときに上位レイヤに供給され得る。
【００８３】
　上位レイヤに報告される測定値は、チャネル品質測定値（たとえば、基準信号受信電力
（ＲＳＲＰ））および／またはモバイル中継器ＩＤのうちの１つまたは複数を含むことが
できる。モバイル中継器ＩＤは、ＰＳＢＣＨから取り出されたＩＤに対応することができ
る。モバイル中継器ＩＤは、システムアスペクト（ＳＡ）内で復号されたレイヤ１　ＩＤ
に対応することができる。モバイル中継器ＩＤは、Ｌ２　ＷＴＲＵ　ＩＤに対応すること
ができる。モバイル中継器ＩＤは、ＭＡＣヘッダ内で復号されたＩＤに対応することがで
きる。たとえば、モバイル中継器ＩＤは、測定値がデータパケットからとられる場合に、
ＭＡＣヘッダ内で復号されたＩＤに対応することができる。測定値は、所与のモバイル中
継器に対応するモバイル中継器ＩＤへのチャネル品質測定値の関連付けを可能にすること
ができる。
【００８４】
　モバイル中継器は、選択判断基準および他の情報に基づいて選択され得る。モバイル中
継器の選択判断基準は、アナウンスされたサービス（たとえば、接続情報）、アナウンス
されたＰＬＭＮ　ＩＤ、ＴＭＧＩ、およびモバイル中継器固有情報のうちの１つまたは複
数を含むことができる。モバイル中継器選択は、下位レイヤによって供給される測定値お
よび／または測定値に関連付けられた１つまたは複数のしきい値を使用することができる
。関連付けられたしきい値は、アプリケーションレイヤ内および／または下位レイヤによ
って供給され得る。関連付けられたしきい値は、ＲＲＣ構成の一部として供給され得る。
図７は、モバイル中継器ＷＴＲＵの選択の例の図である。
【００８５】
　リモートＷＴＲＵは、１つまたは複数のモバイル中継器ＷＴＲＵからモデルＡモバイル
中継器アナウンスメントおよび／またはモデルＢ応答を受信することができる。たとえば
、図７に示されているように、リモートＷＴＲＵ　７１８は、７０４で、モバイル中継器
ＷＴＲＵ１　７０２からモバイル中継器アナウンスメントを受信する。リモートＷＴＲＵ
　７１８は、７０６で、モバイル中継器ＷＴＲＵ２　７２０からモバイル中継器アナウン
スメントを受信する。７０４および７０６のモバイル中継器アナウンスメントは、モデル
Ａモバイル中継器アナウンスメントおよび／またはモデルＢ応答とすることができる。モ
バイル中継器アナウンスメントは、モバイル中継器ＷＴＲＵによって供給されまたはサポ
ートされるサービスの表示を含むことができる。たとえば、モバイル中継器アナウンスメ
ントは、モバイル中継器ＷＴＲＵがリモートＷＴＲＵ　７１８によって要求された１つま
たは複数のサービスをサポートすることの表示を含むことができる。モバイル中継器アナ
ウンスメントは、モバイル中継器ＷＴＲＵにサービスするＰＬＭＮの表示を含むことがで
きる。たとえば、モバイル中継器アナウンスメントは、モバイル中継器ＷＴＲＵが、リモ
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ートＷＴＲＵ　７１８が接続を許可される１つまたは複数のＰＬＭＮに関連付けられてい
ることの表示を含むことができる。
【００８６】
　リモートＷＴＲＵに関連付けられたアプリケーションレイヤは、７０８で、リモートＷ
ＴＲＵによって使用されるサービスを含むリソースをフィルタリングすることができる。
リモートＷＴＲＵに関連付けられたアプリケーションレイヤは、７０８で、リモートＷＴ
ＲＵがＰＬＭＮ上で許可され得る応答をフィルタリングすることができる。リモートＷＴ
ＲＵは、７０８で、設定されたしきい値に従ってモバイル中継器候補をフィルタリングす
ることができる。リモートＷＴＲＵは、モバイル中継器アナウンスメントからの測定値を
１つまたは複数の設定されたしきい値と比較することができる。リモートＷＴＲＵは、７
０８で、測定値および／または品質（たとえば、チャネル品質）に従って、そのチャネル
品質が設定されたしきい値を超えるモバイル中継器をランク付けすることができる。ラン
ク付けは、ＷＴＲＵによって使用されるサービスをサポートするモバイル中継器ＷＴＲＵ
および設定されたしきい値を超える信号品質を有するモバイル中継器ＷＴＲＵに基づくも
のとすることができる。リモートＷＴＲＵ　７１８は、７０８でモバイル中継器を選択す
ることができる。たとえば、リモートＷＴＲＵは、ある種のサービスをサポートし、ある
種の品質判断基準を満足するランク付けされたモバイル中継器を選択することができる。
ランク付けされたモバイル中継器は、最高のランク付けを有するモバイル中継器とするこ
とができる。ランク付けは、受信信号強度および／または信号品質に基づくものとするこ
とができる（たとえば、最高の強度および／または最高にランク付けされた信号品質を有
する）。リモートＷＴＲＵは、選択されたモバイル中継器への接続確立をイニシエートす
ることができる。リモートＷＴＲＵは、７１０で、選択されたモバイル中継器に接続要求
を送ることができる。選択されたモバイル中継器は、７１２で、ｅＮＢ　７２２にモバイ
ル中継要求（mobile relay request）を送ることができる。ｅＮＢは、７１４で、選択さ
れたモバイル中継器７０２にモバイル中継受入（mobile relay accept）を送ることがで
きる。選択されたモバイル中継器７０２は、７１６で、リモートＷＴＲＵ　７１８に接続
受入を送ることができる。
【００８７】
　接続失敗が発生する場合がある。接続失敗が発生する場合に、リモートＷＴＲＵは、次
にランク付けされたモバイル中継器を選択し、接続確立プロセスを試みることができる。
モバイル中継器接続の確立の失敗が発生する場合がある。モバイル中継器ＷＴＲＵとのセ
キュアリンクが、認証および／またはセキュリティ関連付けの失敗に起因して確立され得
ないときに、モバイル中継器接続の確立の失敗が発生する可能性がある。モバイル中継器
接続の確立の失敗は、ブロードキャストのための有効なＴＭＧＩが成功裡に入手され得な
いときに発生する可能性がある。モバイル中継器接続の確立の失敗は、リモートＷＴＲＵ
がＴＭＧＩのブロードキャストを受信できない場合があるときに発生する可能性がある。
たとえば、リモートＷＴＲＵが、認証および／またはパミッションの理由に起因してＴＭ
ＧＩのブロードキャストを受信できない場合がある。モバイル中継器接続の確立の失敗は
、ｅＮＢがモバイル中継器とのリモートＷＴＲＵの接続を拒絶する可能性があるときに発
生する可能性がある。たとえば、ｅＮＢは、要求されたサービスのリソースをサポートす
る能力がモバイル中継器にないことに起因して、モバイル中継器とのリモートＷＴＲＵの
接続を拒絶する場合がある。ｅＮＢは、他のモバイル中継器の可用性に起因してモバイル
中継器とのリモートＷＴＲＵの接続を拒絶する場合がある。ｅＮＢは、接続を拒絶し、リ
ダイレクションメッセージを供給する場合がある。拒絶は、接続がｅＮＢによって拒絶さ
れるときに、ｅＮＢによってモバイル中継器を介してリモートＷＴＲＵに送られ得る。た
とえば、Ｕｕ接続が、まずモバイル中継器ＷＴＲＵに拒絶を送るのに使用され得る。モバ
イル中継器ＷＴＲＵは、拒絶をリモートＷＴＲＵに転送することができる。拒絶は、ｅＮ
ＢによってＵｕインターフェースを介してリモートＷＴＲＵに直接送られ得る。たとえば
、拒絶は、リモートＷＴＲＵが潜在的にｅＮＢのカバレージ内にあるときに、ｅＮＢによ
ってＵｕインターフェースを介してリモートＷＴＲＵに直接送られ得る。接続受入は、リ
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モートＷＴＲＵが潜在的にｅＮＢのカバレージ内にあるかｅＮＢによって確認されるとき
に、ｅＮＢによってＵｕインターフェースを介してリモートＷＴＲＵに直接送られ得る。
【００８８】
　リモートＷＴＲＵは、モバイル中継器再選択手順を実行することができる。リモートＷ
ＴＲＵは、自律選択／再選択を実行することができる。自律モバイル中継器再選択を実行
するために、リモートＷＴＲＵは、リモートＷＴＲＵが接続されているモバイル中継器Ｗ
ＴＲＵの信号品質の評価を周期的に実行することができる。リモートＷＴＲＵは、ある種
の条件のうちの１つまたは複数が満足されるときに、再選択手順を開始することができる
。リモートＷＴＲＵは、リモートＷＴＲＵが接続されているモバイル中継器ＷＴＲＵの信
号品質が設定されたしきい値未満であるときに、再選択手順を開始することができる。た
とえば、リモートＷＴＲＵは、ＷＴＲＵがもはやモバイル中継器を検出しなくなるときに
、再選択手順を開始することができる。リモートＷＴＲＵが接続されているモバイル中継
器ＷＴＲＵの信号品質は、本明細書で説明される測定値のうちの１つまたは複数を使用し
て決定され得る。
【００８９】
　リモートＷＴＲＵは、モデルＡまたはモデルＢのディスカバリメッセージに基づいて、
リモートＷＴＲＵが接続されているモバイル中継器ＷＴＲＵの信号品質を測定することが
できる。たとえば、リモートＷＴＲＵは、モデルＡまたはモデルＢのディスカバリメッセ
ージに基づいて、リモートＷＴＲＵが接続されているモバイル中継器ＷＴＲＵの信号品質
を測定することができる。リモートＷＴＲＵは、モデルＢ応答メッセージをトリガするこ
とによって信号品質を測定することができる。リモートＷＴＲＵは、サービングモバイル
中継器からのモデルＢ応答メッセージをトリガするために、モデルＢ要請を周期的に送信
するように構成され得る。たとえば、リモートＷＴＲＵは、サービングモバイル中継器か
らのモデルＢ応答メッセージから信号品質の測定値を導出することができる。リモートＷ
ＴＲＵは、モバイル中継器ＷＴＲＵのＳＬ－ＳＣＨまたはＳＬ－ＢＣＨから直接信号品質
のその測定値を入手することができる。
【００９０】
　リモートＷＴＲＵは、モバイル中継器ＷＴＲＵが、ＷＴＲＵによって使用されかつ／ま
たはＷＴＲＵによって要求されるサービスをアナウンスしていないときに、再選択手順を
イニシエートすることができる。リモートＷＴＲＵは、１つまたは複数の他の候補モバイ
ル中継器ＷＴＲＵがリモートＷＴＲＵによって利用されるサービスをアナウンスしている
ときに、再選択手順を開始することができる。リモートＷＴＲＵは、他の候補モバイル中
継器の信号品質の測定値が設定されたしきい値を超えるときに、再選択手順を開始するこ
とができる。リモートＷＴＲＵは、他の候補モバイル中継器の信号品質の測定値が、リモ
ートＷＴＲＵが接続されているモバイル中継器ＷＴＲＵの信号品質の測定値よりよいとき
に、再選択手順を開始することができる。たとえば、リモートＷＴＲＵは、１つまたは複
数の候補モバイル中継器の信号品質が現在のモバイル中継器ＷＴＲＵの信号品質の測定値
より所与のオフセットだけよい可能性があるときに、再選択を実行することができる。リ
モートＷＴＲＵは、１つまたは複数の候補モバイル中継器の信号品質が、所与の時間期間
の間にモバイル中継器ＷＴＲＵの信号品質の測定値よりよい可能性があるときに、再選択
を実行することができる。リモートＷＴＲＵは、１つまたは複数の候補モバイル中継器の
信号品質が、所与の時間期間の間にモバイル中継器ＷＴＲＵの信号品質の測定値より所与
のオフセットだけよい可能性があるときに、再選択を実行することができる。リモートＷ
ＴＲＵは、モバイル中継器リダイレクションメッセージが受信されるときに、再選択手順
を開始することができる。
【００９１】
　自律モバイル中継器選択／再選択は、１つまたは複数のアクションを備えることができ
る。再選択手順を開始するようにリモートＷＴＲＵをトリガする条件のうちの１つまたは
複数が満足され、かつ／または他のトリガが満足されるときに、リモートＷＴＲＵは、あ
る種のアクションのうちの１つまたは複数を実行するように上位レイヤをトリガすること
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ができる。リモートＷＴＲＵは、ディスカバリ監視プロセスが停止されている場合に、デ
ィスカバリ監視プロセスをイニシエートするように上位レイヤをトリガすることができる
。ディスカバリ監視プロセスは、モデルＡまたはモデルＢとすることができる。リモート
ＷＴＲＵは、新しいモデルＢ要請メッセージを送るためにリモートＷＴＲＵをイニシエー
トするように上位レイヤをトリガすることができる。たとえば、リモートＷＴＲＵは、要
求されたサービスをサポートすることのできる他のモバイル中継器を発見するために新し
いモデルＢ要請メッセージを送るためにリモートＷＴＲＵをイニシエートするように上位
レイヤをトリガすることができる。リモートＷＴＲＵは、検出された潜在的なモバイル中
継器ＷＴＲＵに関連付けられた更新された測定値／品質を実行するために下位レイヤをイ
ニシエートするように上位レイヤをトリガすることができる。リモートＷＴＲＵは、潜在
的なモバイル中継器ＷＴＲＵに関連付けられた更新された測定値／品質を上位レイヤに送
ることができる。たとえば、測定は、本明細書で説明されるチャネルまたは信号のうちの
１つまたは複数に対して行われ得る。リモートＷＴＲＵは、所与のモバイル中継器に関す
る供給された測定値およびアドバタイズされたサービスに基づいてモバイル中継器選択手
順を実行するように上位レイヤをトリガすることができる。リモートＷＴＲＵは、下位レ
イヤが的を絞った測定をサポートする場合に、モデルＢ要請メッセージに最初に応答した
モバイル中継器または所与のモバイル中継器のモデルＡメッセージがそれに関して受信さ
れたモバイル中継器の的を絞った測定を実行するように下位レイヤをトリガすることがで
きる。リモートＷＴＲＵは、アプリケーションレイヤを介して的を絞った測定を実行する
ように下位レイヤをトリガすることができる。モバイル中継器ＷＴＲＵのリストが、下位
レイヤに供給され得る。たとえば、モバイル中継器ＷＴＲＵのリストは、Ｌ２　ＩＤのリ
ストとして下位レイヤに供給され得る。下位レイヤは、識別されたＷＴＲＵのうちの１つ
または複数の対応する測定値を返すことができる。
【００９２】
　自律モバイル中継器選択／再選択は、様々なさらなるアクションを備えることができる
。モバイル中継器ＷＴＲＵの選択または再選択は、成功である場合とそうではない場合と
がある。たとえば、モバイル中継器再選択が不成功である場合には、モバイル中継器リダ
イレクションメッセージが受信され得る。ＷＴＲＵは、モバイル中継器リダイレクション
メッセージの受信時に、１つまたは複数のアクションを実行することができる。たとえば
、リモートＷＴＲＵは、モバイル中継器リダイレクションメッセージの受信時に、新しい
モバイル中継器に移動する前にある種のアクションのうちの１つまたは複数を実行するこ
とができる。
【００９３】
　たとえば、モバイル中継器リダイレクションアクションの受信時に、リモートＷＴＲＵ
は、提案されたモバイル中継器がモバイル中継器のランク付けされたリストの一部である
ことを検証することができる。ＷＴＲＵは、提案されたモバイル中継器が、選択判断基準
を満足する（たとえば、ＷＴＲＵによって要求されるサービスをサポートし、かつ／また
はしきい値として超えるチャネル品質を有する）ことを検証することができる。たとえば
、提案されたモバイル中継器がモバイル中継器のランク付けされたリストの一部ではない
場合に、リモートＷＴＲＵは、その現在のモバイル中継器に接続されたままになることが
できる。提案されたモバイル中継器がモバイル中継器のランク付けされたリストの一部で
あり、選択判断基準を満足する場合に、リモートＷＴＲＵは、提案されたモバイル中継器
へのモバイル中継器選択をイニシエートすることができる。リモートＷＴＲＵは、提案さ
れたモバイル中継器との接続確立手順を実行することができる。
【００９４】
　候補モバイル中継器に再選択すると決定するときに、リモートＷＴＲＵは、１つまたは
複数のアクションを実行することができる。たとえば、候補モバイル中継器に再選択する
と決定するときに、リモートＷＴＲＵは、リモートＷＴＲＵが現在接続されているモバイ
ル中継器との接続を解除（tear down）することができる。候補モバイル中継器に再選択
すると決定するときに、リモートＷＴＲＵは、再選択される候補モバイル中継器への接続
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確立をイニシエートすることができる。
【００９５】
　一例では、現在のモバイル中継器への接続を解除するのではなく、候補モバイル中継器
に再選択すると決定するときに、リモートＷＴＲＵは、現在のモバイル中継器への接続を
保持すると同時に、再選択される候補モバイル中継器との接続確立手順を試みることがで
きる。リモートＷＴＲＵは、再選択された候補モバイル中継器との接続を成功裡に確立し
終えたときに、リモートＷＴＲＵが接続されているモバイル中継器への接続を解除するこ
とができる。リモートＷＴＲＵが接続しているモバイル中継器への接続は、リモートＷＴ
ＲＵが再選択された候補モバイル中継器からサービスを受け取り始めたことをリモートＷ
ＴＲＵが確かめた後に、解除され得る。たとえば、サービスは、ｅＭＢＭＳを介するもの
とすることができる。
【００９６】
　自律モバイル中継器選択／再選択が、サポートされ得る。再選択は、様々なレイヤによ
ってサポートされ得る。たとえば、再選択は、リモートＷＴＲＵ上側レイヤ（たとえば、
アプリケーションレイヤ）によってサポートされ得る。一例として、ＷＴＲＵは、リモー
トＷＴＲＵが接続されているモバイル中継器の測定を継続的に（たとえば、規則的にまた
は相対的に連続的に、セットされたインターバルになど）実行するように構成され得る。
たとえば、リモートＷＴＲＵ上側レイヤは、リモートＷＴＲＵが接続しているモバイル中
継器の連続測定を構成することができる。上側レイヤは、現在接続されているモバイル中
継器および／または測定可能な信号を送信しているモバイル中継器に関連付けられた測定
値を送るように下位レイヤに要求することができる。上側レイヤは、モバイル中継器ＩＤ
によって識別され得る１つまたは複数の他のモバイル中継器を測定するように下位レイヤ
を構成することができる。リモートＷＴＲＵが、モバイル中継器ＷＴＲＵに成功裡に接続
し終えたときに、リモートＷＴＲＵ内の上側レイヤは、モバイル中継器上の下位レイヤに
よって実行される測定を構成することができる。上側レイヤによって要求されたときに、
下位レイヤは、特定のモバイル中継器ＩＤに関するＳＬ－ＳＣＨ上の測定値の収集を停止
することができる。たとえば、上側レイヤは、リモートＷＴＲＵがモバイル中継器への接
続を終了するときに、モバイル中継器ＩＤに関するＳＬ－ＳＣＨ上の測定値の収集を停止
するように下位レイヤに要求することができる。
【００９７】
　自律モバイル中継器選択／再選択に関して、リモートＷＴＲＵは、選択されたモバイル
中継器のアイデンティティについてｅＮＢに知らせることができる。たとえば、モバイル
中継器選択／再選択は、リモートＷＴＲＵがまだｅＮＢのカバレージ内にある間に発生す
ることができる。選択／再選択は、自律的に発生することができる。ＷＴＲＵは、選択さ
れたモバイル中継器のアイデンティティについてｅＮＢに知らせることができる。ＷＴＲ
Ｕは、選択されたモバイル中継器に関する関連情報についてｅＮＢに知らせることができ
る。選択されたモバイル中継器に関する関連情報は、モバイル中継器識別情報（たとえば
、モバイル中継器Ｌ２　ＩＤ、ＰＨＹレイヤＩＤ、および／または類似物）、モバイル中
継器が接続されるｅＮＢのアイデンティティ、モバイル中継器の測定された信号品質（た
とえば、ＰＣ５測定値）、モバイル中継器によってブロードキャストされたアクセスポイ
ント名（ＡＰＮ）または接続情報、および／またはモバイル中継器とｅＮＢとの間のＵｕ
リンクの信号品質のうちの１つまたは複数を含むことができる。ｅＮＢに知らせることは
、Ｕｕを介しておよび／またはモバイル中継器を介して発生し得る。モバイル中継器の再
選択は、再選択されたモバイル中継器についてｅＮＢに知らせるためにｅＮＢに示され得
る。再選択および再選択されたモバイル中継器の表示は、周期的に発生することができる
。再選択および再選択されたモバイル中継器の表示は、選択されたモバイル中継器との測
定されたＰＣ５リンク品質が劣化するときに発生することができる。ＷＴＲＵは、モバイ
ル中継器との接続確立時に、再選択および再選択されたモバイル中継器（たとえば、再選
択されたモバイル中継器の情報）についてｅＮＢに知らせることができる。
【００９８】
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　新しいモバイル中継器への再選択は、ｅＮＢによってトリガされ得る。再選択は、測定
値、たとえばリモートＷＴＲＵによって報告された測定値に基づいてｅＮＢによってトリ
ガされ得る。ｅＮＢベースのモバイル中継器再選択を容易にするために、モバイル中継器
ＷＴＲＵによるリモートＷＴＲＵの測定が、実行され、ｅＮＢに送られ得る。リモートＷ
ＴＲＵは、ＰＣ５リンクの測定を行い、ＰＣ５リンクの測定値をモバイル中継器ＷＴＲＵ
を介してｅＮＢに送ることができる。リモートＷＴＲＵは、リモートＷＴＲＵとｅＮＢと
の間の接続が使用可能である（たとえば、リモートＷＴＲＵがカバレージ内にある）とき
に、ＰＣ５リンクの測定を行い、ＰＣ５リンクの測定値をｅＮＢに直接送ることができる
。リモートＷＴＲＵは、測定値がｅＮＢに送られることを意図されたものであることをモ
バイル中継器ＷＴＲＵに示す表示を使用して、測定値がｅＮＢに送られなければならない
（たとえば、モバイル中継器ＷＴＲＵを介して）ことをモバイル中継器ＷＴＲＵに示すこ
とができる。たとえば、ｅＮＢのためのものである測定値は、測定値がｅＮＢのために意
図されていることを示す専用メッセージを使用してモバイル中継器ＷＴＲＵに送られ得る
。モバイル中継器ＷＴＲＵは、モバイル中継器とリモートＷＴＲＵとの間のＰＣ５リンク
の測定を行い、モバイル中継器とリモートＷＴＲＵとの間のＰＣ５リンクの測定値をｅＮ
Ｂに送ることができる。
【００９９】
　ｅＮＢまたはモバイル中継器ＷＴＲＵは、構成をリモートＷＴＲＵに送ることができる
。構成は、測定を可能にするためのリモートＷＴＲＵへの表示、測定値を送信するための
リモートＷＴＲＵへの表示、測定値報告がｅＮＢへの送信からトリガされ得るときを決定
するためにリモートＷＴＲＵによって使用され得る判断基準、および／または測定され得
るモバイル中継器の許容可能なリストを含むことができる。
【０１００】
　たとえば、構成は、モバイル中継器ＷＴＲＵによって、モバイル中継器ＷＴＲＵに接続
された一部またはすべてのリモートＷＴＲＵにブロードキャストされ得る。本明細書で議
論されるブロードキャスト機構が使用され得る。リモートＷＴＲＵの構成は、モバイル中
継器ＷＴＲＵの同一のまたは異なる測定構成から導出され得る。モバイル中継器ＷＴＲＵ
の構成は、ｅＮＢによってＵｕリンクを介してモバイル中継器ＷＴＲＵに送られ得る。た
とえば、モバイル中継器ＷＴＲＵの構成は、システム情報ブロック（ＳＩＢ）シグナリン
グまたはＲＲＣシグナリングを使用して送られ得る。
【０１０１】
　構成に基づいて、リモートＷＴＲＵは、リモートＷＴＲＵの通信範囲内でディスカバリ
メッセージを送信しているモバイル中継器ＷＴＲＵのＰＣ５リンクを介する測定を可能に
することができる。測定され得るモバイル中継器の許容可能なリストは、ｅＮＢによって
リモートＷＴＲＵに送られ得る。測定され得るモバイル中継器の許容可能なリストは、構
成の一部としてｅＮＢによってリモートＷＴＲＵに送られ得る。リモートＷＴＲＵがそれ
に再選択することを許可されるモバイル中継器の許容可能なリストは、構成の一部として
ｅＮＢによってリモートＷＴＲＵに送られ得る。
【０１０２】
　リモートＷＴＲＵは、リモートＷＴＲＵがモバイル中継器ＷＴＲＵを介してｅＮＢに測
定値を送ることができることを示す構成を受信することができ、測定値がｅＮＢのための
ものであることをモバイル中継器ＷＴＲＵに示す測定値報告内の表示を使用することがで
きる。リモートＷＴＲＵは、測定値のリストをコンパイルし、測定値がｅＮＢのためのも
のであることの表示を使用して測定値のリストをモバイル中継器ＷＴＲＵに送信すること
ができる。表示および測定値は、１つまたは複数のモバイル中継器ＷＴＲＵのリスト、１
つまたは複数のモバイル中継器ＷＴＲＵの信号品質、および／または報告される一部また
はすべてのモバイル中継器ＷＴＲＵの品質測定値を含むことができる。表示および測定値
は、ＰＣ５を介してＭＡＣ　ＣＥを使用して送られ得る。
【０１０３】
　構成は、測定値報告がトリガされ得るときをｅＮＢへの送信から決定するのにリモート
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ＷＴＲＵによって使用され得る判断基準を含むことができる。ＷＴＲＵは、設定された判
断基準のうちの１つまたは複数が満足され、ＷＴＲＵ自律再選択の一部として本明細書で
説明される判断基準のうちの１つまたは複数が満足されるときに、ｅＮＢへの報告をトリ
ガすることができる。ｅＮＢへの測定値報告をトリガするための例示的な判断基準は、リ
モートＷＴＲＵが接続されるモバイル中継器の信号品質が所与の時間期間の間にしきい値
未満である可能性があることの情報を含むことができる。ｅＮＢへの測定値報告をトリガ
するための例示的な判断基準は、リモートＷＴＲＵが接続していたモバイル中継器がもは
や検出されない可能性があることの情報を含むことができる。ｅＮＢへの測定値報告をト
リガするための例示的な判断基準は、異なる候補モバイル中継器ＷＴＲＵが検出される可
能性があることの情報を含むことができる。ＷＴＲＵは、設定された判断基準のうちの１
つまたは複数が満足され、ＷＴＲＵ自律再選択の一部として本明細書で説明される判断基
準のうちの１つまたは複数が満足されるときに、ｅＮＢへの報告をトリガすることができ
る。
【０１０４】
　たとえば、異なる候補モバイル中継器ＷＴＲＵは、候補モバイル中継器ＷＴＲＵが上位
レイヤの構成した接続判断基準を満足するときに、検出され得る。リモートＷＴＲＵは、
異なる候補モバイル中継器ＷＴＲＵの信号品質が時間期間の間にしきい値を超える可能性
があるときに、候補モバイル中継器を選択することができる。リモートＷＴＲＵは、異な
る候補モバイル中継器ＷＴＲＵの信号品質が、時間期間の間に、リモートＷＴＲＵが接続
していたモバイル中継器よりしきい値だけよい可能性があるときに、候補モバイル中継器
を選択することができる。
【０１０５】
　モバイル中継器ＷＴＲＵは、Ｕｕインターフェースを介してｅＮＢに測定値を送ること
ができる。たとえば、モバイル中継器ＷＴＲＵは、ＰＣ５インターフェースを介してリモ
ートＷＴＲＵから測定値パケット（たとえば、ＭＡＣ　ＣＥまたはＲＲＣ様メッセージ）
を受信するときに、Ｕｕインターフェースを介してｅＮＢに測定値を送ることができる。
この測定値報告は、ＲＲＣシグナリングおよび／またはＭＡＣ　ＣＥを使用して送られ得
る。測定値報告は、測定を行うリモートＷＴＲＵの識別を含むことができる。識別は、Ｌ
２　ＩＤ、物理レイヤＩＤ、および／または類似物を含むことができる。測定値報告は、
測定されたモバイル中継器ＷＴＲＵのリストを含むことができる。測定されたモバイル中
継器ＷＴＲＵのリストは、Ｌ２　ＩＤまたは物理レイヤＩＤに関して報告され得る。測定
値報告は、モバイル中継器の関連付けられた測定値を含むことができる。測定値報告は、
リモートＷＴＲＵが接続しているモバイル中継器の測定品質を含むことができる。測定値
報告は、ＷＴＲＵによって要求されるサービスのタイプを含むことができる。
【０１０６】
　リモートＷＴＲＵがｅＮＢに報告できるモバイル中継器ＷＴＲＵのリストは、ディスカ
バリメッセージ内で送られたアプリケーションレイヤ情報のアプリケーションレイヤサー
ビスに基づいてアプリケーションレイヤでフィルタリングされ得る。モバイル中継器は、
リモートＷＴＲＵの目的のために働いても働かなくてもよい。モバイル中継器がリモート
ＷＴＲＵの目的のために働かないときに、リモートＷＴＲＵは、そのモバイル中継器に関
する測定値をｅＮＢに送っても送らなくてもよい。モバイル中継器は、サービスを提供し
てもしなくてもよい。モバイル中継器がサービスを提供しないときに、リモートＷＴＲＵ
は、そのモバイル中継器に関する測定値をｅＮＢに送っても送らなくてもよい。モバイル
中継器は、許可されないＰＬＭＮまたは認可されないＰＬＭＮ上にあってもよい。モバイ
ル中継器が許可されないＰＬＭＮまたは認可されないＰＬＭＮ上にあるときに、リモート
ＷＴＲＵは、そのモバイル中継器に関する測定値をｅＮＢに送っても送らなくてもよい。
ｅＮＢは、リモートＷＴＲＵのために働くことのできるモバイル中継器のリストに基づい
て再選択を制御することができる。
【０１０７】
　リモートＷＴＲＵは、測定され、ｅＮＢに報告されるモバイル中継器への再選択を実行
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するコマンドを受信することができる。リモートＷＴＲＵは、モバイル中継器選択／再選
択手順のときに、測定され、ｅＮＢに報告されるモバイル中継器への再選択を実行するコ
マンドを受信することができる。ｅＮＢは、ＲＲＣメッセージを使用してモバイル中継器
ＷＴＲＵに情報を送ることができる。モバイル中継器ＷＴＲＵは、ＰＣ５インターフェー
スを介してリモートＷＴＲＵにＲＲＣメッセージを送ることができる。モバイル中継器Ｗ
ＴＲＵからリモートＷＴＲＵに送られるＲＲＣメッセージは、ｅＮＢからモバイル中継器
ＷＴＲＵに送られるＲＲＣメッセージに類似するものとすることができる。ＭＡＣ　ＣＥ
が、再選択コマンドを転送するのに使用され得る。
【０１０８】
　候補モバイル中継器の再選択の決定時に、リモートＷＴＲＵは、ある種のアクションの
うちの１つまたは複数を実行することができる。候補モバイル中継器の再選択の決定時に
、リモートＷＴＲＵは、リモートＷＴＲＵが接続しているモバイル中継器との接続を解除
することができる。候補モバイル中継器の再選択の決定時に、リモートＷＴＲＵは、再選
択された候補モバイル中継器への接続確立をイニシエートすることができる。候補モバイ
ル中継器の再選択の決定時に、リモートＷＴＲＵは、リモートＷＴＲＵが接続しているモ
バイル中継器への接続を保持し、再選択された候補モバイル中継器への接続確立を試みる
ことができる。リモートＷＴＲＵは、それが再選択された候補モバイル中継器への接続を
成功裡に確立し終えたときに、リモートＷＴＲＵが接続しているモバイル中継器への接続
を解除することができる。リモートＷＴＲＵが接続しているモバイル中継器への接続は、
リモートＷＴＲＵが再選択された候補モバイル中継器からサービスを受信し始めたことを
リモートＷＴＲＵが確かめた後に、解除され得る。たとえば、サービスは、ｅＭＢＭＳと
することができる。
【０１０９】
　モバイル中継器の選択／再選択は、自律トリガおよび／またはｅＮＢトリガのうちの１
つまたは複数の組合せによってトリガされ得る。リモートＷＴＲＵによって受信された構
成が、リモートＷＴＲＵの再選択挙動を制御することができる。リモートＷＴＲＵの挙動
は、リモートＷＴＲＵが通信しているモバイル中継器の測定された信号強度に依存するも
のとすることができる。再選択がどのように実行されるのかは、リモートＷＴＲＵが通信
しているモバイル中継器の測定された信号強度に依存するものとすることができる。これ
は、リモートＷＴＲＵが、ＰＣ５リンクおよび／またはＵｕリンクの品質が劣化している
ときに独力でモバイル中継器再選択を実行する柔軟性を有することを可能にすることがで
きる。リモートＷＴＲＵが、測定値をモバイル中継器に成功裡に送信できる場合とできな
い場合とがある。リモートＷＴＲＵは、測定値をｅＮＢに成功裡に送信できる場合がある
。
【０１１０】
　自律トリガおよびｅＮＢトリガの組合せは、Ｕｕリンク品質に関係するある種のルール
によって制御され得る。自律トリガおよびｅＮＢトリガの組合せは、ＷＴＲＵがｅＮＢの
カバレージ内でモバイル中継器選択／再選択を実行するときに、リモートＷＴＲＵとｅＮ
Ｂとの間のリンク状態に関係するある種のルールによって制御され得る。
【０１１１】
　ｅＮＢとモバイル中継器ＷＴＲＵとの間のＵｕリンクのある種の品質判断基準が満足さ
れる場合に、リモートＷＴＲＵは、モバイル中継器選択／再選択を実行してもしなくても
よい。たとえば、リモートＷＴＲＵは、ｅＮＢカバレージの下にある場合に、選択／再選
択を保持しまたは遅延させることができる。リモートＷＴＲＵは、モバイル中継器ＷＴＲ
Ｕの選択をｅＮＢから受信するのを待つことができる。Ｕｕリンクの品質判断基準がもは
や満足されない場合に、リモートＷＴＲＵは、独力で選択／再選択を自律的にトリガする
ことができる。Ｕｕリンクの品質判断基準がもはや満足されない場合に、リモートＷＴＲ
Ｕは、接続のためにモバイル中継器ＷＴＲＵを自律的に選択することができる。たとえば
、Ｕｕリンクの品質が自律選択／再選択に値するのに十分に低いことの決定は、ｅＮＢの
測定されたＲＳＲＰに関係付けられ得る。Ｕｕリンクの品質が自律選択／再選択に値する
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のに十分に低いことの決定は、設定された時間期間の間に設定されたしきい値未満である
Ｕｕリンク上でＷＴＲＵによって行われた測定に関係付けられ得る。Ｕｕリンクの品質が
自律選択／再選択に値するのに十分に低いことの決定は、Ｕｕリンク上のＲＲＣ接続の状
態に基づくものとすることができる。たとえば、無線リンク障害（ＲＬＦ）に続くＵｕリ
ンク上のＲＲＣ接続の状態および／または不成功のＲＲＣ接続再確立に続くＵｕリンク上
のＲＲＣ接続の状態が、使用され得る。
【０１１２】
　たとえば、リモートＷＴＲＵは、構成の一部として２つのしきい値を受信することがで
きる（たとえば、しきい値１＞しきい値２）。リモートＷＴＲＵが接続されるモバイル中
継器ＷＴＲＵの測定値が、しきい値１未満であるが、しきい値２を超える場合に、リモー
トＷＴＲＵは、他のモバイル中継器ＷＴＲＵの測定の実行を開始するようにトリガされ得
る。リモートＷＴＲＵは、これらの測定値をｅＮＢに送り始めるようにトリガされ得る。
ｅＮＢのトリガする再選択に関して議論される機構が、たとえばリモートＷＴＲＵが接続
されるモバイル中継器ＷＴＲＵがしきい値１未満であるがそれでもしきい値２を超える間
に、使用され得る。リモートＷＴＲＵが接続されるモバイル中継器ＷＴＲＵの測定値がし
きい値２未満である場合に、モバイル中継器ＷＴＲＵは、モバイル中継器再選択手順をイ
ニシエートすることができる。たとえば、モバイル中継器再選択手順は、モバイル中継器
信号品質がしきい値２未満に下落することに基づいて、リモートＷＴＲＵ自律再選択に関
して説明されたものとすることができる。ＷＴＲＵは、自律再選択を実行することができ
、再選択判断基準がトリガされるときに、ＷＴＲＵは、再選択判断についてｅＮＢに通知
することができる。
【０１１３】
　モバイル中継器を再選択するときに、ＷＴＲＵは、再選択された候補モバイル中継器へ
の接続確立手順を自律的にイニシエートすることができる。一例では、リモートＷＴＲＵ
は、ｅＮＢからの明示的な表示を待つことができ、たとえば、明示的な表示は、再選択さ
れたモバイル中継器ＷＴＲＵへの接続確立をイニシエートすべきかどうかをリモートＷＴ
ＲＵに知らせることができる。ｅＮＢは、再選択されたモバイル中継器への接続の確立を
先を見越して停止することができる。モバイル中継器への再選択のときに、ＷＴＲＵは、
リモートＷＴＲＵが接続しているモバイル中継器のアイデンティティを再選択されたモバ
イル中継器に示すことができる。リモートＷＴＲＵが接続しているモバイル中継器のアイ
デンティティを再選択されたモバイル中継器に示すことは、確立要求内または新しいＰＣ
５メッセージを介して発生することができる。
【０１１４】
　ＷＴＲＵ、ｅＮＢ、および／またはこの２つの組合せ内の内部状態または内部条件が、
再選択がどのように実行されるのかに影響する可能性がある。たとえば、リモートＷＴＲ
Ｕがカバレージ内から開始し、ｅＮＢのカバレージ外に移動する場合に、リモートＷＴＲ
ＵがＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤであるときに再選択がどのように実行されるのかは、Ｗ
ＴＲＵがＲＲＣ＿ＩＤＬＥであるときとは異なる可能性がある。たとえば、ＲＲＣ＿ＣＯ
ＮＮＥＣＴＥＤ状態では、再選択は、ｅＮＢによって制御され得る。ｅＮＢは、ＷＴＲＵ
がどのモバイル中継器に接続され得るのかに関する判断を行うことを許可され得る。リモ
ートＷＴＲＵは、リモートＷＴＲＵがモバイル中継器に接続されるときに送信リソースを
使用することができる。リモートＷＴＲＵは、接続モードで以前にｅＮＢと能動的に送信
していた。リモートＷＴＲＵがＲＲＣ＿ＩＤＬＥである場合に、リモートＷＴＲＵは、Ｗ
ＴＲＵ自律モバイル中継器選択を実行することができる。リモートＷＴＲＵは、潜在的に
ｅＮＢからｅＭＢＭＳトラフィックを受信することができる。リモートＷＴＲＵは、モバ
イル中継器ＷＴＲＵからｅＭＢＭＳを受信すると期待することができる。
【０１１５】
　下位レイヤ測定が、選択／再選択手順をサポートするのに使用され得る。上側レイヤは
、下位レイヤの測定を構成することができる。上側レイヤは、リモートＷＴＲＵが接続さ
れる中継器を含む中継器に対して異なるときにまたは継続的に測定を可能にすることがで
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きる。
【０１１６】
　Ｒ１２ディスカバリ／通信手順およびＲ１２測定手順に対する機能強化が、リモートＷ
ＴＲＵによって見られるモバイル中継器ＷＴＲＵの測定品質を提供するために導入され得
る。リモートＷＴＲＵからのモバイル中継器ＷＴＲＵの品質の表示が、提供され得る。リ
モートＷＴＲＵからのモバイル中継器ＷＴＲＵの品質の表示が、上位レイヤに提供され得
る。
【０１１７】
　下位レイヤ（たとえば、ＰＨＹ／ＭＡＣ／ＲＲＣ）の測定構成は、上側レイヤによって
行われ得る。上側レイヤは、発信元に由来するトランスポートブロックに関連付けられた
測定値を報告するように下位レイヤを構成することができる。トランスポートブロックは
、特定の発信元またはモバイル中継器として識別される任意の数の発信元に由来するもの
とすることができる。１つまたは複数の発信元が、発信元ＷＴＲＵ　ＩＤとして識別され
得る。１つまたは複数の発信元が、ＳＬ－ＳＣＨのＭＡＣヘッダ内で見つけられ得る。１
つまたは複数の発信元が、ＳＡ内で復号されるレイヤ１　ＩＤ内で見つけられ得る。１つ
または複数の発信元が、ＰＳＢＣＨから取り出されたＩＤ内で見つけられ得る。１つまた
は複数の発信元が、メッセージまたは信号を送るために予約されたリソースから受信され
得る。
【０１１８】
　測定は、異なるときに上側レイヤ（たとえば、上位レイヤ）によって可能にされ得る。
測定は、上側レイヤがモデルＢ応答メッセージおよび／またはモデルＡアナウンスメント
メッセージを期待しているときの時間期間中に使用可能にされ得る。モデルＢ応答メッセ
ージおよび／またはモデルＡアナウンスメントメッセージは、潜在的なモバイル中継器に
よって送信され得る。測定は、リモートＷＴＲＵの上側レイヤによって使用不能にされ得
る。測定は、いくつかのまたはすべての期待されるディスカバリメッセージが受信される
ときに、リモートＷＴＲＵの上側レイヤによって使用不能にされ得る。いくつかのまたは
すべての期待されるディスカバリメッセージが、タイマの満了の後に受信される可能性が
ある。
【０１１９】
　測定は、継続的なモバイル中継器ＷＴＲＵの測定を可能にするために継続的に可能にさ
れ得る。測定は、リモートＷＴＲＵが接続しているモバイル中継器上で継続的に可能にさ
れ得る。他のモバイル中継器に対する測定が、開始され、かつ／または停止され得る。測
定は、測定の値に基づいて継続的に可能にされ得る。たとえば、リモートＷＴＲＵが接続
しているモバイル中継器に対する測定が、特定のしきい値未満になる場合に、上側レイヤ
は、ランク付けされ測定された他のモバイル中継器に対する測定を可能にすることができ
る。リモートＷＴＲＵが接続しているモバイル中継器に対する測定が、特定のしきい値未
満になる場合に、上側レイヤは、アナウンスメントを送るいくつかのまたはすべてのモバ
イル中継器に対して測定を実行することができる。しきい値は、リモートＷＴＲＵ内で上
側レイヤによってまたはモバイル中継器ＷＴＲＵもしくはｅＮＢによって構成され得る。
しきい値は、リモートＷＴＲＵとのセキュアリンクの確立中にモバイル中継器ＷＴＲＵま
たはｅＮＢからリモートＷＴＲＵに送られ得る。
【０１２０】
　モバイル中継器ＷＴＲＵの測定をサポートするために、ＰＳＢＣＨが、所与のときにモ
バイル中継器として働くＷＴＲＵによって送信され得る。モバイル中継器ＷＴＲＵの上側
レイヤは、モバイル中継器接続がモバイル中継器に対して行われるときに必ずＰＳＢＣＨ
の送信を可能にし、かつ／またはＷＴＲＵがそれへのモバイル中継器接続をもはや有しな
いときに必ず使用不能にされ得る。
【０１２１】
　リモートＷＴＲＵは、サイドリンクブロードキャストチャネルＳＬ－ＢＣＨ（ｓｉｄｅ
ｌｉｎｋ　ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｃｈａｎｎｅｌ）および／またはサイドリンク共有チャ
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ネル（ＳＬ－ＳＣＨ）の測定を実行することができる。
【０１２２】
　リモートＷＴＲＵは、ＳＬ－ＳＣＨ上でモバイル中継器ＷＴＲＵによって送信されるＤ
ＭＲＳに対する測定を実行することができる。これは、たとえば、モデルＢディスカバリ
応答またはモデルＡモバイル中継器アナウンスメントがリモートＷＴＲＵによってＤ２Ｄ
通信を介して（たとえば、ＳＬ－ＳＣＨ上で）送られる場合に行われ得る。
【０１２３】
　モバイル中継器ＷＴＲＵの測定値／品質は、ＰＳＢＣＨ内で送信されたＤＭＲＳの、リ
モートＷＴＲＵによって行われた測定に基づくものとすることができる。測定手順（たと
えば、ＳＬ－ＳＣＨの測定）を可能にするために、Ｒ１２　ＰＳＢＣＨは、ペイロード内
にＰＳＢＣＨを送信するＷＴＲＵのＬ２　ＷＴＲＵ　ＩＤを含むように機能強化され得る
。応答がＤ２Ｄディスカバリを使用して送信されるときのモデルＢ応答またはモデルＡア
ナウンスメント中の測定を可能にするために、Ｄ２Ｄディスカバリは、ＰＳＢＣＨがＤ２
Ｄディスカバリ中に送信されるようにするために機能強化され得る。たとえば、モバイル
中継器ＷＴＲＵ内の上側レイヤは、モデルＢ応答を送るのにＤ２Ｄディスカバリを使用し
てＰＳＢＣＨを送信するように下位レイヤを構成することができる。
【０１２４】
　無線アクセスネットワークレベル中継器制御は、中継器ディスカバリ、中継器接続要求
、ＴＭＧＩからブロードキャストを受信する要求、および／または類似物を含む様々なス
テージで中継器を事前選択し、かつ／または中継器をイニシエートする為の動作および手
順を備えることができる。
【０１２５】
　モバイル中継器動作は、ｅＮＢによって制御され得る。ｅＮＢは、モバイル中継器動作
のためにリソース割振りを実行することができる。たとえば、ｅＮＢは、どのリソースが
リモートＷＴＲＵと通信するためにモバイル中継器ＷＴＲＵによって使用されなければな
らないか（たとえば、かつ／またはその逆）を指定することができる。ｅＮＢは、使用可
能なリソース、最適化されたリソース、およびＷＴＲＵ対モバイル中継器グループ化に依
存してモバイル中継器動作を許可／拒絶することができる。ｅＮＢは、ある種の手順の後
に上位レイヤと相互作用することができる。たとえば、モバイル中継器は、要求および／
または報告をｅＮＢに送ることができる。
【０１２６】
　モバイル中継器動作のＲＡＮ制御を可能にするために、モバイル中継器ＷＴＲＵは、ｅ
ＮＢへの報告および／または要求の送信をイニシエートすることができる。モバイル中継
器ＷＴＲＵは、以下のトリガのうちの１つまたは複数に従って要求を送ることができる。
トリガは、上位レイヤモバイル中継器ディスカバリ動作の前に発生する事前選択を含むこ
とができる。トリガは、モバイル中継器のモデルＡディスカバリのイニシエーションを含
むことができる。トリガは、モバイル中継器が監視モードであるときに、モバイル中継器
のモデルＢディスカバリのイニシエーションを含むことができる。トリガは、モバイル中
継器が要請メッセージの送信をイニシエートすることを望むときに、モバイル中継器のモ
デルＢディスカバリのイニシエーションを含むことができる。トリガは、ＷＴＲＵがそれ
に関して応答メッセージを送ることを許可される要請メッセージの受信（たとえば、モデ
ルＢからの）を含むことができる。要請メッセージは、モデルＢディスカバリからのもの
とすることができる。トリガは、１対１接続を確立するためのリモートＷＴＲＵによる要
求を含むことができる。トリガは、上位レイヤによって決定される接続の成功完了を含む
ことができる。トリガは、特定のＴＭＧＩのブロードキャストメッセージを受信すること
のリモートＷＴＲＵによる要求を含むことができる。トリガは、ｅＮＢからの、ＷＴＲＵ
が要求したＴＭＧＩを監視することが要求されたことのＴＭＧＩの検出を含むことができ
る。トリガは、サービスのタイプを変更するためのリモートＷＴＲＵによる要求を含むこ
とができる。たとえば、サービスの変更は、同一のモバイル中継器リンクを介して異なる
ビデオ通話を開始することを含むことができる。サービスの変更は、既存のサービスを破
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棄することを含むことができる。サービスの変更は、サービスへのリンクを停止すること
を含むことができる。
【０１２７】
　要求／報告は、ある種の情報を含むことができる。要求／報告は、ある種のタイプのデ
ィスカバリを含むことができる。ディスカバリのタイプは、モバイル中継器、グループメ
ンバ、または類似物とすることができる。要求／報告は、ディスカバリモデルタイプを含
むことができる。ディスカバリモデルタイプは、モデルＡまたはモデルＢとすることがで
きる。ディスカバリのタイプは、モデルＢのある種のステージを含むことができる。モデ
ルＢの状態は、要請メッセージの監視、要請メッセージの送信、受信された要請メッセー
ジおよび要求される応答のトリガ、または類似物を含むことができる。要求／報告は、接
続情報を含むことができる。接続情報は、ｅＮＢがサービスをサポートするかどうかをｅ
ＮＢが決定するのを助けるためのものとすることができる。接続情報は、モバイル中継器
がモバイル中継器として働くことができるかどうかをｅＮＢが決定するのを助けるための
ものとすることができる。要求／報告は、ｅＮＢに関する信号強度を示す測定報告を含む
ことができる。要求／報告は、リモートＷＴＲＵのＩＤを含むことができる。要求／報告
は、モバイル中継器動作をアナウンスするかサービスをアナウンスする検出されたモバイ
ル中継器のＩＤを含むことができる。要求／報告は、ＷＴＲＵによって要求されたＴＭＧ
Ｉを含むことができる。要求／報告は、モバイル中継器が監視を要求したことを検出する
ＴＭＧＩを含むことができる。要求／報告は、選択されたモバイル中継器および／または
他のモバイル中継器の測定値を含むことができる。測定は、リモートＷＴＲＵおよび／ま
たはモバイル中継器ＷＴＲＵによって行われ得る。要求／報告は、リモートＷＴＲＵによ
って必要とされるサービスおよび／またはリソースの表示を含むことができる。
【０１２８】
　要求メッセージは、ＭＯＢＩＬＥ　ＲＥＬＡＹ＿ＲＥＱＵＥＳＴ＿ＭＥＳＳＡＧＥとす
ることができる。要求メッセージがどのステージ内で送られるのかに依存して、ｅＮＢか
らの応答は、ＷＴＲＵ内の異なる挙動を構成することができる。ＭＯＢＩＬＥ　ＲＥＬＡ
Ｙ＿ＲＥＱＵＥＳＴ＿ＭＥＳＳＡＧＥは、ＲＲＣまたはＭＡＣ　ＣＥを介してｅＮＢに送
られ得る。ＭＯＢＩＬＥ　ＲＥＬＡＹ＿ＲＥＱＵＥＳＴ＿ＭＥＳＳＡＧＥは、モバイル中
継器によって使用されるリソースのｅＮＢによる割当をトリガすることができる。ＭＯＢ
ＩＬＥ　ＲＥＬＡＹ＿ＲＥＱＵＥＳＴ＿ＭＥＳＳＡＧＥは、ｅＮＢによる要求の完全な拒
絶をトリガすることができる。
【０１２９】
　ＷＴＲＵは、モバイル中継器関連手順の初期化の前および／または後に、モバイル中継
器として働き、かつ／またはモバイル中継器関連の動作を拒絶するように構成され得る。
モバイル中継器関連手順は、ディスカバリ、接続の確立、ＴＭＧＩ要求、および／または
類似物を含むことができる。
【０１３０】
　ＷＴＲＵは、モバイル中継器として働くＷＴＲＵの能力、事前ディスカバリ手順によっ
て決定される、ＷＴＲＵがそのために働くことができる可能性があるリモートＷＴＲＵの
数、および／またはＷＴＲＵの位置に基づいて、事前選択プロセス中にモバイル中継器と
して働くように構成され得る。事前選択は、ＷＴＲＵがモバイル中継器としての動作に関
する上位レイヤ要求を受信する前に発生することができる。モバイル中継器ＷＴＲＵの事
前選択のプロセスは、カバレージ内ＷＴＲＵがインテリジェントな形でモバイル中継器Ｗ
ＴＲＵとして働くために選択されるようにするために実行され得る。情報が、モバイル中
継器ＷＴＲＵによって通信され得るときに、複数のＷＴＲＵが同一の情報をモバイル通信
することは、事前選択プロセスを実行することによって回避され得る。モバイル中継器Ｗ
ＴＲＵの事前選択は、ｅＮＢおよび／またはネットワークによって実行され得る。モバイ
ル中継器ＷＴＲＵの事前選択は、協調して働くｅＮＢおよびネットワークによって実行さ
れ得る。ネットワーク、アプリケーション／機能、またはネットワーク、アプリケーショ
ン／機能の組合せが、事前選択で用いられ得る（たとえば、ｅＮＢによって）。
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【０１３１】
　ｅＮＢは、ＷＴＲＵの能力に基づいてモバイル中継器として働くようにＷＴＲＵを構成
することができる。ＷＴＲＵは、ｅＮＢに登録し、その能力をｅＮＢおよび／またはネッ
トワークに供給することができる。ＷＴＲＵは、それがモバイル中継器として動作できる
かどうかに関する情報を供給することができる。ＷＴＲＵは、そのモバイル中継器プロパ
ティに関する情報を供給することができる。たとえば、モバイル中継器プロパティは、Ｗ
ＴＲＵが１つまたは複数の別々のラジオ、別々の動作周波数／帯域、および／または類似
物を使用して動作できるかどうかを含むことができる。
【０１３２】
　モバイル中継器の事前選択は、モバイル中継器の位置に基づいて行われ得る。ｅＮＢは
、モバイル中継器として動作するようにＷＴＲＵを構成し、ＷＴＲＵの位置および／また
はモバイル中継器として働くＷＴＲＵの能力に基づいて、それがモバイル中継器ディスカ
バリに参加することを可能にすることができる。図８は、位置に基づく例示的な事前選択
を示す。ＷＴＲＵは、８０２で、ｅＮＢに接続し、かつ／またはそのモバイル中継器能力
情報をｅＮＢに送ることができる。能力情報は、ＷＴＲＵがその上で動作できる周波数を
含むことができる。能力情報は、別々のラジオを用いて動作する能力を含むことができる
。能力情報は、サポートをリリースする能力を含むことができる。たとえば、サポートを
リリースする能力は、ＷＴＲＵがモバイル中継器動作をサポートするかどうかを含むこと
ができる。ｅＮＢは、８０４で、ＷＴＲＵの位置を決定することができる。ｅＮＢは、チ
ャネル品質測定値を使用することができる。ｅＮＢは、ローカライゼーションのための特
定の機能を使用することができる。ローカライゼーションのための特定の機能は、上位レ
イヤから入手され得る。
【０１３３】
　ｅＮＢは、８０６で、ＷＴＲＵがモバイル中継器として機能することを可能にするか否
かを判断することができる。ｅＮＢは、ｅＮＢに対するＷＴＲＵの位置のｅＮＢの知識を
使用することができる。たとえば、ｅＮＢは、８０６で、ＷＴＲＵがｅＮＢのカバレージ
エッジに近い場合に、モバイル中継器としてＷＴＲＵを構成すると判断することができる
。ｅＮＢのカバレージエッジに近いＷＴＲＵは、ｅＮＢのカバレージエリアの外部にある
最大数の潜在的なリモートＷＴＲＵのために働くことができる。ｅＮＢに相対的に近いこ
とがｅＮＢによって知られているＷＴＲＵは、８０６でモバイル中継器としてｅＮＢによ
って構成されてもされなくてもよい。たとえば、他のオプションが存在する場合に、ｅＮ
Ｂに相対的に近いことがｅＮＢによって知られているＷＴＲＵは、モバイル中継器として
ｅＮＢによって構成されなくてもよい。他のオプションは、ｅＮＢのカバレージエリアの
エッジにあるモバイル中継器ＷＴＲＵを含むことができる。ｅＮＢは、ｅＮＢに相対的に
近いことがｅＮＢによって知られているＷＴＲＵを、モバイル中継器を検索しているＷＴ
ＲＵにアドバタイズしてもしなくてもよい。事前選択プロセスは、終了することができる
。
【０１３４】
　ｅＮＢは、８０８で、モバイル中継器ディスカバリに参加するようにまたはモバイル中
継器ディスカバリを使用不能にするようにＷＴＲＵを構成するためにＷＴＲＵにメッセー
ジを送ることができる。ＷＴＲＵが、モバイル中継器として動作することを可能にされる
場合に、ｅＮＢは、モバイル中継器にディスカバリリソースまたは通信リソースを割り当
てることができる。ｅＮＢは、モバイル中継器Ｄ２Ｄリソースを構成／再構成するために
ＲＲＣメッセージを送ることができる。たとえば、ｅＮＢは、要請メッセージをリスンし
、かつ／またはモデルＡアナウンスメントメッセージを送るように、モバイル中継器内の
上位レイヤを構成することができる。ＷＴＲＵは、モバイル中継器として振る舞うことの
肯定の表示を受信することができる。ＷＴＲＵは、それがモバイル中継器要請メッセージ
を受け入れることができることを上位レイヤに示すことができる。ＷＴＲＵは、８１０で
、モデルＡディスカバリアナウンスメントメッセージの送信を開始することができる。Ｗ
ＴＲＵは、否定の表示を受信することができる。否定の表示は、ＷＴＲＵがモバイル中継
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器として働くことができないことを示すことができる。ＷＴＲＵは、上側レイヤへの通知
をトリガすることができる。通知は、モデルＡアナウンスメントを送信しないように、ま
たはモデルＢ要請メッセージに応答しないように、上側レイヤに通知することができる。
ｅＮＢは、ＷＴＲＵがモバイル中継器として働くことができない場合に、ＷＴＲＵのディ
スカバリリソースを構成してもしなくてもよい。
【０１３５】
　モバイル中継器動作が受け入れられる場合に、ｅＮＢおよび／またはモバイル中継器は
、８０８で、モバイル中継器リソースの再構成をイニシエートすることができる。リソー
スは、８１０でのディスカバリに使用され得る。ディスカバリは、モデルＡディスカバリ
および／またはモデルＢディスカバリを含むことができる。たとえば、モデルＡディスカ
バリに関して、モバイル中継器ＷＴＲＵは、モバイル中継器ディスカバリに関するディス
カバリアナウンスメントを送信することができる。ＷＴＲＵは、中継器ディスカバリ中の
中継器イニシエーションの結果および／またはＴＭＧＩからブロードキャストを受信する
要求中の中継器イニシエーションの結果に基づいて、追加のモバイル中継器リソースを要
求することができる。
【０１３６】
　位置に基づく事前選択は、シグナリングを介して実行され得る。ｅＮＢは、モバイル中
継器動作のために受入可能な位置をＷＴＲＵに供給するのにシグナリングを使用すること
ができる。シグナリングは、ブロードキャストシグナリングまたは専用のＲＲＣシグナリ
ングを含むことができる。たとえば、ｅＮＢは、ブロードキャストシグナリングを介して
モバイル中継器動作のための許容可能な位置をシグナリングすることができる。ＷＴＲＵ
は、ＷＴＲＵの位置がモバイル中継器動作のための受入可能な位置内にある可能性がある
かどうかのそれ自体の決定を実行することができる。ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵの位置がｅＮ
Ｂの位置要件を満足できるかどうかおよび／またはＷＴＲＵの位置が他の要件を満足でき
るかどうかのそれ自体の決定を実行することができる。ＷＴＲＵが、ＷＴＲＵの位置がｅ
ＮＢの位置要件および他の要件を満足すると決定する場合に、ＷＴＲＵは、モバイル中継
器として動作することができる。ＷＴＲＵは、ディスカバリを実行するために、ｅＮＢに
よって割り当てられたリソースを利用することができる。ｅＮＢは、専用のシグナリング
および／またはブロードキャストシグナリングを介してリソースを割当済みである可能性
がある。
【０１３７】
　モバイル中継器の事前選択は、リモートＷＴＲＵとして働くことのできるＷＴＲＵの事
前ディスカバリに基づいて行われ得る。ｅＮＢ／ネットワーク／機能が、どのＷＴＲＵが
どの潜在的なリモートＷＴＲＵのモバイル中継器として構成され得るのかを決定するため
に事前ディスカバリ手順をイニシエートすることができる。事前ディスカバリ手順は、ど
のＷＴＲＵがお互いに近接しているのかを決定するのにＲ１２　Ｄ２Ｄディスカバリを使
用することができる。事前ディスカバリ手順は、どのＷＴＲＵがモバイル中継器動作が可
能であるのかを決定するのにＲ１２　Ｄ２Ｄディスカバリを使用することができる。事前
ディスカバリ手順は、どのＷＴＲＵが最大数のリモートＷＴＲＵのために働くことができ
るのかを決定するのにＲ１２　Ｄ２Ｄディスカバリを使用することができる。
【０１３８】
　たとえば、ｅＮＢは、事前ディスカバリ手順を実行することができる。ｅＮＢは、事前
ディスカバリ手順を周期的に実行することができる。ｅＮＢは、ｅＮＢカバレージ内の潜
在的なモバイル中継器ＷＴＲＵを指定するために事前ディスカバリ手順ｅＮＢを使用する
ことができる。ｅＮＢは、複数のＷＴＲＵがすでにモバイル中継器として動作していると
きに、この手順をイニシエートすることができる。ｅＮＢは、モバイル中継器ＷＴＲＵに
モバイル中継器ＷＴＲＵとしての動作を停止させるために事前ディスカバリ手順ｅＮＢを
使用することができる。
【０１３９】
　事前ディスカバリ手順は、以下のステップのうちの１つまたは複数を任意の順序で備え
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ることができる。事前ディスカバリ手順では、ｅＮＢは、ネットワークに登録したそのカ
バレージ内のいくつかのまたはすべてのＤ２Ｄ対応ＷＴＲＵを、事前に構成されたディス
カバリリソースプール上でディスカバリメッセージをリスンするように構成することがで
きる。事前ディスカバリ手順では、リモートＷＴＲＵは、モバイル中継器として働くこと
のできるＤ２Ｄ　ＷＴＲＵを見つけるために、自己イニシエートされたディスカバリメッ
セージを実行することができる。リモートＷＴＲＵは、それがｅＮＢのカバレージなしで
電源をオンにされるときに、自己イニシエートされたディスカバリメッセージを実行する
ことができる。リモートＷＴＲＵは、それがカバレージ外シナリオに移動するときに、自
己イニシエートされたディスカバリメッセージを実行することができる。自己イニシエー
トされたディスカバリメッセージのコードは、ハードコーディングされまたは他の形でＷ
ＴＲＵ内で事前に構成され得る。デフォルト値は、モバイル中継器検索に使用され得る。
ディスカバリメッセージは、「モバイル中継器検索」コードを含むことができる。ディス
カバリメッセージは、ＷＴＲＵの識別子を含むことができる。ＷＴＲＵの識別子は、どの
ＷＴＲＵがディスカバリメッセージを送るのかを識別するのに使用され得る。ＷＴＲＵの
識別子は、どのＷＴＲＵがモバイル中継器を検索しているのかを識別するのに使用され得
る。識別子は、ディスカバリメッセージ内のアプリケーションコードの一部とすることが
できる。ｅＮＢのカバレージ外のリモートＷＴＲＵは、Ｒ１２で定義されているように、
事前に構成されたディスカバリリソースを使用することができる。モバイル中継器によっ
て既にサービスされているカバレージ外ＷＴＲＵは、ディスカバリメッセージを送っても
送らなくてもよい。
【０１４０】
　事前ディスカバリ手順では、「モバイル中継器検索」のアプリケーションコードと共に
ディスカバリメッセージを成功裡に受信するいくつかのまたはすべてのＤ２Ｄ　ＷＴＲＵ
が、ディスカバリメッセージの受信をｅＮＢ／ネットワークに報告することができる。報
告は、ＲＲＣメッセージ、ＭＡＣ　ＣＥ、および／またはアプリケーションメッセージを
介して実行され得る。報告は、リモートＷＴＲＵのアイデンティティを含むことができる
。Ｄ２Ｄ対応ＷＴＲＵは、報告を送る責任を負うものとすることができる。Ｄ２Ｄ対応Ｗ
ＴＲＵは、それがある種の時間期間の間に「モバイル中継器検索」のコードと共にそれに
関するディスカバリメッセージを受信したいくつかのまたはすべてのＷＴＲＵを含む報告
をコンパイルすることができる。
【０１４１】
　事前ディスカバリ手順では、ｅＮＢは、そのカバレージ内の様々なＤ２Ｄ対応ＷＴＲＵ
からいくつかのまたはすべての報告を収集することができる。ｅＮＢは、モバイル中継器
として働くためのカバレージ内のＷＴＲＵのセットを指定することができる。ｅＮＢは、
報告されたリモートＷＴＲＵに基づいてＷＴＲＵのセットを指定することができる。ｅＮ
Ｂは、カバレージ内にあるどのＷＴＲＵがリモートＷＴＲＵを複数回報告したのかに基づ
いてＷＴＲＵのセットを指定することができる。事前ディスカバリ手順では、ｅＮＢは、
ＷＴＲＵまたはＷＴＲＵのセットがＷＴＲＵ－ネットワークモバイル中継器として構成さ
れ得ることをコアネットワークに示すことができる。事前ディスカバリ手順では、選択さ
れたカバレージＷＴＲＵが、モバイル中継器として構成され得る。選択されたモバイル中
継器ＷＴＲＵは、モバイル中継器ディスカバリ動作を実行することができる。モバイル中
継器ディスカバリ動作は、モデルＡおよび／またはモデルＢに基づくものとすることがで
きる。
【０１４２】
　ＷＴＲＵは、モバイル中継器関連手順の初期化の後に、モバイル中継器として働くよう
に構成され、かつ／またはモバイル中継器関連動作を拒絶することができる。モバイル中
継器イニシエーションは、様々なステージで発生することができる。モバイル中継器イニ
シエーションは、モバイル中継器ディスカバリ中に発生することができる。ｅＮＢおよび
ＷＴＲＵが、モバイル中継器動作をサポートする場合に、ＷＴＲＵに関連付けられた上位
レイヤは、モバイル中継器関連手順をイニシエートすることができる。ＷＴＲＵは、ｅＮ
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Ｂへの報告または要求をトリガすることができる。モバイル中継器関連手順は、モデルＡ
、モデルＢ、モバイル中継器アナウンスメント、ＷＴＲＵからモバイル中継器への確立成
功、ＴＭＧＩ要求、および／または類似物を含むことができる。
【０１４３】
　ＷＴＲＵは、モデルＡディスカバリ手順がＷＴＲＵ内で上位レイヤによってトリガされ
るときに、ｅＮＢへの報告をトリガすることができる。ＷＴＲＵは、モデルＢ要請要求が
受信され、モバイル中継器ＷＴＲＵが応答を送ることができるときに、ｅＮＢへの報告を
トリガすることができる。応答は、上位レイヤに従って送られ得る。
【０１４４】
　ある種の情報が、ｅＮＢに供給され得る。報告は、情報を含むことができる。情報は、
ディスカバリタイプを含むことができる。ディスカバリタイプは、モバイル中継器ディス
カバリ（たとえば、ＷＴＲＵ対ネットワークディスカバリ）、グループメンバディスカバ
リ、またはＷＴＲＵ対ＷＴＲＵモバイル中継器ディスカバリを含むことができる。情報は
、メッセージのタイプを含むことができる。メッセージのタイプは、アナウンスメント、
要請、および／または応答を含むことができる。情報は、接続情報を含むことができる。
接続情報は、モバイル中継器ＷＴＲＵがアナウンスするつもりであるものを含むことがで
きる。接続情報は、モバイル中継器ＷＴＲＵが応答メッセージ内で送るつもりであるもの
を含むことができる。情報は、ディスカバリがモデルＢ応答タイプである場合に、要請メ
ッセージ内の受信されたＷＴＲＵ　ＩＤおよび／または受信されたＷＴＲＵ　ＩＤのグル
ープを含むことができる。情報は、ｅＮＢに報告を送っているＷＴＲＵのＷＴＲＵ　ＩＤ
またはモバイル中継器ＩＤを含むことができる。情報は、メッセージを送っているＷＴＲ
Ｕのチャネル品質測定値またはメッセージを送っているＷＴＲＵの位置情報を含むことが
できる。チャネル品質測定値は、ｅＮＢに関するもの、検出されたモバイル中継器ＷＴＲ
Ｕに関するもの、および／またはリモートＷＴＲＵに関するものとすることができる。
【０１４５】
　ｅＮＢは、ある種のアクションを行うことができる。ｅＮＢは、要求（たとえば、モバ
イル中継器ＷＴＲＵに関する要求）を受信することができる。ｅＮＢは、要求されたサー
ビスのために潜在的な候補モバイル中継器ＷＴＲＵにリソースを割り振るべきかどうかを
決定することができる。ｅＮＢは、モバイル中継器としてのＷＴＲＵの動作を許可すべき
かどうかを決定することができる。モバイル中継器としてのＷＴＲＵの動作を許可するた
めに、ｅＮＢは、ディスカバリメッセージ、アナウンスメント、および／またはＷＴＲＵ
応答の送信のイニシエーションを可能にすることができる。
【０１４６】
　ｅＮＢは、ＷＴＲＵによって送られた報告に基づいて、潜在的な候補ＷＴＲＵのモバイ
ル中継器動作を許可すべきかどうかを決定することができる。ｅＮＢは、ある種の情報に
基づいて、潜在的な候補ＷＴＲＵのモバイル中継器動作を許可すべきかどうかを決定する
ことができる。ｅＮＢは、報告されたリモートＷＴＲＵおよび／もしくは要請要求ならび
に／または報告されたリモートＷＴＲＵからのモバイル中継器確立を示すモバイル中継器
ＷＴＲＵの数に基づいて、潜在的な候補ＷＴＲＵのモバイル中継器動作を許可すべきかど
うかを決定することができる。ｅＮＢは、リモートＷＴＲＵまたはモバイル中継器ＷＴＲ
Ｕによって要求されたサービスのタイプをネットワークがサポートする場合に、そのサー
ビスに基づいて、潜在的な候補ＷＴＲＵのモバイル中継器動作を許可すべきかどうかを決
定することができる。ｅＮＢは、ｅＮＢに関するＷＴＲＵの位置に基づいて、潜在的な候
補ＷＴＲＵのモバイル中継器動作を許可すべきかどうかを決定することができる。ｅＮＢ
に関するＷＴＲＵの位置は、受信された測定値に基づいて決定され得る。ｅＮＢは、モバ
イル中継器になることを要求している潜在的な候補モバイル中継器ＷＴＲＵの付近で検出
された候補モバイル中継器ＷＴＲＵに基づいて、潜在的な候補ＷＴＲＵのモバイル中継器
動作を許可すべきかどうかを決定することができる。ＷＴＲＵによって送られた報告およ
び情報に基づいて、ｅＮＢは、モバイル中継器動作を許可すべきかどうかを決定すること
ができ、リソースがまだＷＴＲＵ内で使用可能ではない場合に、リソースを割り振ること
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によって潜在的な候補ＷＴＲＵに応答することができる。ｅＮＢは、モバイル中継器動作
が許可されることを示す明示的なメッセージを送ることができる。
【０１４７】
　潜在的な候補モバイル中継器ＷＴＲＵは、ある種のアクションを行うことができる。Ｗ
ＴＲＵは、潜在的な候補モバイル中継器ＷＴＲＵが要求されるサービスのリソースを提供
するメッセージを受信するときに、上位レイヤメッセージの送信および／またはモバイル
中継器リソースの再構成をイニシエートすることができる。ＷＴＲＵは、潜在的な候補モ
バイル中継器ＷＴＲＵがモバイル中継器動作の明示的な是認を受信するときに、上位レイ
ヤメッセージの送信および／またはモバイル中継器リソースの再構成をイニシエートする
ことができる。ＷＴＲＵは、モバイル中継器になるための判断基準が満足されたとＷＴＲ
Ｕが決定するときに、上位レイヤメッセージの送信および／またはモバイル中継器リソー
スの再構成をイニシエートすることができる。判断基準は、ｅＮＢによって構成され得る
。モバイル中継器動作ディスカバリ送信は、拒絶され得る。モバイル中継器動作ディスカ
バリ送信が拒絶され得るときに、上位レイヤは、ディスカバリメッセージ送信を停止する
ことができる。
【０１４８】
　モバイル中継器イニシエーションは、モバイル中継器接続要求中に発生することができ
る。モバイル中継器ＷＴＲＵは、リモートＷＴＲＵとの接続が確立されることを要求され
たときに、ｅＮＢに報告を送ることができる。モバイル中継器ＷＴＲＵは、リモートＷＴ
ＲＵとの接続が確立されたときに、ｅＮＢに報告を送ることができる。
【０１４９】
　モバイル中継器イニシエーションは、モバイル中継器接続要求中に発生することができ
る。モバイル中継器ＷＴＲＵは、ある種のイベントが発生するときに、ネットワークに報
告および／または要求を送るようにトリガされ得る。トリガするイベントは、モバイル中
継器ＷＴＲＵがリモートＷＴＲＵとの接続の成功を確立したこととすることができる。上
位レイヤは、モバイル中継器ＷＴＲＵがリモートＷＴＲＵとの接続の成功を確立したかど
うかを決定することができる。接続の成功は、追加のリモートＷＴＲＵと共に確立され得
る。トリガするイベントは、モバイル中継器ＷＴＲＵが追加のリモートＷＴＲＵとの接続
の成功を確立したこととすることができる。トリガするイベントは、モバイル中継器ＷＴ
ＲＵが、リモートＷＴＲＵのグループとは異なるグループに属するリモートＷＴＲＵとの
接続の成功を確立したこととすることができる。トリガするイベントは、モバイル中継器
ＷＴＲＵが、リモートＷＴＲＵによって要求されたサービスとは異なるタイプのサービス
を要求する可能性があるリモートＷＴＲＵとの接続の成功を確立したこととすることがで
きる。トリガするイベントは、モバイル中継器ＷＴＲＵが追加のリモートＷＴＲＵから接
続確立メッセージを受信することとすることができる。トリガするイベントは、リモート
ＷＴＲＵが追加のまたは異なるサービスを要求することとすることができる。トリガする
イベントは、リモートＷＴＲＵがモバイル中継器ＷＴＲＵから切断することとすることが
できる。トリガするイベントは、ＴＭＧＩ要求がリモートＷＴＲＵによって一新されず、
リモートＷＴＲＵがモバイル中継器のサービスを使用する可能性と使用しない可能性とが
あることを示すこととすることができる。
【０１５０】
　報告は、リモートＷＴＲＵもしくは潜在的なリモートＷＴＲＵの識別および／またはサ
ービス関連情報を備えることができる。報告は、トリガするイベントが発生するときに送
られたものと同一の報告とすることができる。報告内の情報は、リモートＷＴＲＵアイデ
ンティティ（たとえば、ＷＴＲＵ　ＩＤ）、リモートＷＴＲＵが接続されるＷＴＲＵのリ
スト、および／または接続確立を要求するか接続確立を要求したリモートＷＴＲＵのＷＴ
ＲＵ　ＩＤを含むことができる。報告内の情報は、サービスまたは任意の他のサービス関
連情報を含むことができる。サービス情報は、接続情報および／またはグループ情報を含
むことができる。サービス関連情報は、接続情報を含むことができる。接続は、使用可能
なＴＭＧＩのリストを要求するためのものとすることができる。たとえば、接続は、ブロ
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ードキャストサービスへの接続を要求するためのものとすることができる。接続は、１対
１通信のためのものとすることができる。１対１通信は、サーバからのファイルダウンロ
ードを含むことができる。報告内の情報は、ｅＮＢに関する測定値を含むことができる。
【０１５１】
　ｅＮＢは、接続するための要求および／もしくは報告を受け入れ、もしくは拒絶するこ
とができ、かつ／またはｅＮＢは、本明細書で説明されるリダイレクションプロセスをイ
ニシエートすることができる。ｅＮＢは、モバイル中継器通信のためのリソースを提供し
ない、リモートＷＴＲＵへの接続を拒絶する、またはリダイレクトすると判断することが
できる。決定は、ｅＮＢが受信した情報に基づくものとすることができる。受信された情
報は、提供されるサービス、要求されたＴＭＧＩ、測定値、および／または本明細書で説
明される方法を含むことができる。モバイル中継器のイニシエーションは、様々な理由か
らｅＮＢによって拒絶され得る。たとえば、ｅＮＢは、モバイル中継器接続に使用される
通信リソースを提供できない場合がある（たとえば、モバイル中継器ＷＴＲＵがディスカ
バリリソースを使用して構成され得る可能性がある場合であっても）。リモートＷＴＲＵ
のサービスを提供することのできるシステム内の他のモバイル中継器が存在する場合があ
る。
【０１５２】
　モバイル中継器ＷＴＲＵは、拒絶を上位レイヤに転送することができる。上位レイヤに
よる拒絶の受信は、リモートＷＴＲＵとの接続を解除し、かつ／または拒絶する手順をイ
ニシエートするように上位レイヤをトリガすることができる。たとえば、モバイル中継器
ＷＴＲＵは、上位レイヤと共に接続確立手順を継続しないことによって、および／または
接続確立失敗メッセージをリモートＷＴＲＵに送ることによって、接続を拒絶することが
できる。本明細書で提供される報告は、モバイル中継器ＷＴＲＵとリモートＷＴＲＵとの
間の接続が機能によって十分に是認される前にｅＮＢに送られ得る。たとえば、本明細書
で提供される報告は、リモートＷＴＲＵからモバイル中継器ＷＴＲＵへの接続確立手順が
イニシエートされるときに、ｅＮＢに送られ得る。上位レイヤに拒絶を転送することは、
リモートＷＴＲＵが別の候補モバイル中継器ＷＴＲＵを見つけられるように、リモートＷ
ＴＲＵとモバイル中継器ＷＴＲＵとの間の接続の解除または停止をイニシエートすること
ができる。
【０１５３】
　モバイル中継器イニシエーションは、ＴＭＧＩからブロードキャストを受信する要求中
に発生することができる。ｅＮＢは、モバイル中継器からｅＭＢＭＳブロードキャストを
受信することを求める、リモートＷＴＲＵに由来する要求を拒絶することができる。ｅＮ
Ｂは、様々な理由から、ＴＭＧＩからブロードキャストを受信する要求中に、モバイル中
継器のイニシエーションまたはリモートＷＴＲＵからモバイル中継器への接続を拒絶する
ことができる。たとえば、ｅＮＢは、関連付けられたＴＭＧＩのトラフィックをブロード
キャストするために十分なリソースをモバイル中継器に供給できる場合とできない場合と
がある。ｅＮＢは、リモートＷＴＲＵが、要求されたＴＭＧＩをブロードキャストしてい
る可能性がある別のモバイル中継器に接続できるように、リモートＷＴＲＵ接続へのモバ
イル中継器のイニシエーションを拒絶することができる。ｅＮＢは、モバイル中継器ＷＴ
ＲＵに割り当てるべきリソースを有する場合と有しない場合とがある。モバイル中継器Ｗ
ＴＲＵが、他のリモートＷＴＲＵのモバイル中継器として動作している場合がある。
【０１５４】
　ＴＭＧＩからブロードキャストを受信する要求中のｅＮＢによるモバイル中継器接続の
潜在的な拒絶は、リモートＷＴＲＵがサービスを入手するために接続することのできる１
つまたは複数の代替のモバイル中継器ＷＴＲＵを識別することによって増補され得る。リ
モートＷＴＲＵがサービスを入手するために接続することのできる１つまたは複数の代替
のモバイル中継器ＷＴＲＵの識別は、ｅＮＢが、どのモバイル中継器ＷＴＲＵが特定のＴ
ＭＧＩに関係するブロードキャストサービスを転送できるのかを制御することを可能にす
ることができる。どのモバイル中継器ＷＴＲＵが特定のＴＭＧＩに関係するブロードキャ



(39) JP 6985152 B2 2021.12.22

10

20

30

40

50

ストサービスを転送できるのかを制御できることは、異なるモバイル中継器ＷＴＲＵが、
同一のＴＭＧＩに関連付けられたブロードキャストサービスを異なるリモートＷＴＲＵに
送信している可能性があるシナリオを回避することができる。同一のＴＭＧＩに関連付け
られたサービスが、モバイル中継器ＷＴＲＵによって異なるリモートＷＴＲＵにブロード
キャストされ得る。複数のリモートＷＴＲＵが、同一のモバイル中継器ＷＴＲＵに接続さ
れ得る。
【０１５５】
　モバイル中継器ＷＴＲＵによって送られるｅＭＢＭＳブロードキャストは、要求の送信
を介してｅＮＢによって制御され得る。たとえば、要求は、モバイル中継器ＷＴＲＵから
ｅＮＢへのＢＲＯＡＤＣＡＳＴ＿ＭＯＢＩＬＥ　ＲＥＬＡＹ＿ＲＥＱＵＥＳＴ＿ＭＥＳＳ
ＡＧＥとすることができる。上側レイヤは、以下のシナリオのうちの１つまたは複数で、
ｅＮＢにＢＲＯＡＤＣＡＳＴ＿ＭＯＢＩＬＥ　ＲＥＬＡＹ＿ＲＥＱＵＥＳＴ＿ＭＥＳＳＡ
ＧＥを送るようにモバイル中継器ＷＴＲＵの下位レイヤをトリガすることができる。上側
レイヤは、モバイル中継器ＷＴＲＵの上側レイヤが特定のＴＭＧＩを監視する要求をリモ
ートＷＴＲＵから受信するときに、ｅＮＢにＢＲＯＡＤＣＡＳＴ＿ＭＯＢＩＬＥ　ＲＥＬ
ＡＹ＿ＲＥＱＵＥＳＴ＿ＭＥＳＳＡＧＥを送るようにモバイル中継器ＷＴＲＵの下位レイ
ヤをトリガすることができる。上側レイヤは、リモートＷＴＲＵが要求している特定のＴ
ＭＧＩの監視をリモートＷＴＲＵが停止することをモバイル中継器ＷＴＲＵの上側レイヤ
が検出するときに、ｅＮＢにＢＲＯＡＤＣＡＳＴ＿ＭＯＢＩＬＥ　ＲＥＬＡＹ＿ＲＥＱＵ
ＥＳＴ＿ＭＥＳＳＡＧＥを送るようにモバイル中継器ＷＴＲＵの下位レイヤをトリガする
ことができる。モバイル中継器ＷＴＲＵの上側レイヤは、リモートＷＴＲＵからモバイル
中継器ＷＴＲＵに送られる直接メッセージを受信することができる。直接メッセージは、
モバイル中継器ＷＴＲＵの上側レイヤが、リモートＷＴＲＵが要求している特定のＴＭＧ
Ｉの監視を停止できることを示すことができる。モバイル中継器ＷＴＲＵの上側レイヤは
、ある事前定義の時間期間の後に、リモートＷＴＲＵが同一のＴＭＧＩの再要求を停止す
ることを検出することができる。上側レイヤは、モバイル中継器ＷＴＲＵの上側レイヤが
、モバイル中継器ＷＴＲＵによって監視されるＴＭＧＩに対応しないＴＭＧＩを監視する
要求をリモートＷＴＲＵから受信するときに、ｅＮＢにＢＲＯＡＤＣＡＳＴ＿ＭＯＢＩＬ
Ｅ　ＲＥＬＡＹ＿ＲＥＱＵＥＳＴ＿ＭＥＳＳＡＧＥを送るようにモバイル中継器ＷＴＲＵ
の下位レイヤをトリガすることができる。たとえばモバイル中継器ＷＴＲＵによって監視
されるＴＭＧＩに対応しないＴＭＧＩは、新しいＴＭＧＩを含むことができる。ＴＭＧＩ
に関連付けられたいくつかのまたはすべてのブロードキャストメッセージは、同一のＤ２
Ｄリソースを使用してモバイル中継器によってＰＣ５を介して送られ得る。上側レイヤは
、モバイル中継器ＷＴＲＵがＷＴＲＵに関するＴＭＧＩの監視を停止するときに、ｅＮＢ
にＢＲＯＡＤＣＡＳＴ＿ＭＯＢＩＬＥ　ＲＥＬＡＹ＿ＲＥＱＵＥＳＴ＿ＭＥＳＳＡＧＥを
送るようにモバイル中継器ＷＴＲＵの下位レイヤをトリガすることができる。上側レイヤ
は、モバイル中継器ＷＴＲＵが要求された情報と共にｅＮＢにＢＲＯＡＤＣＡＳＴ＿ＭＯ
ＢＩＬＥ　ＲＥＬＡＹ＿ＲＥＱＵＥＳＴメッセージを周期的に送ることができるときに、
ｅＮＢにＢＲＯＡＤＣＡＳＴ＿ＭＯＢＩＬＥ　ＲＥＬＡＹ＿ＲＥＱＵＥＳＴ＿ＭＥＳＳＡ
ＧＥを送るようにモバイル中継器ＷＴＲＵの下位レイヤをトリガすることができる。
【０１５６】
　ＢＲＯＡＤＣＡＳＴ＿ＭＯＢＩＬＥ　ＲＥＬＡＹ＿ＲＥＱＵＥＳＴメッセージは、ある
種の情報を含むことができる。ＢＲＯＡＤＣＡＳＴ＿ＭＯＢＩＬＥ　ＲＥＬＡＹ＿ＲＥＱ
ＵＥＳＴメッセージは、ＢＲＯＡＤＣＡＳＴ＿ＭＯＢＩＬＥ　ＲＥＬＡＹ＿ＲＥＱＵＥＳ
Ｔメッセージを送る原因の表示を含むことができる。例示的な原因は、ＴＭＧＩが監視さ
れることを要求する新しいＷＴＲＵ、もはやＴＭＧＩを監視しないＷＴＲＵ、周期的報告
、または類似物を含むことができる。ＢＲＯＡＤＣＡＳＴ＿ＭＯＢＩＬＥ　ＲＥＬＡＹ＿
ＲＥＱＵＥＳＴメッセージは、監視され通信されることが要求されるＴＭＧＩを含むこと
ができる。ＢＲＯＡＤＣＡＳＴ＿ＭＯＢＩＬＥ　ＲＥＬＡＹ＿ＲＥＱＵＥＳＴメッセージ
は、ＴＭＧＩを要求しているリモートＷＴＲＵのＷＴＲＵ　ＩＤおよび／またはＴＭＧＩ
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の受信の要求を停止したリモートＷＴＲＵのＷＴＲＵ　ＩＤを含むことができる。ＷＴＲ
Ｕ　ＩＤは、Ｌ２　ＷＴＲＵ　ＩＤ、ＷＴＲＵの物理レイヤＩＤ、または類似物とするこ
とができる。ＢＲＯＡＤＣＡＳＴ＿ＭＯＢＩＬＥ　ＲＥＬＡＹ＿ＲＥＱＵＥＳＴメッセー
ジは、リモートＷＴＲＵがモバイル中継器ＷＴＲＵと共に確立した接続に関連付けられた
接続情報を含むことができる。ＢＲＯＡＤＣＡＳＴ＿ＭＯＢＩＬＥ　ＲＥＬＡＹ＿ＲＥＱ
ＵＥＳＴメッセージは、サービスに関係する情報を含むことができる。サービスに関係す
る情報は、ＰＣ５を介してブロードキャストトラフィックを転送するのに使用され得るリ
ソースの量を識別することができる。ＢＲＯＡＤＣＡＳＴ＿ＭＯＢＩＬＥ　ＲＥＬＡＹ＿
ＲＥＱＵＥＳＴメッセージは、ＴＭＧＩ、ＷＴＲＵ　ＩＤ、接続情報、ｅＭＢＭＳブロー
ドキャストに関してモバイル中継器ＩＤをリスンしているリモートＷＴＲＵの追加のサー
ビス情報を含む、本明細書で説明される情報を含むことができる。ＢＲＯＡＤＣＡＳＴ＿
ＭＯＢＩＬＥ　ＲＥＬＡＹ＿ＲＥＱＵＥＳＴメッセージは、サービスを提供することので
きる、付近で検出された他のモバイル中継器ＷＴＲＵの、リモートＷＴＲＵからの測定値
を含むことができる。ＢＲＯＡＤＣＡＳＴ＿ＭＯＢＩＬＥ　ＲＥＬＡＹ＿ＲＥＱＵＥＳＴ
メッセージは、サービスを提供することのできる、付近で検出された他のモバイル中継器
ＷＴＲＵの存在の表示を含むことができる。
【０１５７】
　ＢＲＯＡＤＣＡＳＴ＿ＭＯＢＩＬＥ　ＲＥＬＡＹ＿ＲＥＱＵＥＳＴメッセージは、たと
えばＭＡＣ　ＣＥまたはＲＲＣメッセージを使用して送られ得る。ＢＲＯＡＤＣＡＳＴ＿
ＭＯＢＩＬＥ　ＲＥＬＡＹ＿ＲＥＱＵＥＳＴメッセージは、一例として使用される。本明
細書で説明されるメッセージは、ＢＲＯＡＤＣＡＳＴ＿ＭＯＢＩＬＥ　ＲＥＬＡＹ＿ＲＥ
ＱＵＥＳＴメッセージ内に含まれるそのような要求および／または情報を送るのに使用さ
れ得る。ＷＴＲＵ情報メッセージが、ＢＲＯＡＤＣＡＳＴ＿ＭＯＢＩＬＥ　ＲＥＬＡＹ＿
ＲＥＱＵＥＳＴメッセージ内に含まれるそのような要求および／または情報を送るのに使
用され得る。要求および／または情報は、本明細書で説明される情報のうちのより多くの
うちの１つとすることができる。
【０１５８】
　ｅＮＢは、ＢＲＯＡＤＣＡＳＴ＿ＭＯＢＩＬＥ　ＲＥＬＡＹ＿ＲＥＱＵＥＳＴメッセー
ジに応答しない場合がある。たとえば、ｅＮＢは、周期的なＢＲＯＡＤＣＡＳＴ＿ＭＯＢ
ＩＬＥ　ＲＥＬＡＹ＿ＲＥＱＵＥＳＴメッセージが表示を供給するときに、ＢＲＯＡＤＣ
ＡＳＴ＿ＭＯＢＩＬＥ　ＲＥＬＡＹ＿ＲＥＱＵＥＳＴメッセージに応答しない場合がある
。
【０１５９】
　ｅＮＢは、様々な形でＢＲＯＡＤＣＡＳＴ＿ＭＯＢＩＬＥ　ＲＥＬＡＹ＿ＲＥＱＵＥＳ
Ｔメッセージに応答することができる。ｅＮＢは、モバイル中継器によって要求されたＤ
２Ｄリソースを再構成することができる。ｅＮＢは、ＲＲＣメッセージ、ＭＡＣ　ＣＥ、
または類似物を介してＢＲＯＡＤＣＡＳＴ＿ＭＯＢＩＬＥ　ＲＥＬＡＹ＿ＲＥＱＵＥＳＴ
に応答することができる。応答は、モバイル中継器ＷＴＲＵによってその上側レイヤに転
送され得る。
【０１６０】
　ｅＮＢの応答は、要求の受入を含むことができる。たとえば、ｅＮＢの受入は、リモー
トＷＴＲＵ内の上側レイヤに、要求に応答させることができる。たとえば、要求が、ＴＭ
ＧＩを監視することをリモートＷＴＲＵが要求することの結果として送られた場合に、受
入は、リモートＷＴＲＵ内の上側レイヤに、リモートＷＴＲＵからのＴＭＧＩ監視要求を
受け入れさせ、ＴＭＧＩ監視要求に関連付けられた情報を供給させることができる。
【０１６１】
　ｅＮＢの応答は、要求の拒絶を含むことができる。たとえば、ｅＮＢは、モバイル中継
器ＷＴＲＵの監視する要求またはＴＭＧＩごとのモバイル中継器を拒絶することができる
。モバイル中継器ＷＴＲＵは、拒絶を上位レイヤに転送することができる。上位レイヤは
、拒絶メッセージをリモートＷＴＲＵに送るようにモバイル中継器ＷＴＲＵをトリガする
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ことができる。拒絶メッセージは、ＴＭＧＩについて中継するモバイルにモバイル中継器
ＷＴＲＵの拒絶を示すことができる。リモートＷＴＲＵとモバイル中継器ＷＴＲＵとの間
の接続が、壊れる場合がある。切断は、リモートＷＴＲＵによる拒絶メッセージの受信時
にイニシエートされ得る。リモートＷＴＲＵは、異なる候補モバイル中継器ＷＴＲＵを見
つけることができる。
【０１６２】
　ｅＮＢの応答は、要求の拒絶と一緒に、拒絶されたモバイル中継器ＷＴＲＵが提供でき
るサービスへの接続を提供する１つまたは複数のモバイル中継器ＷＴＲＵの識別（たとえ
ば、モバイル中継器のＬ２　ＩＤ）をモバイル中継器ＷＴＲＵに送ることを含むことがで
きる。識別は、上側レイヤに送られ得る。上側レイヤは、リダイレクションメッセージを
供給することができる。リダイレクションメッセージは、様々な形で働くようにリモート
ＷＴＲＵに促すことができる。いくつかの例では、リダイレクションメッセージは、ある
形で働くようにリモートＷＴＲＵに提案することができる。いくつかの例では、リダイレ
クションメッセージは、ある形で働くことをリモートＷＴＲＵに強制することができる。
【０１６３】
　リダイレクションメッセージは、リモートＷＴＲＵが接続しているモバイル中継器との
接続を解除するようにリモートＷＴＲＵに促すことができる。リモートＷＴＲＵが接続し
ているモバイル中継器は、要求されたＴＭＧＩに関連付けられたブロードキャストトラフ
ィックを通信する仕事を課せられないものとすることができる。
【０１６４】
　リダイレクションメッセージは、拒絶されたモバイル中継器ＷＴＲＵが提供できるサー
ビスを提供できる候補モバイル中継器を見つけるためにモバイル中継器再選択プロセスを
イニシエートするようにリモートＷＴＲＵに促すことができる。
【０１６５】
　リダイレクションメッセージは、リダイレクションメッセージ内に含まれ得る候補モバ
イル中継器ＷＴＲＵとの接続をイニシエートするようにリモートＷＴＲＵに促すことがで
きる。リモートＷＴＲＵは、促しを無視し、またはそれに従って働くことができる。たと
えば、リモートＷＴＲＵは、ｅＮＢによって提案される候補モバイル中継器を聞かないも
のとすることができる。一例、候補モバイル中継器は、リモートＷＴＲＵがモデルＢディ
スカバリをイニシエートするときにモデルＢディスカバリに応答しなかった可能性がある
。リモートＷＴＲＵは、候補モバイル中継器の提案を無視し、リモートＷＴＲＵが接続し
ているモバイル中継器に影響し続けることができる。
【０１６６】
　リモートＷＴＲＵは、候補モバイル中継器ＷＴＲＵとの接続をイニシエートするように
リダイレクションメッセージがリモートＷＴＲＵに促すときに、それに従って働くことが
できる。リモートＷＴＲＵは、ｅＮＢによって提案された候補モバイル中継器を聞くこと
ができる。一例、候補モバイル中継器は、リモートＷＴＲＵがモデルＢディスカバリをイ
ニシエートするときにモデルＢディスカバリに応答した可能性がある。リモートＷＴＲＵ
は、リモートＷＴＲＵが接続しているモバイル中継器との接続を解除することができる。
リモートＷＴＲＵは、ｅＮＢによって提案された候補モバイル中継器との接続をイニシエ
ートすることができる。リモートＷＴＲＵは、ＴＭＧＩのブロードキャストを要求するこ
とができる。候補モバイル中継器が、同一のＴＭＧＩを既にブロードキャストしている可
能性があり得る。
【０１６７】
　図９は、選択／接続確立の例である。リモートＷＴＲＵ　９２０およびモバイル中継器
ＷＴＲＵ　９２２は、９０２で、ディスカバリ（たとえば、公共安全ディスカバリまたは
商用通信ディスカバリ）に携わることができる。モバイル中継器ＷＴＲＵ　９２２は、本
明細書で説明される判断基準を使用して、ｅＮＢ　９２４によって以前にイニシエートさ
れた可能性がある。リモートＷＴＲＵ　９２０は、９０２で、付近の潜在的な候補モバイ
ル中継器の測定を実行することができる。リモートＷＴＲＵ　９２０は、モバイル中継器
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ＷＴＲＵ　９２２によって送信されたディスカバリメッセージ内の信号を使用することが
できる。リモートＷＴＲＵ　９２０は、許容可能な測定値を有し、その上側レイヤ情報（
たとえば、サービス、ＰＬＭＮ　ＩＤ）がリモートＷＴＲＵ　９２０のサービス要件を満
足するモバイル中継器ＷＴＲＵを選択することができる。リモートＷＴＲＵ　９２０は、
９０４で、モバイル中継器ＷＴＲＵ　９２２への１対１接続要求を送ることができる。１
対１接続要求は、選択されたモバイル中継器および他のモバイル中継器の識別および測定
値、要求されるサービス、ならびに／または類似物を含むことができる。リモートＷＴＲ
Ｕ　９２０は、９０４で、モバイル中継器ＷＴＲＵ　９２２の識別および候補モバイル中
継器の識別を送ることができる。リモートＷＴＲＵ　９２０は、９０４で、サービス要件
を送ることができる。リモートＷＴＲＵ　９２０は、９０４で、リモートＷＴＲＵ　９２
０の要件を満足できるモバイル中継器ＷＴＲＵおよびモバイル中継器ＷＴＲＵの測定され
た品質のリストを送ることができる。モバイル中継器ＷＴＲＵ　９２２は、９０６で、モ
バイル中継要求をｅＮＢ　９２４に送ることができる。要求は、選択されたモバイル中継
器および他のモバイル中継器の識別および測定値、要求されるサービス、ならびに／また
は類似物を含むことができる。モバイル中継要求は、モバイル中継器ＷＴＲＵ　９２２の
識別および候補モバイル中継器の識別、リモートＷＴＲＵ　９２０の要件を満足できるモ
バイル中継器ＷＴＲＵおよびモバイル中継器ＷＴＲＵの測定された品質のリスト、ならび
に／またはリモートＷＴＲＵ　９２０のサービス要件を含むことができる。モバイル中継
要求は、モバイル中継器ＷＴＲＵ　９２２に接続されたＷＴＲＵの数を含むことができる
。モバイル中継器ＷＴＲＵ　９２２は、９０６で、リモートＷＴＲＵ　９２０によって送
られた測定値をｅＮＢ　９２４に転送することができる。９０８では、ｅＮＢ　９２４が
、９０６で転送された要求に応答することができる。ｅＮＢ　９２４は、９０８で、要求
を受け入れ、要求を拒絶し、かつ／または９０６で提供され、リモートＷＴＲＵ　９２０
によって与えられたモバイル中継器のリストから候補モバイル中継器を提供することがで
きる。ｅＮＢ　９２４は、９０８で、Ｄ２Ｄリソースを再構成することができる。たとえ
ば、ｅＮＢ　９２４は、追加のリソースが送信をサポートするために割り振られなければ
ならない場合に、９０８でＤ２Ｄリソースを再構成することができる。９１０で、セキュ
アリンク確立が発生することができる。リモートＷＴＲＵ　９２０は、モバイル中継器Ｗ
ＴＲＵ　９２２との接続中に、９１２で、サービスを変更する要求をモバイル中継器ＷＴ
ＲＵ　９２２に示すことができる。９１２でのサービスの変更は、ネットワークに対して
確立される追加のベアラ、追加の／異なるビデオ接続の開始、モバイル中継器ＷＴＲＵ　
９２２または他のモバイル中継器の使用の停止、および／または類似物に基づくものとす
ることができる。モバイル中継器ＷＴＲＵ　９２２は、９１４で、リモートＷＴＲＵ　９
２０のサービスの変化を示す異なるモバイル中継要求を送ることができる。９１４での異
なるモバイル中継要求は、モバイル中継器ＷＴＲＵ　９２２の識別、選択され得る候補モ
バイル中継器の識別、および候補モバイル中継器の識別を含むことができる。９１４での
異なるモバイル中継要求は、リモートＷＴＲＵ　９２０のサービス要求の変更を満足でき
るモバイル中継器ＷＴＲＵのリストおよびリスト内のモバイル中継器ＷＴＲＵの測定され
た品質、ならびに／またはリモートＷＴＲＵ　９２０のサービス要件を含むことができる
。モバイル中継要求は、モバイル中継器ＷＴＲＵ　９２２に接続されるＷＴＲＵの数およ
び／または９１４で選択され得る候補モバイル中継器を含むことができる。９１６では、
ｅＮＢ　９２４が、９１４で送られた要求に応答することができる。ｅＮＢ　９２４は、
要求を受け入れ、要求を拒絶し、または９１４で提供されたモバイル中継器のリストから
候補モバイル中継器を提供することができる。ｅＮＢ　９２４は、９１６でＤ２Ｄリソー
スを再構成することができる。ｅＮＢ　９２４による応答は、９１８で、モバイル中継器
ＷＴＲＵ　９２２へのリンクの解除をトリガすることができる。ｅＮＢ　９２４による応
答は、９１８で、ＰＣ５インターフェース上で使用されるリソースの再構成をトリガする
ことができる。
【０１６８】
　リソースは、モバイル中継器ＷＴＲＵおよび／またはＤ２Ｄ通信のために割り振られ、
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または割り当てられ得る。リソースのスケジューリングを含むリソース割当は、ｅＮＢま
たはモバイル中継器によって実行され得る。モバイル中継器ＷＴＲＵへのリソースの割当
は、リモートＷＴＲＵに提供され得るサービスの推定を含む様々な要件に基づいて実行さ
れ得る。リソースのスケジューリングを含むＤ２Ｄ通信へのリソース割当は、様々な手法
によって達成され得る。ある種の手法は、リソースプールを構成するｅＮＢとリソースプ
ールの中のリソースをスケジューリングするＷＴＲＵとを備えることができる。ある種の
手法は、リソースプールを構成するｅＮＢと、リソースを分離し、分離されたリソースを
リモートＷＴＲＵまたはリモートＷＴＲＵのグループに割り当てるＷＴＲＵとを備えるこ
とができる。ある種の手法は、リソースプールの中のリソースを直接スケジューリングす
るｅＮＢを備えることができる。たとえば、ｅＮＢは、モバイル中継器ＷＴＲＵのために
リソースプールを直接スケジューリングすることができ、ＷＴＲＵは、他のＷＴＲＵのた
めにリソースプールの中のリソースをスケジューリングすることができる。
【０１６９】
　モバイル中継器ＷＴＲＵは、リソースのプールを用いて構成され得る。たとえば、ｅＮ
Ｂは、モバイル中継器に使用されるリソースのセットまたはリソースプールを割り振るこ
とができる。リソースのプールは、モバイル中継器の専用とすることができる。専用のモ
バイル中継器リソースは、モバイル中継器ＷＴＲＵによって使用され得るＤ２Ｄ通信リソ
ースのサブセットとすることができる。専用のモバイル中継器リソースは、モバイル中継
器がＤ２Ｄ通信に使用できるリソースとは別々のリソースとすることができる。ｅＮＢは
、専用のモバイル中継器ＷＴＲＵリソースを再構成することができる。ＲＲＣ構成メッセ
ージが、専用のモバイル中継器ＷＴＲＵリソースを再構成するのに使用され得る。ｅＮＢ
がモバイル中継器ＷＴＲＵから更新を受信するときに、ｅＮＢは、専用のモバイル中継器
リソースを再構成することができる。更新は、モバイル中継器ＷＴＲＵによって管理され
るリモートＷＴＲＵの数の変化に関するものとすることができる。たとえば、リモートＷ
ＴＲＵの数は、モバイル中継器ＷＴＲＵによって管理されるリモートＷＴＲＵへ／からの
リモートＷＴＲＵの追加／除去に伴って変化する可能性がある。モバイル中継器ＷＴＲＵ
に専用のリソースプールは、リモートＷＴＲＵによって要求されるサービスの数が変化す
るときに動的に変更／再構成され得る。モバイル中継器ＷＴＲＵに専用のリソースプール
は、モバイル中継器ＷＴＲＵの推定されたトラフィックが変化するときに動的に変更／再
構成され得る。リソースの変更および／または再割振りは、様々な手法を介して実行され
得る。
【０１７０】
　モバイル中継器ＷＴＲＵのリソース割当は、モバイル中継器ＷＴＲＵによって提供され
るサービスを推定することによって達成され得る。モバイル中継器ＷＴＲＵへのリモート
ＷＴＲＵの接続時に、リモートＷＴＲＵのために働くのに使用され得るリソースの量が、
推定され得る。モバイル中継器ＷＴＲＵおよび／またはｅＮＢは、リモートＷＴＲＵのた
めに働くのに使用され得るリソースの量を推定することができる。たとえば、リモートＷ
ＴＲＵは、モバイル中継器ＷＴＲＵがＰＣ５インターフェースを介して異なるリモートＷ
ＴＲＵに既に送信しているｅＭＢＭＳトラフィックの通信を要求することができる。リモ
ートＷＴＲＵによって使用されるリソースの量がリモートＷＴＲＵの要求を満足するため
に大幅に変更され得ないことの推定が、行われ得る。ｅＮＢが、その推定を行うことがで
きる。
【０１７１】
　これらのリソースの推定は、使用されるリソースが所与のサービス要件またはサービス
要件のセットに必要な最大値に近い可能性があるという仮定に基づくものとすることがで
きる。たとえば、所与のサービスのリソースの最大量が、所与のサービスが始まるときに
使用可能なリソースに追加され得るように、推定を行うことができる。モバイル中継器Ｗ
ＴＲＵは、モバイル中継器ＷＴＲＵが追加のリモートＷＴＲＵに接続されるときにリソー
スの量の増加の表示を送ることができる。モバイル中継器ＷＴＲＵは、追加のリモートＷ
ＴＲＵに関係する追加サービスのセットの表示を送ることができる。リソースの推定は、
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追加のリモートＷＴＲＵによって使用され得るすべての可能なサービスを考慮に入れるこ
とができる。モバイル中継器ＷＴＲＵは、モバイル中継器ＷＴＲＵのリソースプール構成
を定義するためにリソースの推定を使用することができる。モバイル中継器ＷＴＲＵは、
モバイル中継器ＷＴＲＵがそれのために働くリモートＷＴＲＵの数を考慮に入れることが
できる。モバイル中継器ＷＴＲＵは、モバイル中継器ＷＴＲＵが追加のリモートＷＴＲＵ
に接続されるときのリソースの量の増加の表示および／または追加のリモートＷＴＲＵに
関係する追加サービスのセットの表示をＲＲＣシグナリングを介してｅＮＢに送ることが
できる。表示は、モバイル中継器ＷＴＲＵによってＭＡＣ　ＣＥを介してｅＮＢに送られ
得る。
【０１７２】
　表示は、様々な情報を含むことができる。表示は、モバイル中継器ＷＴＲＵがそれのた
めに働くリモートＷＴＲＵの数を含むことができる。表示は、使用され得るリソースの量
を含むことができる。使用され得るリソースの量は、追加のリモートＷＴＲＵがモバイル
中継器ＷＴＲＵに接続されるようになる結果として使用され得る追加リソースの量および
／またはモバイル中継器ＷＴＲＵに接続されるリモートＷＴＲＵのうちの一部またはすべ
てによって使用されるリソースの量に基づくものとすることができる。表示は、モバイル
中継器ＷＴＲＵが経験しているリソースプールのローディング（loading）を含むことが
できる。モバイル中継器ＷＴＲＵが経験しているリソースプールのローディングは、モバ
イル中継器ＷＴＲＵがモード２を使用するときのスケジューリングリソースのモバイル中
継器ＷＴＲＵの知識に基づくものとすることができる。表示は、モバイル中継器ＷＴＲＵ
に接続される追加の／またはリモートＷＴＲＵによって要求される追加サービスを含むこ
とができる。
【０１７３】
　モバイル中継器ＷＴＲＵは、リモートＷＴＲＵのために働くために使用され得るリソー
スおよび／またはサービスの量を報告することができる。報告では、モバイル中継器ＷＴ
ＲＵは、それがそのために働く独立のストリームまたは送信先の数を示すことができる。
モバイル中継器ＷＴＲＵは、独立のストリームの一部のまたはすべてのために要求される
データレートを示すことができる。モバイル中継器ＷＴＲＵは、複数の送信先および／ま
たは独立のストリームに同時に送信する能力を有しても有しなくてもよい。ｅＮＢは、モ
バイル中継器ＷＴＲＵに十分な時間リソースを供給するために報告を使用することができ
る。
【０１７４】
　Ｄ２Ｄ送信のリソースのスケジューリングは、様々なモードによって達成され得る。モ
ードは、モード１、モード２、または機能強化されたモードを含むことができる。モード
１では、ｅＮＢは、送信に使用されるリソースプールの中のリソースを直接スケジューリ
ングすることができる。リソースのスケジューリングは、ＳＡを介して通信され得る。モ
ード２では、ｅＮＢは、リソースプールを構成することができる。送信するＷＴＲＵは、
スケジューリング期間の間に使用されるリソースを自律的に判断することができる。機能
強化されたモードは、モード１および／またはモード２に基づき、これを改善したものと
することができる。リモートＷＴＲＵは、カバレージ外である場合があり、システム情報
からプール構成を受信できる場合とできない場合とがある。モード１および／またはモー
ド２は、モバイル中継器ＷＴＲＵとリモートＷＴＲＵによって使用されるスケジューリン
グリソースとの文脈で機能強化され得る。
【０１７５】
　Ｄ２Ｄ通信のリソースのスケジューリングは、機能強化されたモードに基づくものとす
ることができる様々な手法を介して達成され得る。ある種の手法は、リソースプールとリ
ソースプールの中のリソースをスケジューリングするＷＴＲＵとを構成するｅＮＢを備え
ることができる。ある種の手法は、リソースプールと、リソースを分離し、分離されたリ
ソースをリモートＷＴＲＵまたはリモートＷＴＲＵのグループに割り当てたＷＴＲＵとを
構成するｅＮＢを備えることができる。ある種の手法は、リソースプールの中のリソース
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を直接スケジューリングするｅＮＢを備えることができる。たとえば、ｅＮＢは、モバイ
ル中継器ＷＴＲＵのリソースプールを直接スケジューリングすることができ、ＷＴＲＵは
、他のＷＴＲＵのリソースプールの中のリソースをスケジューリングすることができる。
【０１７６】
　ある種の手法は、リソースプールとリソースプールの中のリソースをスケジューリング
するＷＴＲＵとを構成するｅＮＢを備えることができる。ＷＴＲＵは、事前に構成された
プールを使用して、および／またはｅＮＢによってシグナリングされたプールを使用して
、Ｄ２ＤディスカバリまたはＤ２Ｄ通信を送信することができる。事前に構成されたプー
ルは、デバイス内の構成されたプールおよび／またはレイヤによって構成されたプールを
含むことができる。たとえば、事前に構成されたプールは、ＷＴＲＵがカバレージ外であ
るときに使用され得る。ｅＮＢによってシグナリングされたプールは、ＷＴＲＵがカバレ
ージ内であるときに使用され得る。ＷＴＲＵ（たとえば、ｅＮＢのカバレージ外であるＷ
ＴＲＵ）がモバイル中継器ＷＴＲＵ（たとえば、ｅＮＢのカバレージ内であるＷＴＲＵ）
と通信することを可能にするために、ＷＴＲＵの送信器（ＴＸ）プールは、異なるＷＴＲ
Ｕの受信器（ＲＸ）プール内に存在することができる。ＷＴＲＵのＴＸプールを異なるＷ
ＴＲＵのＲＸプール内に存在させることは、様々な手法を介して達成され得る。
【０１７７】
　ＷＴＲＵのＴＸプールを異なるＷＴＲＵのＲＸプール内に存在させる様々な手法は、モ
バイル中継器ＷＴＲＵが、それ自体の事前に構成されたリソースおよび／またはリモート
ＷＴＲＵの事前に構成されたリソースをｅＮＢに示すことを含むことができる。モバイル
中継器ＷＴＲＵは、ＲＲＣシグナリングを介して、それ自体の事前に構成されたリソース
および／またはリモートＷＴＲＵの事前に構成されたリソースをｅＮＢに示すことができ
る。モバイル中継器ＷＴＲＵは、それ自体の事前に構成されたリソースがリモートＷＴＲ
Ｕの事前に構成されたリソースと一致するときに、それ自体の事前に構成されたリソース
をｅＮＢに示すことができる。リモートＷＴＲＵは、モバイル中継器ＷＴＲＵとの接続確
立中に、その事前に構成されたリソースをモバイル中継器ＷＴＲＵに送ることができる。
ｅＮＢは、事前に構成されたリソースの知識に基づいてモバイル中継器ＷＴＲＵのリソー
スを構成することができる。
【０１７８】
　ＷＴＲＵのＴＸプールを異なるＷＴＲＵのＲＸプール内に存在させる様々な手法は、ｅ
ＮＢが、ネットワークからおよび／または機能から、あるモバイル中継器ＷＴＲＵによっ
て使用される事前に構成されたリソースを受信することを含むことができる。ｅＮＢは、
ネットワークからおよび／または機能から受信された情報に基づいて、モバイル中継器Ｗ
ＴＲＵによって使用されるプールを構成することができる。事前に構成されたプールは、
特にリモートＷＴＲＵに関するものとすることができる。事前に構成されたプールが、特
にリモートＷＴＲＵに関する場合に、ｅＮＢは、リモートＷＴＲＵとの通信のためにモバ
イル中継器ＷＴＲＵによって使用されるプールを決定するために、リモートＷＴＲＵの識
別を使用することができる。ｅＮＢは、リモートＷＴＲＵの識別をモバイル中継器ＷＴＲ
Ｕから受信することができる（たとえば、本明細書で説明される手段によって）。
【０１７９】
　リソースプール構成は、モバイル中継器ＷＴＲＵおよび／またはリモートＷＴＲＵに通
信され得る。ｅＮＢは、本明細書で議論されるように、モバイル中継器ＷＴＲＵおよびリ
モートＷＴＲＵによって使用されるリソースプールを決定することができる。ｅＮＢは、
リソースプール構成を用いてモバイル中継器ＷＴＲＵを構成することができる。ｅＮＢは
、モバイル中継器ＷＴＲＵを構成するためにＲＲＣシグナリングのＲ１２機構を使用する
ことができる。モバイル中継器ＷＴＲＵは、リソースプール構成をリモートＷＴＲＵに転
送することができる。制御Ｄ２Ｄ通信メッセージが、リソースプール構成をリモートＷＴ
ＲＵに転送するのに使用され得る。たとえば、リソースプール構成をリモートＷＴＲＵに
転送するのに使用されるＤ２Ｄ制御メッセージは、Ｄ２Ｄモバイル中継器リソースプール
制御メッセージと呼ばれる場合がある。Ｄ２Ｄモバイル中継器リソースプール制御メッセ
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ージは、たとえば、リモートＷＴＲＵのＲＲＣレイヤ宛とすることができる。Ｄ２Ｄモバ
イル中継器リソースプール制御メッセージは、将来のＤ２Ｄ通信に利用されるリソースプ
ールについてリモートＷＴＲＵに知らせることができる。制御Ｄ２Ｄメッセージは、複数
の異なる形を介して識別され得る。
【０１８０】
　Ｄ２Ｄモバイル中継器リソースプール制御メッセージは、ある種のＳＣＩフォーマット
（たとえば、ＳＣＩフォーマット１）を介して識別され得る。ＳＣＩフォーマットは、Ｄ
２Ｄモバイル中継器リソースプール制御メッセージを送信するのに使用され得る。リモー
トＷＴＲＵは、Ｄ２Ｄモバイル中継器リソースプール制御メッセージに対応するデータを
識別することができる。データは、無線リソース制御（ＲＲＣ）に転送され得る。
【０１８１】
　Ｄ２Ｄモバイル中継器リソースプール制御メッセージは、ある種のグループ送信先ＩＤ
（たとえば、Ｌ２　ＩＤ）を介して識別され得る。グループ送信先ＩＤは、Ｄ２Ｄモバイ
ル中継器リソースプール制御メッセージに使用され得る。グループ送信先ＩＤは、ＳＣＩ
フォーマットで示され得る。たとえば、ＳＣＩフォーマットは、ＳＣＩフォーマット０と
することができる。ＳＣＩフォーマット０は、ＳＬ－ＳＣＨ上で受信／復号されるリソー
スブロックをスケジューリングすることができる。グループ送信先ＩＤは、一部のまたは
すべてのリモートＷＴＲＵが制御メッセージを受信することを可能にすることができる。
たとえば、モバイル中継器ＷＴＲＵは、そのモバイル中継器ＷＴＲＵがそれのために働く
いくつかのまたはすべてのＷＴＲＵにメッセージを送信することができる。
【０１８２】
　Ｄ２Ｄモバイル中継器リソースプール制御メッセージは、パケットデータ収束プロトコ
ル（ＰＤＣＰ）パケットヘッダ内のある種のフィールドまたはインジケータを介して識別
され得る。フィールドおよび／またはインジケータは、ある種のタイプのＰＤＣＰパケッ
トがＲＲＣ制御のためのものとされ得ることを示すことができる。フィールドおよび／ま
たはインジケータは、そのタイプのＰＤＣＰパケットが、アプリケーションレイヤに転送
されない（たとえば、そうではなくＲＲＣレイヤに転送される）ことを示すことができる
。
【０１８３】
　Ｄ２Ｄモバイル中継器リソースプール制御メッセージは、ブロードキャストメッセージ
ングを送るのに利用される方法を介して識別され得る。Ｄ２Ｄモバイル中継器リソースプ
ール制御メッセージは、ｅＮＢから直接ＲＲＣシグナリングを介して識別され得る。リモ
ートＷＴＲＵは、Ｄ２Ｄのリソースが構成されているときにｅＮＢのカバレージ内にある
場合がある。
【０１８４】
　リモートＷＴＲＵは、事前に構成されたリソースを使用するために、Ｄ２Ｄモバイル中
継器リソースプール制御メッセージを介してシグナリングされ得る。リモートＷＴＲＵは
、初期構成の前にシグナリングされ得る。Ｄ２Ｄモバイル中継器リソースプール制御メッ
セージが受信され、リモートＷＴＲＵのリソースプールが再構成されるときに、リモート
ＷＴＲＵは、再構成されるプールをリスンすることができる。リモートＷＴＲＵは、モバ
イル中継器と通信するために新しいプール上で送信することができる。後続の再構成は、
本明細書で議論される形で行われ得る。
【０１８５】
　リソースプール再構成は、様々なタイプの再構成を含むことができる。リモートＷＴＲ
Ｕは、事前に構成されたＲＸプールに加えって、追加のＲＸディスカバリおよび／または
通信プールを監視するように再構成され得る。リモートＷＴＲＵは、送信するのに事前に
構成されたＴＸプールを使用することができる。リモートＷＴＲＵは、ＲＸプールのある
種のセットを監視するようにｅＮＢによって（たとえば、モバイル中継器を介して）再構
成され得る。リモートＷＴＲＵは、ディスカバリおよび／または通信のためのＴＸプール
のある種のセットを使用して送信することができる。モバイル中継器ＷＴＲＵは、ＲＸプ
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ールのある種のセットを監視するように再構成され得る。モバイル中継器ＷＴＲＵは、ｅ
ＮＢまたは機能によって再構成され得る。ＲＸプールのセットは、リモートＷＴＲＵの事
前に構成されたＴＸプールを含むことができる。モバイル中継器ＷＴＲＵは、送信するの
に最初のｅＮＢによって構成されたＴＸプールを使用することができる。
【０１８６】
　リソースプール再構成は、カバレージ外ＷＴＲＵに有用である場合がある。カバレージ
外ＷＴＲＵは、事前に構成されたリソースの使用を介して到達され得る。たとえば、一部
のまたはすべてのモバイル中継器は、リモートＷＴＲＵとの初期通信に事前に構成された
リソースを使用することができる。事前に構成されたリソースは、一部のまたはすべての
モバイル中継器がリモートＷＴＲＵとの接続を確立することを可能にすることができる。
モバイル中継器通信は、大量のリソースを使用する可能性がある。ｅＮＢは、モバイル中
継器動作に十分な帯域幅を保証するために事前に構成されたプールを定義することなく、
大量のリソースを制御することができる。ｅＮＢは、効率的なリソース管理のためにリソ
ースを制御することができる。
【０１８７】
　リソースプール再構成は、様々な形で発生することができる。リソースプール再構成は
、接続確立中に発生することができる。リモートＷＴＲＵは、モバイル中継器ディスカバ
リおよび／または接続確立を実行するために、事前に構成されたディスカバリおよび／ま
たは通信リソースプールを使用することができる。接続確立中に、リモートＷＴＲＵは、
再構成メッセージの受信の後に、モバイル中継器リンクを介するさらなる通信のためにリ
ソースプールの再構成されたセットを使用するように再構成され得る。リモートＷＴＲＵ
は、接続確立手順の終りに、再構成メッセージの受信の後に、モバイル中継器リンクを介
するいくつかのまたはすべてのさらなる通信のためにリソースプールの再構成されたセッ
トを使用するように再構成され得る。リモートＷＴＲＵは、接続確立手順のためのＤ２Ｄ
通信が完了するときに再構成され得る。
【０１８８】
　図１０は、リソース再構成の例の図である。リモートＷＴＲＵ　１０１０は、１００２
で、事前に構成されたＤ２Ｄ通信リソースを使用して接続確立要求メッセージを送ること
ができる。モバイル中継器ＷＴＲＵ　１０１２は、リモートＷＴＲＵ　１０１０のリソー
スの使用を認可するためにｅＮＢ　１０１４に問い合わせることができる。モバイル中継
器ＷＴＲＵ　１０１２は、１００４で、ｅＮＢ認可と共に、モバイル中継器ＷＴＲＵ　１
０１２およびリモートＷＴＲＵ　１０１０によって使用されるリソースプールを受信する
ことができる。モバイル中継器ＷＴＲＵ　１０１２は、以前にモバイル中継器ＷＴＲＵ　
１０１２によって使用されるリソースプールを受信済みである場合がある。たとえば、モ
バイル中継器ＷＴＲＵ　１０１２は、モバイル中継器ＷＴＲＵ　１０１２がモバイル中継
器として動作するようにセットアップされたときに、モバイル中継器ＷＴＲＵ　１０１２
によって使用されるリソースプールを受信済みである場合がある。モバイル中継器ＷＴＲ
Ｕ　１０１２は、１００６で、接続確立完了メッセージを送ることができる。接続確立完
了メッセージは、使用される新しいリソースプール（たとえば、再構成されたリソース）
を含むことができる。接続確立完了メッセージの受信の後に、リモートＷＴＲＵ　１０１
０は、１００８で、リソース再構成で指定されたＲＸプール監視しＴＸプールを使用する
ことができる。
【０１８９】
　リソースプール再構成は、モバイル中継器ディスカバリを介して達成され得る。たとえ
ば、モバイル中継器ＷＴＲＵは、モバイル中継器ディスカバリメッセージ内にリソース再
構成を埋め込むことができる。リモートＷＴＲＵが、モバイル中継器との接続の確立を試
みるときに、リモートＷＴＲＵは、モバイル中継器からのディスカバリアナウンスメント
／応答内で受信された再構成されたプールを使用して接続要求を送信することができる。
【０１９０】
　リソースプール再構成は、モバイル中継器ＷＴＲＵとリモートＷＴＲＵとの間の１対１
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通信中に発生することができる。モバイル中継器ＷＴＲＵは、モバイル中継器ＷＴＲＵと
リモートＷＴＲＵとの間の１対１通信中にリソース再構成メッセージを送ることができる
。モバイル中継器ＷＴＲＵは、リソース再構成を送るために、事前に構成されたリソース
および／またはモバイル中継器ＷＴＲＵによって以前に再構成されたリソースを使用する
ことができる。リソース再構成メッセージの受信時に、リモートＷＴＲＵは、再構成され
たプールを使用して送信および監視を開始することができる。
【０１９１】
　リソースプール再構成は、リモートＷＴＲＵがｅＮＢのカバレージ内にあり、かつ／ま
たは潜在的にモバイル中継器に接続できるときに発生することができる。たとえば、リモ
ートＷＴＲＵが、ｅＮＢのカバレージから外に移動している場合がある。リモートＷＴＲ
Ｕのトラフィックの一部（たとえば、公共安全トラフィック）が、モバイル中継器に移動
される場合がある。リソースプール再構成は、リモートＷＴＲＵへの専用のＲＲＣシグナ
リングを介しておよび／またはブロードキャストシグナリング（たとえば、システム情報
ブロック（ＳＩＢ））を介して受信され得る。
【０１９２】
　リソース再構成メッセージは、ＴＸ／ＲＸディスカバリ／通信プールの説明、プールを
使用するための時間妥当性、および／またはｅＮＢ識別子のうちの１つまたは複数を含む
ことができる。
【０１９３】
　リモートＷＴＲＵは、リモートＷＴＲＵがｅＮＢおよび／またはモバイル中継器から受
信したリソース再構成を記憶することができる。リソース再構成は、リモートＷＴＲＵに
よってｅＮＢおよび／またはモバイル中継器から受信された最後のリソース再構成に対応
することができる。リモートＷＴＲＵは、リモートＷＴＲＵのメモリ内にリソース再構成
を記憶することができる。以前のリソースプール構成がリモートＷＴＲＵのメモリ内に存
在する場合に、リモートＷＴＲＵは、以前のプール構成をモバイル中継器に通信すること
を試みることができる。たとえば、リモートＷＴＲＵは、以前に事前に構成されたプール
を使用してディスカバリ信号を検索することができる。リモートＷＴＲＵは、メモリから
の以前に事前に構成されたプールを使用してモバイル中継器接続確立を実行することを試
みることができる。接続確立が失敗する場合には、別の接続確立が、以前に事前に構成さ
れたプールを使用して再試行され得る。メモリからの以前に事前に構成されたプールを使
用する接続確立が失敗する場合に、リモートＷＴＲＵは、以前に事前に構成されたプール
をリモートＷＴＲＵのメモリから削除することができる。
【０１９４】
　Ｄ２Ｄ通信のリソースのスケジューリングは、リソースプールの分離（たとえば、リソ
ースプールの分離を伴うモード２）を用いるリソースプール構成を介して達成され得る。
モバイル中継器ＷＴＲＵは、ｅＮＢからモード２リソースプールを受信することができる
。モバイル中継器ＷＴＲＵは、リソースプールを異なるリモートＷＴＲＵまたはリモート
ＷＴＲＵのグループに分離することができる。モバイル中継器ＷＴＲＵは、ｅＮＢによっ
て構成されたプールから複数のサブプールを自律的に選択することができる。モバイル中
継器ＷＴＲＵは、モバイル中継器ＷＴＲＵがｅＮＢによって構成されたプールから選択し
たサブプールを用いて異なるリモートＷＴＲＵを別々に構成することができる。モバイル
中継器ＷＴＲＵは、モバイル中継器ＷＴＲＵがｅＮＢによって構成されたプールから選択
したサブプールを用いてリモートＷＴＲＵの異なるサブグループを別々に構成することが
できる。モバイル中継器ＷＴＲＵは、異なるリモートＷＴＲＵに割り振るべきリソースの
量を決定することができる。異なるリモートＷＴＲＵに割り振るべきリソースの量の決定
は、リモートＷＴＲＵからの期待されるトラフィックに基づくものとすることができる。
【０１９５】
　ｅＮＢおよび／またはネットワークは、リソースプールがモバイル中継器ＷＴＲＵと一
部のまたはすべてのリモートＷＴＲＵとの間でどのように分離されるのかを選択すること
ができる。ｅＮＢは、送信の間および／または送信の中でのリソース衝突を回避するため
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に、リモートＷＴＲＵおよびモバイル中継器ＷＴＲＵの送信リソースプールを構成するこ
とができる。たとえば、リモートＷＴＲＵの送信リソースプールおよびモバイル中継器Ｗ
ＴＲＵの送信リソースプールは、リソース衝突を回避するために直交になるように構成さ
れ得る。
【０１９６】
　複数のリモートＷＴＲＵは、それらが干渉の危険性を有しないことが知られている場合
に、同一の送信リソースプールに割り当てられ得る。たとえば、それらが、同時には送信
しない場合がある。それらの相対位置が、干渉の危険性がないようなものである場合があ
る。
【０１９７】
　ｅＮＢは、ＷＴＲＵに関連付けられた潜在的に静的な優先順位に従ってリソースプール
を割り当てることができる。たとえば、モバイル中継器ＷＴＲＵは、リモートＷＴＲＵよ
り高い潜在的に静的な優先順位を有することができる。ｅＮＢは、モバイル中継器ＷＴＲ
Ｕによって使用されるリソースプールをモバイル中継器ＷＴＲＵにシグナリングすること
ができる。その後、ｅＮＢは、リモートＷＴＲＵによって使用されるリソースプールをシ
グナリングすることができる。ｅＮＢは、リモートＷＴＲＵのグループによって使用され
るリソースプールをシグナリングすることができる。
【０１９８】
　ｅＮＢは、モバイル中継器に使用され得る複数のリソースプールをリモートＷＴＲＵ通
信に送ることができる。モバイル中継器ＷＴＲＵは、リモートＷＴＲＵの中でリソースプ
ールをどのように副分割すべきかを決定することができる。モバイル中継器ＷＴＲＵは、
リモートＷＴＲＵがどの送信プールを使用できるのかをそのリモートＷＴＲＵが決定する
ために、プール構成を送ることができる。モバイル中継器ＷＴＲＵは、リモートＷＴＲＵ
がどの受信プールをリスンできるのかをそのリモートＷＴＲＵが決定するために、プール
構成を送ることができる。
【０１９９】
　リモートＷＴＲＵは、選択された送信／受信プールを用いて構成され得、選択されたリ
ソースプールは、それがモバイル中継器ＷＴＲＵからの送信を受信することを可能にする
ことができる（たとえば、モバイル中継器ＷＴＲＵ送信プールに基づいて）。たとえば、
ｅＮＢは、モバイル中継器通信に使用される、モバイル中継器ＷＴＲＵへの４つの送信プ
ール（たとえば、ＳＡ用およびデータ用）を構成することができる。モバイル中継器ＷＴ
ＲＵは、リモートＷＴＲＵに向かうそれ自体の通信の送信のために送信プールのうちの１
つを使用すると判断することができる。その後、残りの送信プールは、リモートＷＴＲＵ
の送信に使用され得る。リモートＷＴＲＵの一部またはグループが、残りのプールに関し
て選択され得る。別の例では、モバイル中継器ＷＴＲＵは、その送信のために４つすべて
のプールを使用し、単一の受信プールを用いて各リモートＷＴＲＵを構成することができ
る。その後、モバイル中継器ＷＴＲＵは、送信の所期の受信側であるリモートＷＴＲＵの
ために使用すべき送信プールを選択することができる。
【０２００】
　リモートＷＴＲＵの数がプールの数より多い場合に、選択は、ある種の割当に基づいて
実行され得る。割当は、ほぼ同一数のリモートＷＴＲＵが各残りのプールに割り当てられ
ることを保証するための、各残りのプールへの複数のＷＴＲＵのランダム割当とすること
ができる。優先順位は、リモートＷＴＲＵおよび／またはモバイル中継器ＷＴＲＵの送信
の期待されるローディングに基づくものとすることができる。リモートＷＴＲＵおよび／
またはモバイル中継器ＷＴＲＵの送信の期待されるローディングは、ｅＮＢからおよび／
またはモバイル中継器ＷＴＲＵ内のレイヤから入手され得る。相対的に等しい量のトラフ
ィック送信負荷が、送信プールに割り当てられ得る。たとえば、大きいトラフィック期待
値を有するＷＴＲＵは、単独でプール内にあるものとすることができる。より小さいトラ
フィック期待値を有する複数のＷＴＲＵのセットが、別のプールに割り当てられ得る。
【０２０１】
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　ｅＮＢは、モバイル中継器ＷＴＲＵに１つまたは複数のプールを送ることができる。単
一のプールが、複数のリモートＷＴＲＵの中で副分割され得る。この副分割は、モバイル
中継器ＷＴＲＵによって行われ得る。この副分割は、ｅＮＢによって行われ得る。プール
は、ある種の割当に基づいて副分割され得る。割当は、許可されるＴ－ＲＰＴのセットを
リモートＷＴＲＵに割り振ることとすることができる。たとえば、リモートＷＴＲＵは、
ある値のｋまたはＴ－ＲＰＴインデックスのあるセットを使用するように制限され得る。
割当は、許可されるスケジューリング期間のセットに基づくものとすることができる。た
とえば、リモートＷＴＲＵは、別のリモートＷＴＲＵとは別個の、あるスケジューリング
期間またはスケジューリング期間のセットを割り当てられ得る。割当は、許可される周波
数リソースのセットに基づくものとすることができる。たとえば、ＷＴＲＵによって使用
され得るＤ２Ｄサブフレーム内の許容可能な周波数リソースは、別のＷＴＲＵによって使
用され得る許容可能な周波数リソースとは別個とすることができる。割当は、ホッピング
パターンに基づくものとすることができる。たとえば、リモートＷＴＲＵによって使用さ
れる選択されたホッピングパターンは、異なるリモートＷＴＲＵの実際に選択されたリソ
ースが別個になり得るようなものとすることができる。
【０２０２】
　モバイル中継器ＷＴＲＵおよび／またはｅＮＢは、ある種の判断基準に基づいてリソー
スプールの分離を選択することができる。判断基準は、リモートＷＴＲＵ送信の相対負荷
を含むことができる。たとえば、モバイル中継器ＷＴＲＵおよび／またはｅＮＢは、各副
分割の負荷がお互いに対して相対的に等しくなるように、様々な負荷を有する複数のリモ
ートＷＴＲＵを副分割に割り当てることによって、各副分割の相対的に等しい負荷を保証
することができる。判断基準は、リモートＷＴＲＵまたはリモートＷＴＲＵトラフィック
の優先順位を含むことができる。たとえば、高優先順位ＷＴＲＵは、他のＷＴＲＵとの干
渉を回避するために、それら自体の副分割または少数の他のＷＴＲＵを有する副分割を与
えられ得る。判断基準は、ある種の固定された／静的なルールを含むことができる。たと
えば、副分割は、固定された数のＷＴＲＵに割り当てられ得る。
【０２０３】
　Ｄ２Ｄ通信のリソースのスケジューリングは、モバイル中継器送信に関するモード１リ
ソースプール構成およびリモートＷＴＲＵ送信に関するモード２リソースプール構成を介
して達成され得る。ｅＮＢは、モバイル中継器送信（たとえば、モバイル中継器ＷＴＲＵ
からリモートＷＴＲＵへのリソースの送信）にモード１を使用し続けることができる。ｅ
ＮＢは、リモートＷＴＲＵがモード２を使用してモバイル中継器ＷＴＲＵに送信すること
を可能にすることができる。たとえば、モバイル中継器ＷＴＲＵは、主として、ブロード
キャストトラフィックおよびリモートＷＴＲＵからｅＮＢへの一部のアップリンクトラフ
ィックに使用され得る。リモートＷＴＲＵからｅＮＢへのアップリンクトラフィックは、
ネットワークまたはアプリケーションサーバへの１対１通信リンクを含むことができる。
ｅＮＢは、リモートＷＴＲＵによる受信およびリモートＷＴＲＵによる送信に使用される
リソースプールを構成することができる。リソースプールは、リモートＷＴＲＵに転送さ
れ得る。その後、ｅＮＢは、ＤＣＩフォーマット５を介してモバイル中継器による送信を
スケジューリングすることができる。
【０２０４】
　サービス継続性は、様々な手法によって維持され得る。モバイル中継器ＷＴＲＵおよび
／またはリモートＷＴＲＵは、リモートＷＴＲＵのサービス継続性を維持するためにある
種の手順を実施することができる。サービス継続性は、様々な状況で維持され得る。モバ
イル中継器が、ｅＮＢへの接続を失う場合がある。たとえば、リモート／モバイル中継器
ＷＴＲＵが、ｅＮＢのカバレージ外に進む場合がある。モバイル中継器が、ｅＮＢによっ
て使用不能にされる場合がある。リモートＷＴＲＵは、あるモバイル中継器の使用から別
のモバイル中継器に移転することができる。リモートＷＴＲＵは、ｅＮＢとのカバレージ
内接続とモバイル中継器を介する接続との間で推移することができる。たとえば、推移は
、ＵｕとＰＣ５との間の推移に関するものとすることができる。モバイル中継器ＷＴＲＵ
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が、あるｅＮＢから別のｅＮＢにハンドオーバされる場合がある。ｅＮＢは、これらの手
順を支援しまたは制御することができる。
【０２０５】
　サービス継続性は、モバイル中継器がｅＮＢとの接続を失うときに維持され得る。モバ
イル中継器ＷＴＲＵは、モバイル中継器ＷＴＲＵがｅＮＢ接続の消失を検出するときに、
ＰＣ５を介して通知を送ることができる。モバイル中継器ＷＴＲＵは、モバイル中継器Ｗ
ＴＲＵがｅＮＢのカバレージを去りつつある可能性があると決定するときに、リモートＷ
ＴＲＵに通知または情報を送ることができる。Ｕｕ消失通知は、ＰＣ５を介しておよび／
またはディスカバリトランスポートもしくは通信トランスポートを介して送られ得る。Ｕ
ｕ消失通知は、ＭＡＣ　ＣＥを備えることができる。Ｕｕ消失通知は、ＰＨＹレイヤシグ
ナリングを使用して送られ得る。たとえば、Ｕｕ消失通知は、Ｄ２ＤＳＳまたは他のチャ
ネルの一部としてＰＨＹレイヤシグナリングを使用して送られ得る。Ｕｕ消失通知は、Ｒ
ＲＣレイヤ制御シグナリングを使用して送られ得る。モバイル中継器ＷＴＲＵは、リモー
トＷＴＲＵにメッセージを独立に送ることができる。モバイル中継器ＷＴＲＵは、メッセ
ージを送るのにモバイル中継器固有ブロードキャスト機構を使用することができる。
【０２０６】
　Ｕｕ消失通知は、ある種のトリガに応答して送られ得る。トリガは、モバイル中継器に
よって見られるＵｕインターフェースの信号品質を含むことができる。たとえば、Ｕｕイ
ンターフェースの信号品質は、ダウンリンク信号品質の既存のＬＴＥ測定値を介してモバ
イル中継器によって見られ得る。トリガは、ＲＲＣ再確立手順のトリガを含むことができ
る。トリガは、固定され、かつ／またはシグナリングを介してネットワークによって構成
され得る。たとえば、シグナリングは、Ｕｕを介するＲＲＣシグナリングを含むことがで
きる。モバイル中継器ＷＴＲＵは、モバイル中継器のモバイル中継器動作が停止され得る
ことを示す明示的なメッセージがｅＮＢから受信されるときに、リモートＷＴＲＵに送ら
れるＵｕ消失通知をトリガすることができる。
【０２０７】
　Ｕｕ消失通知をトリガする、モバイル中継器ＷＴＲＵの挙動および／または測定された
信号品質のしきい値は、ネットワークによってセットされ得る。ネットワークは、Ｕｕ消
失通知が信号品質の一時的低下に関してトリガされることを回避するために、しきい値お
よび潜在的なヒステリシス値をセットすることができる。ネットワークは、複数のしきい
値を構成することができる。複数のしきい値は、リモートＷＴＲＵ内の異なる挙動をトリ
ガするのに使用され得る。挙動は、Ｕｕ消失通知と一緒にリモートＷＴＲＵに通信され得
る。たとえば、モバイル中継器によって測定されたＵｕ信号品質が、劣悪であるか、ヒス
テリシスを超える時間にわたってしきい値未満であると決定される場合に、モバイル中継
器ＷＴＲＵは、挙動を実行するための表示と一緒に、Ｕｕ消失通知をＰＣ５インターフェ
ースを介してリモートＷＴＲＵに送ることができる。しきい値が超えられないが、別のし
きい値が超えられる場合には、Ｕｕ消失通知は、それでも、別の挙動を実行するための表
示と共にではあるが、送られ得る。
【０２０８】
　Ｕｕ消失通知の受信時に、リモートＷＴＲＵは、ある種のアクションを実行することが
できる。Ｕｕ消失通知と共に示される挙動パラメータは、リモートＷＴＲＵがどの挙動ま
たは挙動の組合せを行えるのかを指図するのに使用され得る。リモートＷＴＲＵは、別の
モバイル中継器のディスカバリを開始することができる。たとえば、それは、モデルＢデ
ィスカバリ要請を送信し、異なるモバイル中継器からのモデルＢディスカバリ応答をリス
ンし始めることができる。リモートＷＴＲＵは、モバイル中継器再選択手順をイニシエー
トすることができる。リモートＷＴＲＵは、モバイル中継器ＷＴＲＵからのモデルＡディ
スカバリアナウンスをリスンすることができる。リモートＷＴＲＵは、モバイル中継器か
ら送られたディスカバリメッセージに基づいて、使用可能な異なるモバイル中継器のリン
ク品質（たとえば、ＰＣ５上の）を測定し、測定値を上位レイヤに送り始めることができ
る。リモートＷＴＲＵの上位レイヤは、下位レイヤによって供給される測定値と一緒に、
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モバイル中継器選択を実行することができる。リモートＷＴＲＵは、選択されたモバイル
中継器ＷＴＲＵとの１対１通信の確立を試みることができる。
【０２０９】
　以下は、リモートＷＴＲＵ内の異なる挙動をトリガするための複数のしきい値の使用の
例とすることができる。たとえば、しきい値が超えられる場合に、リモートＷＴＲＵは、
別のモバイル中継器のディスカバリを開始し、モデルＡディスカバリアナウンスをリスン
し、リンク品質を測定し、モバイル中継器選択を待つことができる。別のしきい値が超え
られる場合に、リモートＷＴＲＵは、別のモバイル中継器のディスカバリを開始し、モデ
ルＡディスカバリアナウンスをリスンし、リンク品質を測定し、モバイル中継器選択を待
ち、選択されたモバイル中継器ＷＴＲＵとの１対１通信の確立を試みることができる。別
のしきい値が超えられ、複数のアクティビティが、以前のＵｕ消失通知の受信に基づいて
実行済みである場合に、リモートＷＴＲＵは、既に選択されているモバイル中継器に基づ
いて、選択されたモバイル中継器ＷＴＲＵとの１対１通信の確立を試みることができる。
【０２１０】
　モバイル中継器ＷＴＲＵは、Ｕｕ消失通知と一緒にｅＮＢによって供給された情報をリ
モートＷＴＲＵに送ることができる。ｅＮＢは、モバイル中継器の通常動作中および／ま
たはｅＮＢとの劣悪な接続中に、リモートＷＴＲＵに情報を供給することができる。
【０２１１】
　モバイル中継器の通常動作中に、ｅＮＢは、モバイル中継器ＷＴＲＵがカバレージ外に
進む場合にリモートＷＴＲＵが接続しているモバイル中継器を置換できる候補ＷＴＲＵ　
ＩＤのリストをモバイル中継器ＷＴＲＵに送ることができる。リストは、ｅＮＢによって
周期的に更新され、モバイル中継器ＷＴＲＵに送られ得る。リストは、Ｕｕインターフェ
ース上でＲＲＣシグナリングを介して送られ得る。リストは、機能によって更新され、Ｐ
Ｃ３インターフェースを介して送られ得る。
【０２１２】
　劣悪な無線条件および／またはｅＮＢとの接続問題の検出時に、モバイル中継器ＷＴＲ
Ｕは、モバイル中継器のカバレージの消失をシグナリングするためにＤ２Ｄ制御メッセー
ジを（たとえばＰＣ５を介して）送信するように構成され得る。カバレージの消失を示す
のに使用されるＤ２Ｄ制御メッセージは、Ｄ２Ｄ　Ｕｕバックホール消失制御メッセージ
と呼ばれる場合がある。劣悪な無線条件および／または接続問題は、ＲＬＦ条件がトリガ
されるとき、Ｔ３１０、Ｔ３１１、もしくはＴ３０１のうちの１つまたは複数が走行して
いるとき、Ｔ３００が満了したとき、および／またはモバイル中継器ＷＴＲＵが例外リソ
ースを使用するときに検出され得る。Ｄ２Ｄ　Ｕｕバックホール消失制御メッセージは、
リモートＷＴＲＵにブロードキャストされ得る。たとえば、ブロードキャストは、事前に
定義された送信先アドレスを使用することができる。制御メッセージは、１対１通信経路
を使用してリモートＷＴＲＵに個別に送られ得る。たとえば、１対１通信経路は、専用の
ＷＴＲＵ　ＩＤを含むことができる。Ｄ２Ｄ　Ｕｕバックホール消失制御メッセージは、
ある種の情報を含むことができる。Ｄ２Ｄ　Ｕｕバックホール消失制御メッセージは、カ
バレージ表示の消失を含むことができる。Ｄ２Ｄ　Ｕｕバックホール消失制御メッセージ
は、リモートＷＴＲＵがサービスを継続するための接続を確立することを試行することの
できる提案されるＷＴＲＵ　ＩＤを含むことができる。ＷＴＲＵ　ＩＤは、モバイル中継
器ＷＴＲＵがｅＮＢに接続されるときにｅＮＢによってモバイル中継器ＷＴＲＵに周期的
に供給され得る。ＷＴＲＵ　ＩＤは、問題のモバイル中継器ＷＴＲＵがｅＮＢとの接続を
失いつつあるときに供給され得る。Ｄ２Ｄ　Ｕｕバックホール消失制御メッセージは、モ
バイル中継器ＷＴＲＵと通信するのに使用され得るリソースまたはリソースプールのリス
トを含むことができる。たとえば、リモートＷＴＲＵは、完全なディスカバリ手順を実行
せずに、モバイル中継器ＷＴＲＵとの１対１通信を直接確立するように求められ得る。ｅ
ＮＢは、１対１通信を好む可能性がある。１対１通信のためのプールは、事前に構成され
たプールとは異なるものとすることができる。
【０２１３】
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　リモートＷＴＲＵは、モバイル中継器によるｅＮＢのカバレージの消失をシグナリング
するＤ２Ｄ　Ｕｕバックホール消失制御メッセージを受信することができる。リモートＷ
ＴＲＵは、ディスカバリおよび／または置換モバイル中継器として働くことのできる提案
されたＷＴＲＵとの１対１通信をイニシエートすることができる。ｅＮＢは、リモートＷ
ＴＲＵをサポートするために、置換モバイル中継器にその役割を知らせることができる。
ｅＮＢは、適当なリソースを用いて置換モバイル中継器を構成することができる。たとえ
ば、置換モバイル中継器は、リモートＷＴＲＵに接続する前に、同一の一時モバイルグル
ープ識別（ＴＭＧＩ）の監視を開始するように求められる場合がある。置換モバイル中継
器は、ＴＭＧＩおよび／またはＥ－ＵＴＲＡＮセルグローバル識別子（ＥＣＧＩ）の送信
を開始することができる。たとえば、ディスカバリおよび／または置換ＷＴＲＵとの１対
１通信をイニシエートすることによる事前構成は、置換モバイル中継器ＷＴＲＵが、リモ
ートＷＴＲＵによってイニシエートされた接続手順より前にブロードキャストデータをバ
ッファリングすることを可能にすることができる。
【０２１４】
　サービス継続性は、モバイル中継器がｅＮＢによって使用不能にされるときに維持され
得る。ｅＮＢは、モバイル中継器コンテキスト転送を可能にすることができる。ｅＮＢは
、リモートＷＴＲＵのセットがモバイル中継器から切断することを強制するためにＵｕ消
失通知をトリガすることができる。ｅＮＢは、モバイル中継器ＷＴＲＵとｅＮＢとの間の
接続の品質に基づいてモバイル中継器ＷＴＲＵを使用不能にしまたは非アクティブ化する
と判断することができる。たとえば、ｅＮＢは、モバイル中継器ＷＴＲＵとｅＮＢとの間
のＵｕリンクのリンク品質を評価することができる。評価は、評価する周期的に実行され
得る。品質の評価は、モバイル中継器ＷＴＲＵによってｅＮＢに送られるＵｕリンク品質
の周期的測定値に基づくものとすることができる。リンク品質の評価は、モバイル中継器
との通信の消失の検出に基づくものとすることができる。たとえば、モバイル中継器との
通信の消失は、モバイル中継器がもはやｅＮＢによって行われる送信を肯定応答しない場
合に検出され得る。リンク品質が許容可能なしきい値未満になる場合に、ｅＮＢは、モバ
イル中継器ＷＴＲＵを使用不能にすることができる。ｅＮＢは、ｅＮＢが使用不能にしま
たは非アクティブ化しようとしているモバイル中継器ＷＴＲＵの置換モバイル中継器ＷＴ
ＲＵを選択することができる。ｅＮＢは、置換モバイル中継器ＷＴＲＵに情報を転送し、
かつ／または置換モバイル中継器ＷＴＲＵを構成することができる。
【０２１５】
　ｅＮＢは、ある種の情報を置換モバイル中継器ＷＴＲＵに送ることができる。ｅＮＢは
、モバイル中継器アクティブ化メッセージを送ることができる。たとえば、ｅＮＢは、置
換モバイル中継器が当初にモバイル中継器として働いていなかった場合にモバイル中継器
アクティブ化メッセージを送ることができる。モバイル中継器アクティブ化メッセージは
、モバイル中継器として振る舞い始め、モデルＡアナウンスメントメッセージを送信し始
め、かつ／またはモデルＢ要請メッセージをリスンし始めるようにＷＴＲＵをトリガする
ことができる。ｅＮＢは、モバイル中継器転送表示を送ることができる。たとえば、ｅＮ
Ｂは、置換モバイル中継器ＷＴＲＵがモバイル中継器として振る舞っており、異なるおよ
び／または追加のリモートＷＴＲＵのために働き始めることができる場合に、モバイル中
継器転送表示を送ることができる。ｅＮＢは、モバイル中継器によってサービスされるリ
モートＷＴＲＵのリストを送ることができる。リストは、リモートＷＴＲＵの識別子（た
とえば、Ｌ２　ＩＤ、ＰＨＹレイヤＩＤ、および／または類似物）を含むことができる。
リストは、置換モバイル中継器ＷＴＲＵに転送されているリモートＷＴＲＵを含むことが
できる。ｅＮＢは、モバイル中継器ＷＴＲＵがＤ２Ｄ通信またはＤ２Ｄディスカバリを送
信するのに使用できるリソースまたはリソースプールを送ることができる。ｅＮＢは、モ
バイル中継器ＷＴＲＵがＤ２Ｄ通信またはＤ２Ｄディスカバリをその上でリスンすること
のできるリソースまたはリソースプールを送ることができる。たとえば、置換モバイル中
継器ＷＴＲＵは、非アクティブ化されたモバイル中継器によって使用されたリソースプー
ルを使用し始めることができる。置換モバイル中継器ＷＴＲＵは、リモートＷＴＲＵとの
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送信／受信のためにリソースプールを使用することができる。ｅＮＢは、リモートＷＴＲ
Ｕに供給されるサービスおよびそれらのサービスに関連付けられたコンテキスト情報を送
ることができる。たとえば、非アクティブ化されたモバイル中継器が、ブロードキャスト
情報を供給するためにＴＭＧＩを監視していた場合がある。置換モバイル中継器は、同一
のＴＭＧＩを監視してもしなくてもよい。ｅＮＢは、置換モバイル中継器ＷＴＲＵに以下
の情報のうちの１つまたは複数を示すことができる。ｅＮＢは、モバイル中継器ＷＴＲＵ
が監視するように構成され得るＴＭＧＩを置換モバイル中継器ＷＴＲＵに示すことができ
る。たとえば、置換モバイル中継器ＷＴＲＵが監視するように構成され得るＴＭＧＩが、
非アクティブ化されるモバイル中継器が監視していた可能性があるＴＭＧＩとは異なる場
合がある。ｅＮＢは、ＰＣ５送信のためのグループＩＤを置換モバイル中継器に示すこと
ができる。ＰＣ５送信のためのグループＩＤは、リモートＷＴＲＵにｅＭＢＭＳデータを
送るために通信するのに、使用不能にされるモバイル中継器によって使用されていた可能
性がある。リモートＷＴＲＵは、異なるＴＭＧＩ監視要求を置換モバイル中継器に発行し
てもしなくてもよい。ｅＮＢは、ＴＭＧＩのブロードキャストを受信しているリモートＷ
ＴＲＵの特定のＩＤ（たとえば、Ｌ２　ＩＤ、ＰＨＹ　ＩＤ、および／または類似物）を
置換モバイル中継器に示すことができる。ｅＮＢは、モバイル中継器ブロードキャスト機
構に使用されるアドレスを置換モバイル中継器に示すことができる。
【０２１６】
　置換モバイル中継器ＷＴＲＵは、モバイル中継器アクティブ化メッセージおよび／また
はモバイル中継器転送メッセージを受信することができる。置換モバイル中継器ＷＴＲＵ
は、ある種のアクションを実行することができる。置換モバイル中継器ＷＴＲＵは、モバ
イル中継器アクティブ化メッセージが受信される場合に、モデルＡアナウンスメントの送
信またはモデルＢ要請メッセージのリスンおよびこれに対する応答を開始することができ
る。置換モバイル中継器ＷＴＲＵは、ｅＮＢが置換モバイル中継器ＷＴＲＵに示したＴＭ
ＧＩの監視を開始することができる。置換モバイル中継器ＷＴＲＵは、関連付けられたグ
ループＩＤを使用してＰＣ５上でＴＭＧＩに関してＵｕインターフェースから読み取られ
たブロードキャスト情報の送信を開始することができる。置換モバイル中継器ＷＴＲＵは
、ＰＣ５通信にグループＩＤを使用することができる（たとえば、ｅＮＢによって示され
たもの）。置換モバイル中継器ＷＴＲＵは、将来のブロードキャスト制御メッセージ（た
とえば、本明細書で説明されるＵｕ消失通知メッセージ）を送信することができる。置換
モバイル中継器ＷＴＲＵは、それが以前に使用したブロードキャストアドレスを使用する
ことができ、置換モバイル中継器ＷＴＲＵは、使用不能にされるモバイル中継器によって
使用されていたブロードキャストアドレスを使用することができる。置換モバイル中継器
ＷＴＲＵは、使用不能にされるモバイル中継器によってサービスされたリモートＷＴＲＵ
にブロードキャストメッセージを送ることができる。ブロードキャストメッセージは、リ
モートＷＴＲＵが、それらの監視されるブロードキャスト制御アドレスを置換モバイル中
継器ＷＴＲＵのブロードキャスト制御アドレスに変更できることを示すことができる。
【０２１７】
　置換モバイル中継器ＷＴＲＵがセットアップされた後に、ｅＮＢは、ｅＮＢが使用不能
にしようとしているモバイル中継器にモバイル中継器非アクティブ化メッセージを送るこ
とができる。ｅＮＢが使用不能にしようとしているモバイル中継器は、モバイル中継器非
アクティブ化メッセージを受信することができる。ｅＮＢが使用不能にしようとしている
モバイル中継器は、モデルＡディスカバリメッセージの送出を停止することができる。ｅ
ＮＢが使用不能にしようとしているモバイル中継器は、モデルＢ要請メッセージへの応答
を停止することができる。進行中のモバイル中継器動作は、停止され得る。たとえば、ｅ
ＮＢが使用不能にしようとしているモバイル中継器との１対１通信は、停止され得る。ｅ
ＮＢが使用不能にしようとしているモバイル中継器は、そのモバイル中継器動作に関する
ＴＭＧＩのブロードキャストの監視を停止することができる。ｅＮＢが使用不能にしよう
としているモバイル中継器は、ＰＣ５リンクを介するブロードキャストデータの送信を停
止することができる。
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【０２１８】
　モバイル中継器ＷＴＲＵが使用不能にされ、ｅＮＢが、リモートＷＴＲＵの情報を異な
るおよび／または追加のモバイル中継器に転送する場合に、Ｕｕ消失通知メッセージが、
ｅＮＢが使用不能に使用としているモバイル中継器によって送られ得る。送信（たとえば
、モバイル中継器ＷＴＲＵによる）および受信（たとえば、リモートＷＴＲＵによる）に
関する挙動が、適用可能とすることができる。
【０２１９】
　サービス継続性は、リモートＷＴＲＵがモバイル中継器から別のモバイル中継器に移転
するときに維持され得る。モバイル中継器リンクの置換および終了が、実行され得る。セ
ッション継続性および／またはアドレス維持が、アプリケーションレイヤで実行され得る
。たとえば、セッション継続性および／またはアドレス維持は、リモートＷＴＲＵが、リ
モートＷＴＲＵと以前のモバイル中継器との間のリンクのリンク品質に基づいて異なるモ
バイル中継器（たとえば、再選択されたモバイル中継器）への再選択を実行できるときに
、実行され得る。再選択されたモバイル中継器は、以前のもしくは現在のモバイル中継器
選択および／または以前のモバイル中継器とのリンクの終了について通知され得る。
【０２２０】
　リモートＷＴＲＵは、異なるモバイル中継器（たとえば、再選択されたモバイル中継器
）への再選択を実行すると判断することができる。リモートＷＴＲＵは、解除されようと
しているモバイル中継器リンクに関する情報を送ることができる。リモートＷＴＲＵは、
再選択されたモバイル中継器にモバイル中継器リンク転送表示を送ることができる。モバ
イル中継器リンク転送表示および情報は、アドレスを予約するためにモビリティ管理ゲー
トウェイまたはサービングゲートウェイ（ＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ）に転送され得る。異なるお
よび／または追加のベアラが、再選択されたモバイル中継器を介して確立され得る。モバ
イル中継器リンク転送表示および情報は、既存のＰＤＮ接続を維持するためにＭＭＥ／Ｓ
－ＧＷに転送され得る。モバイル中継器リンク転送表示および情報は、１対１通信の接続
の確立中に送られ得る。モバイル中継器リンク転送表示および情報は、リモートＷＴＲＵ
とモバイル中継器ＷＴＲＵとの間の、ディスカバリと１対１通信確立との間のあるときに
発生する追加のメッセージ交換中に送られ得る。
【０２２１】
　手順が、サービス継続性のために使用され得る。この手順は、解除されようとしている
モバイル中継器リンクに関する情報と一緒のモバイル中継器リンク転送表示の送出と、再
選択されたモバイル中継器とのリンクが確立されるときの、解除されようとしているモバ
イル中継器リンクの終了とを組み込むことができる。この手順は、複数のステップを含む
ことができる。以下は、一例とすることができる。
【０２２２】
　リモートＷＴＲＵは、ＥＰＣを用いて、ＰＤＮ接続が関連付けられるモバイル中継器と
の接続を確立済みである場合がある。リモートＷＴＲＵは、本明細書で説明したトリガに
基づいて、別のモバイル中継器（たとえば、再選択されたモバイル中継器）への再選択を
イニシエートすることができる。リモートＷＴＲＵは、再選択されたモバイル中継器への
１対１接続をイニシエートすることができる。リモートＷＴＲＵは、１対１接続確立中に
、接続がモバイル中継器とのリンクを置換するために確立されつつあることを示すことが
できる。リモートＷＴＲＵは、モバイル中継器に関する情報を示し、かつ／またはモバイ
ル中継器リンク転送を示すことができる。この表示は、リモートＷＴＲＵのＩＰアドレス
、リモートＷＴＲＵの識別（たとえば、Ｌ２　ＩＤ、ＰＨＹレイヤＩＤ、および／または
類似物）、およびモバイル中継器１の識別子（たとえば、Ｌ２　ＩＤ、ＰＨＹレイヤＩＤ
、または送信先グループＩＤ）のうちの１つまたは複数を含むことができる。この表示は
、ＰＣ５シグナリングプロトコルを介してまたは上位レイヤメッセージを介して転送され
得る。下位レイヤからの情報は、異なるモバイル中継器に接続する判断が行われた後に、
リモートＷＴＲＵの上位レイヤによって入手され得る。再選択されたモバイル中継器は、
ＮＡＳシグナリングを介して、再選択されたモバイル中継器を介してリモートＷＴＲＵの
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パケットを再ルーティングするために、ＥＰＣ内のルーティングの再構成をトリガするこ
とができる。実際のルーティング再構成は、異なるときに実行され得る。実際のルーティ
ング再構成は、即座に実行され得、または、それは、モバイル中継器接続が再選択された
モバイル中継器に関して完全にセットアップされるまで遅延され得る。ＥＰＣ内でのルー
ティング再構成の後に、再選択されたモバイル中継器は、リモートＷＴＲＵに対するモバ
イル中継器の正しい構成を確認することができる。リモートＷＴＲＵは、モバイル中継器
との接続を解除し、リンクの解除の終了をモバイル中継器に示すことができる。終了表示
の受信時に、モバイル中継器は、以前に構成されたルート再構成を可能にするために、Ｎ
ＡＳメッセージを送ることができる。
【０２２３】
　リモートＷＴＲＵは、リモート／モバイル中継器ＷＴＲＵがモバイル中継器終了表示を
送るまで、モバイル中継器によってサービスされ続けることができる。たとえば、リモー
トＷＴＲＵは、リモートＷＴＲＵがモバイル中継器終了表示を送るまで、モバイル中継器
を介してアップリンクデータを送信し、かつ／またはモバイル中継器からダウンリンクデ
ータを受信することができる。モバイル中継器終了メッセージがモバイル中継器に送られ
るときに、リモートＷＴＲＵは、ある種の論理チャネルに関し、モバイル中継器通信にマ
ッピングされた一部のまたはすべての通信が、再選択されたモバイル中継器を介して送ら
れると仮定することができる。
【０２２４】
　モバイル中継器リンクの転送および終了は、Ｕｕ接続とＰＣ５接続との間のサービス継
続性を保証するのに使用され得る。
【０２２５】
　Ｕｕ接続とＰＣ５接続との間のサービス継続性が、維持され得る。判断基準が、モバイ
ル中継器選択および接続確立のイニシエーションに関して確立され得る。ＷＴＲＵがｅＮ
Ｂに接続されるときに、モバイル中継器接続の素早い確立は、ＷＴＲＵがサービス中断を
最小化することを可能にすることができる。たとえば、モバイル中継器接続の素早い確立
は、ＷＴＲＵがＵｕ接続を介してｅＮＢに接続される場合に、ＷＴＲＵが、Ｕｕリンクの
劣化時のサービス中断を最小化することを可能にすることができる。モバイル中継器接続
は、モバイル中継器選択および接続確立を含むことができる。ｅＮＢに接続されたＷＴＲ
Ｕは、潜在的なサービス停止に備えていくつかのステップを実行することができる。
【０２２６】
　ｅＮＢに接続されたＷＴＲＵは、モバイル中継器選択を継続的にまたは周期的に実行す
ることができる。モバイル中継器選択は、自律的またはｅＮＢの支援および／もしくは制
御を介するものとすることができる。モバイル中継器選択の周期は、ＷＴＲＵ内で静的に
構成され得る。たとえば、モバイル中継器選択の周期は、接続確立時に静的に構成され、
かつ／またはＷＴＲＵに供給され得る。モバイル中継器選択の周期は、機能内で静的に構
成され得る。モバイル中継器選択の周期は、ＲＲＣシグナリングを使用してｅＮＢによっ
て構成され得る。ＲＲＣシグナリングは、専用またはブロードキャストとすることができ
る。モバイル中継器選択の周期は、ＷＴＲＵによるｅＮＢのリンク品質または測定値の値
に依存するものとすることができる。たとえば、モバイル中継器選択の異なる頻度が、測
定されたＵｕリンク品質の異なる範囲にあてはまることができる。ＷＴＲＵは、最新の選
択されたモバイル中継器の情報を維持し、ある種のトリガの発生に基づいてモバイル中継
器選択をイニシエートするためにその情報を利用することができる。たとえば、トリガは
、モバイル中継器への移動とすることができる。トリガに応答して、ＷＴＲＵは、最後の
選択されたモバイル中継器とのモバイル中継器接続を試みることができる。モバイル中継
器接続が成功した後に、ＷＴＲＵは、関係するＵｕトラフィックを選択されたモバイル中
継器ＷＴＲＵに移動することができる。
【０２２７】
　ｅＮＢに接続されたＷＴＲＵは、トリガの発生時に選択プロセスを開始し、その後、別
のトリガの発生時に、接続確立および選択されたモバイル中継器への移動を実行すること
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ができる。
【０２２８】
　ｅＮＢに接続されたＷＴＲＵは、周期的にまたはあるトリガに基づいて、モバイル中継
器との接続確立を実行することができる。ＷＴＲＵは、別のトリガが発生するまで、Ｕｕ
接続を介して一部のまたはすべてのトラフィックを送り続けることができる。接続は、無
期限に維持され、または、モバイル中継器の潜在的な選択または潜在的なモバイル中継器
再選択に基づいて周期的に解除され、再確立され得る。データは、データ転送トリガが発
生するまで、アクティブモバイル中継器接続を介して送られても送られなくてもよい。周
期的なキープアライブメッセージが、モバイル中継器接続の品質を維持するために接続を
介して送信され得る。周期的なキープアライブメッセージは、異なるモバイル中継器への
再選択を促すために送信され得る。たとえば、キープアライブメッセージは、受信器に中
継器接続の品質を測定させ、別のモバイル中継器への再選択が実行され得るかどうかを判
断させるために、モバイル中継器ＷＴＲＵまたはリモートＷＴＲＵによって送られるディ
スカバリメッセージまたは通信メッセージを備えることができる。キープアライブメッセ
ージは、有効なデータを含んでも含まなくてもよい、アプリケーション制御メッセージま
たはＡＳメッセージとすることができる。そのようなメッセージは、意図された受信され
るものによって期待され得、そのようなメッセージの不在は、再選択をトリガすることが
できる。そのようなメッセージは、ＰＨＹ信号または基準信号をも備え、受信器がモバイ
ル中継器接続の信号品質を測定することを可能にすることができる。
【０２２９】
　トリガは、以下のうちの１つまたは複数を含むことができる。トリガは、ｅＮＢによる
直接命令を含むことができる。たとえば、ｅＮＢによる直接命令は、メッセージを介する
ものとすることができる。メッセージは、ＲＲＣＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセ
ージを含むことができる。トリガは、ＷＴＲＵによって測定されたＵｕ品質がしきい値未
満になる可能性があることの表示を含むことができる。トリガは、下位レイヤが同期はず
れおよび／または無線リンク障害を宣言することを含むことができる。トリガは、ＲＲＣ
接続再確立失敗および／またはＲＲＣ接続再確立に関連付けられたタイマの満了を含むこ
とができる。トリガは、ＲＬＣ回復不能エラーを含むことができる。トリガは、ハンドオ
ーバ失敗を含むことができる。
【０２３０】
　接続確立通知および解放に関するある種の手順が、実施され得る。リモートＷＴＲＵは
、ネットワーク内カバレージとモバイル中継器接続との間で移動することができる。リモ
ートＷＴＲＵは、ネットワーク内カバレージとモバイル中継器接続との間での推移をイニ
シエートすることができる。リモートＷＴＲＵは、ｅＮＢによって、ネットワーク内カバ
レージとモバイル中継器接続との間で推移するように促され得る。たとえば、リモートＷ
ＴＲＵは、ネットワーク内カバレージからモバイル中継器接続に移動することができる。
リモートＷＴＲＵは、ネットワーク／アプリケーションサーバ／リモートＷＴＲＵ内の上
位レイヤに、リモートＷＴＲＵがカバレージを去ったことを通知することができる。上側
レイヤは、データが異なる接続／ベアラ／ＩＰアドレスを介して送られ得るときに通知さ
れ得る。ＡＳは、異なる接続をイニシエートすることができる。
【０２３１】
　ネットワーク内カバレージからモバイル中継器接続に移動するときに、リモートＷＴＲ
Ｕは、それがモバイル中継器ＷＴＲＵへの接続を確立した後に、モバイル中継器接続が成
功であったことをｅＮＢに通知することができる。Ｕｕインターフェース上のＲＲＣ接続
および／またはＵＴＲＡＮを介するＥＰＣ接続は、解放され得る。ＥＰＣからのデータの
転送は、モバイル中継器接続を介して開始され得る。ＷＴＲＵは、モバイル中継器に接続
するときにある種の手順／プロセスに従うことができる。
【０２３２】
　たとえば、リモートＷＴＲＵは、モバイル中継器選択をイニシエートすることができる
。モバイル中継器選択は、ネットワークによって支援され得る。リモートＷＴＲＵは、１
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対１確立接続中にｅＮＢとのそのＲＲＣ接続に関する情報をモバイル中継器ＷＴＲＵに（
たとえば、ＰＣ５接続を介して）送ることができる。ｅＮＢとのＲＲＣ接続に関する情報
は、モバイル中継器ＷＴＲＵがＥ－ＵＴＲＡＮ接続からのトラフィック／セッションの転
送をイニシエートすることを可能にするために、上位レイヤシグナリングの一部として送
られ得る。ｅＮＢとのＲＲＣ接続に関する情報は、モバイル中継器ＷＴＲＵへの接続を試
みているリモートＷＴＲＵの識別子（たとえば、Ｌ２　ＩＤ、ＰＨＹ　ＩＤ、３ＧＰＰ　
ＩＤ、および／または類似物）を含むことができる。ｅＮＢとのＲＲＣ接続に関する情報
は、以前にＥ－ＵＴＲＡＮ接続によって割り当てられたリモートＷＴＲＵのアドレスを含
むことができる。ｅＮＢとのＲＲＣ接続に関する情報は、そのトラフィックがＰＣ５を介
して転送されている、Ｅ－ＵＴＲＡＮ上の無線ベアラの識別を含むことができる。ｅＮＢ
とのＲＲＣ接続に関する情報は、リモートＷＴＲＵが接続されたｅＮＢの識別を含むこと
ができる。
【０２３３】
　リモートＷＴＲＵは、接続確立成功を受信することができる。リモートＷＴＲＵは、モ
バイル中継器ＷＴＲＵがネットワークアクセスのために正しく構成されたことを示すこと
ができる。リモートＷＴＲＵは、モバイル中継器接続の成功裡の確立についてｅＮＢに通
知するためにｅＮＢにメッセージを送ることができる。モバイル中継器ＷＴＲＵは、リモ
ートＷＴＲＵの代わりに、ｅＮＢとのＵｕリンクを介してメッセージを送ることができる
。メッセージは、様々な情報を含むことができる。メッセージは、モバイル中継器ＷＴＲ
Ｕの識別を含むことができる。メッセージは、モバイル中継器ＷＴＲＵのために働くｅＮ
Ｂの識別を含むことができる。メッセージは、モバイル中継器ＷＴＲＵと通信するのに使
用されるリソース情報（たとえば、リソースプール）を含むことができる。メッセージは
、モバイル中継器ＷＴＲＵのタイミング情報（たとえば、同期ソース情報）を含むことが
できる。メッセージは、リモートＷＴＲＵのために働くｅＮＢに関するタイミングの差を
含むことができる。メッセージは、プロトコル状況または構成情報（たとえば、ＰＤＣＰ
状況、シーケンス番号、および／または構成情報）を含むことができる。
【０２３４】
　リモートＷＴＲＵは、ある種のアクションを実行することができる。アクションは、メ
ッセージを送った後にＲＲＣ接続を自律的に解放することを含むことができる。アクショ
ンは、モバイル中継器ＷＴＲＵに転送されているサービスのために使用されていた無線ベ
アラに関連付けされた一部のまたはすべての情報を削除することを含むことができる。ア
クションは、ＲＲＣ接続を解放しまたはベアラを解除するためのｅＮＢからの明示的な信
号を待つことを含むことができる。たとえば、ｅＮＢは、ＲＲＣ接続を解放するようにリ
モートＷＴＲＵにシグナリングし、解放がモバイル中継器ＷＴＲＵに接続するためのもの
であることを示すメッセージを送ることができる。アクションは、判断基準が満足される
まで、一部のまたはすべてのサービスにＵｕ接続を使用し続けることを含むことができる
。判断基準は、ＲＲＣ接続の解放および／またはＵｕ無線ベアラの解除と、モバイル中継
器ＷＴＲＵを介する通信とに関するものとすることができる。判断基準のいくつかの例は
、ＲＳＲＰしきい値、カバレージ外の検出、ＲＬＦ、および／または類似物である。アク
ションは、異なるＰＣ５リンクおよび／または関連付けられたベアラの存在について上側
レイヤに通知することを含むことができる。アクションは、接続確立成功の受信時にリモ
ートＷＴＲＵによって実行され得る。リモートＷＴＲＵは、アプリケーションデータを送
るのに異なるＰＣ５および／または関連付けられたベアラを使用することができる。リモ
ートＷＴＲＵは、Ｕｕリンクベアラを使用してもしなくてもよい。アクションは、Ｕｕ無
線ベアラバッファ（たとえば、ＲＬＣ）内の送信されないデータを異なるＰＣ５ベアラに
転送するようにＡＳに通知することを含むことができる。
【０２３５】
　リモートＷＴＲＵは、ＥＰＣを用いて実行される一部のまたはすべての通信がモバイル
中継器ＷＴＲＵを介して（たとえば、ＰＣ５インターフェースを介して）達成され得るこ
とを仮定し始めることができる。リモートＷＴＲＵは、ＥＰＣを用いて実行される一部の
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またはすべての通信がＵｕインターフェースを介さない可能性があることを仮定し始める
ことができる。リモートＷＴＲＵは、特定の無線ベアラが解除されたことを仮定し始める
ことができる。
【０２３６】
　モバイル中継器接続からネットワークカバレージに移動するときに、ＷＴＲＵは、モバ
イル中継器の識別およびモバイル中継器情報をｅＮＢに供給することができる。モバイル
中継器の識別およびモバイル中継器情報のｅＮＢへの供給は、モバイル中継器ＷＴＲＵ対
モバイル中継器ＷＴＲＵ転送に類似するものとすることができる。ＷＴＲＵは、ｅＮＢと
のＲＲＣ接続を確立することができる。ＷＴＲＵは、ＥＰＣ接続をモバイル中継器からｅ
ＮＢに転送するために、ｅＮＢを介してネットワークにモバイル中継器情報を送ることが
できる。ＷＴＲＵは、異なるＥＰＣ接続を作成するためにｅＮＢを介してネットワークに
モバイル中継器情報を送ることができる。リモートＷＴＲＵは、それがネットワークカバ
レージ内にあると決定した後に、ある種の手順／プロセスに従うことができる。
【０２３７】
　リモートＷＴＲＵは、それがネットワークカバレージ内にあると決定した後に、ｅＮＢ
とのＲＲＣ接続手順をイニシエートすることができる。
【０２３８】
　リモートＷＴＲＵは、それが接続されたモバイル中継器に関する情報を送ることができ
る。情報は、ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅメッセージ
内のＮＡＳメッセージの一部として送られ得る。ｅＮＢは、アドレスに関連付けられたパ
ケットのルーティングの再構成をイニシエートするために、この情報をＭＭＥに転送する
ことができる。この情報は、モバイル中継器ＷＴＲＵの識別子（たとえば、Ｌ２　ＩＤ、
ＰＨＹレイヤＩＤ、または送信先グループＩＤ）を含むことができる。この情報は、モバ
イル中継器によって提供されるサービスのリスト（たとえば、監視されているＴＭＧＩの
リスト）を含むことができる。この情報は、モバイル中継器ＷＴＲＵによってリモートＷ
ＴＲＵに割り当てられた現在のアドレスを含むことができる。この情報は、リモートＷＴ
ＲＵの識別（たとえば、Ｌ２　ＩＤ、ＰＨＹレイヤＩＤ、および／または類似物）を含む
ことができる。この情報は、Ｄ２Ｄリンクおよび／またはモバイル中継器からｅＮＢへの
リンクに関するベアラ情報を含むことができる。この情報は、プロトコル状況および／ま
たは構成情報（たとえば、ＰＤＣＰ状況、シーケンス番号、および／または構成情報）を
含むことができる。
【０２３９】
　リモートＷＴＲＵは、モバイル中継器ＷＴＲＵから切断／解放を発行するためにモバイ
ル中継器ＷＴＲＵに終了表示を送ることができる。たとえば、終了表示は、ＲＲＣ接続の
完了および／またはｅＮＢを介するサービスの成功裡のイニシエーションの後に送られ得
る。終了表示は、様々な目的のためにモバイル中継器ＷＴＲＵによって使用され得る。終
了表示は、今はカバレージ内にあるリモートＷＴＲＵとの通信のためにモバイル中継器Ｗ
ＴＲＵ内で維持されるＤ２Ｄリソースの解放を強制するためにモバイル中継器ＷＴＲＵに
よって使用され得る。終了表示は、ｅＮＢに通知するためにモバイル中継器ＷＴＲＵによ
って使用され得る。たとえば、モバイル中継器ＷＴＲＵは、リモートＷＴＲＵがそのカバ
レージ内にあるｅＮＢとは異なるｅＮＢによってサービスされ得る。終了表示は、モバイ
ル中継器接続からＵｕ接続への転送が完了したことをネットワークに確認するためにモバ
イル中継器ＷＴＲＵによって使用され得る。
【０２４０】
　終了表示の受信時に、モバイル中継器ＷＴＲＵは、ある種のアクションを実行すること
ができる。モバイル中継器ＷＴＲＵは、リモートＷＴＲＵと通信するのに使用された可能
性がある一部のまたはすべてのリソース／プールを解放することができ、または、モバイ
ル中継器ＷＴＲＵは、そのプールを再構成することができる。たとえば、再構成は、リモ
ートＷＴＲＵがもはやＤ２Ｄリソースを使用しない可能性があるという事実に基づくもの
とすることができる。モバイル中継器ＷＴＲＵは、ｅＮＢが、リモートＷＴＲＵがそのカ
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バレージ内にあるｅＮＢとは異なる場合に、モバイル中継器のために働くｅＮＢにメッセ
ージを送ることができる。一部のリソースは、モバイル中継器のために働くｅＮＢ内で解
放され得る。リソースプールは、モバイル中継器ＷＴＲＵによって再構成され得る。モバ
イル中継器ＷＴＲＵは、Ｅ－ＵＴＲＡＮ接続を介するリモートＷＴＲＵのデータの転送を
イニシエートするために、ネットワークにＮＡＳメッセージを送ることができる。
【０２４１】
　ユーザプレーンデータ転送が実施され得る。データは、推移中のデータの消失を回避す
る形でベアラ／論理チャネルの間で転送される必要がある場合がある。Ｕｕを介して特定
のアプリケーションおよび／またはサービスのために働くＵｕ無線ベアラは、リモートＷ
ＴＲＵとモバイル中継器ＷＴＲＵとの間のＰＣ５ベアラならびにモバイル中継器とｅＮＢ
との間のＵｕ無線ベアラの組合せと置換され得る。
【０２４２】
　ある種のプロセスおよび／または手順が、推移中のデータの消失を回避するために実施
され得る。異なるプロセスおよび／または手順が、ＵｕからＰＣ５へのデータの転送およ
び／またはＰＣ５からＵｕへのデータの転送に関して実施され得る。ダウンリンクデータ
は、アップリンクデータとは異なって扱われ得る。
【０２４３】
　完全にロスレスな手法が、ＵｕからＰＣ５へのダウンリンクデータ転送を扱うために使
用され得る。たとえば、ｅＮＢは、まだ送信されていないＲＬＣ　ＰＤＵまたは送信され
たがＵｕリンク上でモバイル中継器を介して肯定応答されていないＲＬＣ　ＰＤＵを転送
することができる。ｅＮＢは、それが無線ベアラを解除する間／後にＲＬＣ　ＰＤＵを転
送し、かつ／またはＲＬＣ　ＰＤＵがそれに宛てられた送信先リモートＷＴＲＵを示すこ
とができる。ＲＬＣ　ＰＤＵの転送は、複数のステップを含むことができる。ステップは
、以下を含むことができる。
【０２４４】
　リモートＷＴＲＵは、無線ベアラのサービスがモバイル中継器を介してサポートされ得
る（たとえば、本明細書で説明されるように）ので、そのベアラが解除され得ることをｅ
ＮＢに通知することができる。無線ベアラは、ｅＮＢによって解除され得る。たとえば、
無線ベアラは、ＲＲＣ接続再構成を送ることによって、ｅＮＢによって解除され得る。ｅ
ＮＢは、ＷＴＲＵが自然にＲＬＦに移動することを可能にすることができる。ｅＮＢは、
無線ベアラをアクティブのままにし、かつ／または無線ベアラを介するデータの送信を停
止することができる。リモートＷＴＲＵは、ＲＲＣ接続再構成の受信時にＵｕ無線ベアラ
に関連付けられた一部のまたはすべてのデータを削除し、ベアラを解除することができる
。リモートＷＴＲＵは、同一のアプリケーションレイヤエンティティ宛のＰＣ５リンクを
介してデータパケットを受信する際に、Ｕｕ無線ベアラに関連付けられた一部のまたはす
べてのデータを削除することができる。リモートＷＴＲＵは、無線ベアラが解除され得る
ことの通知をｅＮＢに送った直後に、Ｕｕ無線ベアラに関連付けられた一部のまたはすべ
てのデータを削除することができる。ｅＮＢは、モバイル中継器ＷＴＲＵへのＵｕを介し
てまだ送信されていない一部のまたはすべてのＰＤＵを転送することができる（たとえば
、通知の後に）。異なるベアラが、モバイル中継器ＷＴＲＵへのＵｕを介してまだ送信さ
れていない一部のまたはすべてのＰＤＵを転送するために作成され得る。モバイル中継器
のために働いていたベアラは、モバイル中継器ＷＴＲＵへのＵｕを介してまだ送信されて
いない一部のまたはすべてのＰＤＵを転送するのに使用され得る。ｅＮＢは、アプリケー
ションサーバがパケットの生成を停止するまで、古いＷＴＲＵアドレスを有して受信され
た（たとえば、Ｕｕを介して）パケットから異なるおよび／または追加のＲＬＣを作成し
続けることができる。
【０２４５】
　モバイル中継器ＷＴＲＵは、複数のパケットがＰＣ５を介してリモートＷＴＲＵに送ら
れ得ることを知らされ得る。パケットは、ＷＴＲＵの古いアドレスを含む場合がある。パ
ケットは、リモートＷＴＲＵの識別子（たとえば、Ｌ２　ＩＤ、ＰＨＹ　ＩＤ、または他
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のＩＤ）を用いて個別に識別され得る。パケットは、ｅＮＢからモバイル中継器ＷＴＲＵ
への制御メッセージの使用を介して識別され得る。制御メッセージは、ＲＲＣ、ＰＤＣＰ
状況報告、／または類似物を含むことができる。メッセージは、ＰＤＣＰ　ＳＮ、カウン
ト値、／または類似物によって期待されるパケットを示すことができる。モバイル中継器
ＷＴＲＵは、データをルーティングするために正しいアドレスに頼っても頼らなくてもよ
い。
【０２４６】
　モバイル中継器ＷＴＲＵは、リモートＷＴＲＵに関連付けられた論理チャネル／ＰＣ５
ベアラにパケットを転送することができる。パケットは、リモートＷＴＲＵへの送信のた
めに転送され得る。パケットは、追加のおよび／または異なるパケットが、リモートＷＴ
ＲＵのために働くモバイル中継器に送信されるデータから作成される前に、転送され得る
。追加のおよび／または異なるパケットは、ＰＣ５宛の追加のおよび／または異なるＷＴ
ＲＵ　ＩＰアドレスを使用してデータから作成され得る。
【０２４７】
　リモートＷＴＲＵは、モバイル中継器ＷＴＲＵからｅＮＢによって転送されたパケット
を受信することができる。リモートＷＴＲＵは、シーケンシング／番号付けおよび上側レ
イヤへの転送を継続することができる。シーケンシング／番号付けおよび上側レイヤへの
転送は、Ｕｕ無線ベアラを介して発生していた。
【０２４８】
　時間ベースのロスレス手法が、ＵｕからＰＣ５へのダウンリンクデータ転送を扱うのに
使用され得る。たとえば、ｅＮＢは、まだ送信されていない一部のもしくはすべてのＰＤ
Ｕまたは送信されたが、それが無線ベアラを解除する前の特定の時間の間にＵｕ無線ベア
ラを介して肯定応答（たとえば、ＷＴＲＵにシグナリング）されなかったＰＤＵを送るこ
とができる。ＰＤＵの送出は、複数のステップを伴うことができる。ステップは、以下を
含むことができる。リモートＷＴＲＵは、無線ベアラが解除され得ることをｅＮＢに通知
することができる。そのベアラのサービスは、モバイル中継器を介してサポートされ得る
（たとえば、本明細書で説明されるように）。ｅＮＢは、ｅＮＢがそのバッファを空にす
るまで、Ｕｕリンクを介して一部のまたはすべてのＰＤＵを送信し続けることができる。
ｅＮＢは、ある時間期間の間に送信／再送信を試み続けることができる。ＰＤＵは、その
時間期間の満了時に破棄されまたはモバイル中継器ＷＴＲＵを介して送信され得る。ｅＮ
Ｂは、ｅＮＢがそのバッファを空にするまで、Ｕｕリンクを介して一部のまたはすべての
追加の／異なるパケットを送信し続けることができる。ｅＮＢは、ある時間期間の間に追
加の／異なるパケットの送信／再送信を試み続けることができる。追加の／異なるパケッ
トは、その時間期間の満了時に破棄されまたはモバイル中継器ＷＴＲＵを介して送信され
得る。
【０２４９】
　リモートＷＴＲＵは、ベアラがｅＮＢによって解除されるまでまたはＷＴＲＵ内で設定
された特定の時間期間の間に、ベアラを介してデータを受信し続けることができる。時間
の満了時またはベアラを解除するｅＮＢによるＲＲＣ再構成の受信時に、リモートＷＴＲ
Ｕは、対応する無線ベアラに関連付けられた一部のまたはすべてのデータを削除すること
ができる。たとえば、タイマは、ＷＴＲＵ内で事前に構成されまたはＲＲＣシグナリング
を介してｅＮＢによって構成され得る。
【０２５０】
　ロスレスすなわち冗長な手法が、ＵｕからＰＣ５へのダウンリンクデータ転送を扱うの
に使用され得る。たとえば、ｅＮＢは、古い（たとえばＵｕ上の）ＷＴＲＵアドレスに関
連付けられる、それが受信した一部のまたはすべてのＰＤＵを、Ｕｕリンクを介してＷＴ
ＲＵにおよびＰＣ５リンクを介してモバイル中継器ＷＴＲＵに送ることができる。モバイ
ル中継器ＷＴＲＵ内で適用可能な手順が、使用され得る。リモートＷＴＲＵは、両方のリ
ンクから受信された重複パケットを破棄することができる。
【０２５１】
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　ロッシイ手法が、ＵｕからＰＣ５へのダウンリンクデータ転送を扱うのに使用され得る
。たとえば、ｅＮＢは、それがバッファリングした一部のまたはすべてのパケットと、Ｗ
ＴＲＵの古い（たとえばＵｕ上の）アドレス宛の追加のおよび／または異なるパケットと
を破棄することができる。ロッシイ手法は、単純である可能性がある。ロッシイ手法は、
ＵｕベアラからＰＣ５ベアラへの推移の結果としてデータ消失をもたらす可能性がある。
ロッシイ手法は、以下のステップのうちの１つまたは複数を含むことができる。
【０２５２】
　リモートＷＴＲＵは、無線ベアラが解除され得ることをｅＮＢに通知することができる
。そのベアラのサービスは、モバイル中継器を介してサポートされ得る（たとえば、本明
細書で説明されるように）。ｅＮＢは、解除される無線ベアラの一部のまたはすべてのＰ
ＤＣＰ　ＰＤＵを破棄することができる。ｅＮＢは、受信され、ＷＴＲＵにアドレッシン
グされ、無線ベアラに宛てられた追加のパケットを破棄することができる。リモートＷＴ
ＲＵは、Ｕｕ無線ベアラに関連付けられた一部のまたはすべてのデータを削除することが
できる。リモートＷＴＲＵは、ベアラを解除するＲＲＣ接続再構成の受信時に、Ｕｕ無線
ベアラに関連付けられた一部のまたはすべてのデータを削除することができる。リモート
ＷＴＲＵは、同一のアプリケーションレイヤエンティティ宛のＰＣ５リンクを介するデー
タパケットの受信時に、Ｕｕ無線ベアラに関連付けられた一部のまたはすべてのデータを
削除することができる。リモートＷＴＲＵは、無線ベアラが解除され得ることの通知をｅ
ＮＢに送った後に、Ｕｕ無線ベアラに関連付けられた一部のまたはすべてのデータを削除
することができる。
【０２５３】
　複数の手法が、ＵｕからＰＣ５への推移中にＷＴＲＵがｅＮＢに送信しているアップリ
ンクデータを扱うために使用され得る。
【０２５４】
　完全にルーズレス（loseless）な手法が、ＵｕからＰＣ５へのアップリンクデータ転送
を扱うのに使用され得る。たとえば、ＷＴＲＵは、送信されなかった一部のもしくはすべ
てのＲＬＣ　ＰＤＵまたは送信されたが肯定応答されなかったＲＬＣ　ＰＤＵをＵｕベア
ラから異なるＰＣ５ベアラへ転送することができる。ＲＬＣ　ＰＤＵの転送が、発生する
ことができる（たとえば、ＰＣ５接続の確立の後に）。一例では、リモートＷＴＲＵは、
使用され、モバイル中継器を介して提供されたサービスに送られるトラフィックのために
異なるＰＣ５論理チャネルを作成することができる。異なるＰＣ５論理チャネルを介して
異なるパケットを送る前に、リモートＷＴＲＵは、送信されなかった一部のもしくはすべ
てのＰＤＣＰ　ＰＤＵまたは送信されたが肯定応答されなかったＰＤＣＰ　ＰＤＵを異な
る論理チャネルに転送することができる。リモートＷＴＲＵは、リンクに適用可能なセキ
ュリティパラメータを考慮に入れるために、異なるパケットに対して一部のまたはすべて
のＰＤＣＰ動作（たとえば、圧縮、暗号化、および／または類似物）を再実行することも
できる。
【０２５５】
　時間ベースのロスレス手法が、ＵｕからＰＣ５へのアップリンクデータ転送を扱うのに
使用され得る。たとえば、ＷＴＲＵは、まだ送信されていない一部のもしくはすべてのＰ
ＤＵまたはある時間の間にＵｕ無線ベアラを介して送信されたが肯定応答（たとえば、Ｗ
ＴＲＵにシグナリング）されなかったＲＬＣ　ＰＤＵを送ることができる。リモートＷＴ
ＲＵは、ベアラを解除するＲＲＣ接続再構成の受信時またはタイマの満了時に、Ｕｕ無線
ベアラを介してＰＤＵを送信し続けることができる。トリガ（たとえば、タイマまたは解
除された無線ベアラ）の後に、リモートＷＴＲＵは、送信されなかったまたは肯定応答さ
れなかったＰＤＵを破棄し、またはそれらを送信のために異なるＰＣ５ベアラに移動する
ことができる。
【０２５６】
　ロッシイ手法が、ＵｕからＰＣ５へのアップリンクデータ転送を扱うのに使用され得る
。たとえば、ＷＴＲＵは、まだ送信されていない一部のもしくはすべてのＰＤＵまたは送
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信されたが肯定応答されなかった（たとえば、ＰＣ５接続の確立の後に）ＰＤＵを破棄す
ることができる。ＷＴＲＵは、ベアラに関するトラフィックがモバイル中継器を介して転
送され得ることの表示のｅＮＢへの送信の後に、送信されなかった一部のもしくはすべて
のＰＤＵまたは送信されたが肯定応答されなかったＰＤＵを破棄することができる。ＷＴ
ＲＵは、Ｕｕベアラを解除する、ｅＮＢによるＲＲＣ接続再構成の受信の後に、送信され
なかった一部のもしくはすべてのＰＤＵまたは送信されたが肯定応答されなかったＰＤＵ
を破棄することができる。
【０２５７】
　進行中のサービスが、ある種のパケットを有する場合がある。パケットは、アップリン
クパケットまたはダウンパケットとすることができる。パケットは、モバイル中継器にあ
る場合があり、推移（たとえば、モバイル中継器接続（ＰＣ５）からＵｕ接続への）中の
サービス中断または劣化を回避するために、ｅＮＢまたはＷＴＲＵに配送され得る。
【０２５８】
　アップリンクデータを扱うために、モバイル中継器ＷＴＲＵは、モバイル中継器ＷＴＲ
Ｕに存在するパケットと、送信されたが肯定応答されなかったＰＤＵ（たとえば、Ｕｕリ
ンク上）とをｅＮＢに送ることができる。
【０２５９】
　アップリンク送信すなわちＰＣ５からＵｕへの例では、モバイル中継器ＷＴＲＵは、リ
モートＷＴＲＵから受信されたモバイル中継器ＷＴＲＵにある一部のまたはすべてのデー
タが変更なしで送信され、肯定応答され終わるまで、ＰＤＣＰ送信バッファを空にし続け
ることができる。モバイル中継器ＷＴＲＵは、関連付けされたタイマまたは再試行カウン
タの満了まで、リモートＷＴＲＵから受信されたモバイル中継器ＷＴＲＵにある一部のま
たはすべてのデータが変更なしで送信され、肯定応答され終わるまで、ＰＤＣＰ送信バッ
ファを空にし続けることができる。ネットワーク内のアプリケーションは、リモートＷＴ
ＲＵのモバイル中継器によって割り当てられた発信元アドレスを有するパケットを一時的
に受信することができる。シーケンス内配送のために、ｅＮＢは、Ｕｕ接続を介してＷＴ
ＲＵ（たとえば、以前のリモートＷＴＲＵ）から受信されたパケットをバッファリングす
ることができる。ｅＮＢは、シーケンス内配送のために、新たに確立されたＵｕリンク無
線ベアラを介して上側レイヤにＰＤＣＰデータを転送する前に、モバイル中継器ＷＴＲＵ
に通信するＰＤＣＰエンティティからの表示を待つことができる。
【０２６０】
　アップリンク送信すなわちＰＣ５からＵｕの例では、モバイル中継器ＷＴＲＵは、ｅＮ
Ｂに送信される一部／すべての保留中データをフラッシュすることができる。ＷＴＲＵ（
たとえば、以前にはリモート）は、Ｕｕ無線ベアラの確立の後に、ｅＮＢから、ｅＮＢで
欠けているパケットまたはＰＤＵを反映する状況報告（たとえば、ＰＤＣＰまたは上側レ
イヤ）を受信することができる。ＷＴＲＵは、状況報告内に反映された欠けているパケッ
ト／ＰＤＵから始めて、Ｕｕ無線ベアラを介するｅＮＢへの送信を開始することができる
。ＷＴＲＵは、ＰＣ５リンクを介して既に送信された、ある数またはＰＤＵを再送信する
ことができる。再送信されるＰＤＵの数は、ネットワークによって構成されまたはＷＴＲ
Ｕ内で静的にセットされ得る。
【０２６１】
　アップリンク送信すなわちＰＣ５からＵｕの例では、モバイル中継器ＷＴＲＵは、ｅＮ
Ｂに送信される一部のまたはすべての保留中データをフラッシュすることができる。ＷＴ
ＲＵ（たとえば、以前にはリモート）は、モバイル中継器接続の解除の後に、送信される
予定のＰＤＣＰ　ＰＤＵを送信することができる。
【０２６２】
　本明細書で議論される他の手法のうちの１つまたは複数に関連して使用され得るアップ
リンク送信すなわちＰＣ５からＵｕの例では、リモートＷＴＲＵは、モバイル中継器ＷＴ
ＲＵによってフラッシュされ得るモバイル中継器へのデータの送信を回避するために、接
続ｅＮＢのイニシエーションのある点（たとえば、ＲＡＣＨ、ＲＲＣ接続確立、および／
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または類似物）で、モバイル中継器ＷＴＲＵへの送信を一時停止することができる。
【０２６３】
　ダウンリンクデータを扱うために、モバイル中継器ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵ（たとえば、
以前にはリモート）にデータ（たとえば、ＩＰパケット、保留中のＰＤＣＰ　ＰＤＵ）を
送ることができる。アップリンクに関して本明細書で説明される手法は、ダウンリンクデ
ータを扱うために使用され得る。ｅＮＢの役割およびリモートＷＴＲＵの役割は、逆転さ
れ得る。本明細書で議論される手法は、モバイル中継器と別のモバイル中継器との間のリ
ンクの転送（たとえば、モバイル中継器再選択のための）に使用され得る。
【０２６４】
　サービス継続性は、あるｅＮＢから別のｅＮＢへのモバイル中継器ＷＴＲＵハンドオー
バに関して維持され得る。モバイル中継器ＷＴＲＵのモビリティが、考慮され得る。モバ
イル中継器ＷＴＲＵは、あるｅＮＢの制御から別のｅＮＢへ移動することができる。ｅＮ
Ｂは、モバイル中継器としてのＷＴＲＵの状況に関する情報を含むことができる。ｅＮＢ
は、モバイル中継器コンテキスト情報（たとえば、そのモバイル中継器によって使用され
るＤ２Ｄリソースプール）を含むことができる。この情報は、あるｅＮＢから別のｅＮＢ
へ転送され得る。ハンドオーバ手順では、ｅＮＢのモバイル中継器コンテキストは、Ｘ２
インターフェースを介して別のｅＮＢへ転送され得る。モバイル中継器ＷＴＲＵのハンド
オーバ中にＸ２インターフェースを介して転送され得る情報は、ハンドオーバを実行する
ＷＴＲＵがモバイル中継器として働いていることの表示、Ｄ２Ｄ通信のためにモバイル中
継器ＷＴＲＵによって使用されるリソースプール（たとえば、モバイル中継器機能性に固
有のものを含む）、モバイル中継器によってサービスされるリモートＷＴＲＵの数または
リスト、およびモバイル中継局によってサービスされるリモートＷＴＲＵの集合によって
使用されているサービスの識別のうちの１つまたは複数を含むことができる。
【０２６５】
　サービス継続性は、モバイル中継器固有のブロードキャスト機構を介し維持され得る。
モバイル中継器は、そのモバイル中継器によってサービスされる一部のまたはすべてのリ
モートＷＴＲＵに特定のメッセージをブロードキャストすることを許可され得る。ブロー
ドキャストされる特定のメッセージは、ある種のモバイル中継器リンクに通信され得る。
ブロードキャストされる特定のメッセージは、識別子を介してモバイル中継器ＷＴＲＵに
接続された一部のまたはすべてのリモートＷＴＲＵに送られ、かつ／またはＳＬ－ＢＣＨ
内で送信され得る。
【０２６６】
　モバイル中継器は、モバイル中継器ＷＴＲＵに接続されるリモートＷＴＲＵの一部また
はすべてをある種の識別子によってアドレッシングすることによって、それらにブロード
キャスト制御情報を送ることができる。この識別子は、Ｌ２　ＩＤ、アプリケーションＩ
Ｄ、ＰｒｏＳｅ　ＩＤ、ＭＡＣアドレス、または同様の識別子を含むことができる。ＡＳ
および／またはアプリケーションレイヤは、モバイル中継器動作（たとえば、制御メッセ
ージング）に関連付けられた情報を識別するのにこれらの識別子を使用することができる
。識別子は、モバイル中継器ＷＴＲＵが、モバイルＷＴＲＵによってサービスされるリモ
ートＷＴＲＵまたは中継器ＷＴＲＵによってサービスされているサブセットリモートＷＴ
ＲＵもしくはすべてのリモートＷＴＲＵに固有の情報をブロードキャストすることを可能
にすることができる。モバイル中継器ＷＴＲＵは、１対１通信リンクを横切ってすべての
リモートＷＴＲＵにユニキャストメッセージを送っても送らなくてもよい。たとえば、識
別子は、モバイル中継器ＷＴＲＵが、そのモバイル中継器ＷＴＲＵからブロードキャスト
されたｅＭＢＭＳを受信することができるリモートＷＴＲＵに同一の制御メッセージを送
ることを可能にすることができる。リモートＷＴＲＵは、モバイル中継器ＷＴＲＵと共に
能動的に確立された１対１通信リンクを有しても有しなくてもよい。
【０２６７】
　ブロードキャスト機構が確立され得る。モバイル中継器ＷＴＲＵは、ディスカバリメッ
セージ内でまたはモバイル確立中にブロードキャストアドレスを送ることができる。モバ
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イル中継器ＷＴＲＵは、ディスカバリメッセージのペイロードの一部としてブロードキャ
ストアドレスを送ることができる。ブロードキャストアドレスは、リモートＷＴＲＵが制
御情報のブロードキャストアドレスをリスンできるように、ディスカバリメッセージ内で
送られ得る。ディスカバリメッセージは、モデルＡまたはモデルＢのディスカバリメッセ
ージとすることができる。ブロードキャストアドレスは、１対１モバイル中継器確立中に
送られ得る。たとえば、ブロードキャストアドレスは、リモートＷＴＲＵによって行われ
る直接通信要求の後に、認証およびＬ２セキュアリンクのセキュリティ確立中に送られ得
る。ブロードキャストアドレスは、事前に構成されまたは事前構成から導出されることも
可能である。たとえば、ＷＴＲＵは、その位置およびＷＴＲＵ事前構成内のいくつかの特
定のルールに基づいて、それがリスンしなければならないブロードキャストアドレスを導
出することができる。ブロードキャストアドレスは、モバイル中継器ＷＴＲＵ　Ｌ２　Ｉ
Ｄから導出されることも可能である。リモートＷＴＲＵは、それがリスンしているかそれ
によってサービスされているモバイル中継器ＷＴＲＵドレスのＬ２アドレスに適用される
ある特定の変換機能に基づいて、リスンすべきブロードキャストアドレスを決定すること
ができる。
【０２６８】
　リモートＷＴＲＵは、ブロードキャストアドレスを入手することができる。リモートＷ
ＴＲＵは、ブロードキャストアドレス宛のモバイル中継器ＷＴＲＵからの制御メッセージ
をリスンすることができる（たとえば、それがモバイル中継器ＷＴＲＵのサービスを使用
する限り）。そのような制御メッセージは、Ｄ２Ｄ通信メッセージまたはＤ２Ｄディスカ
バリメッセージで供給され得る。たとえば、１対１リンクが解除された後、リモートＷＴ
ＲＵがＤ２Ｄ通信トランスポートを介してｅＭＢＭＳをリスンしているときであっても、
モバイル中継器ＷＴＲＵは、モバイル中継器によって送られた制御に関係している可能性
があるメッセージのブロードキャストアドレスをリスンし続けることができる。
【０２６９】
　ブロードキャストメッセージは、その効果のために予約された１つまたは複数の専用の
プール内で送信され得る。ブロードキャストメッセージがそれによって送信され得る特定
のプールは、専用のシグナリングによってまたはＳＩＢ内で与えられる。
【０２７０】
　ブロードキャストメッセージは、ＳＬ－ＢＣＨ内で送信され得る。ＩＥが、モバイル中
継器として働いているＷＴＲＵのＳＬ－ＢＣＨ上で送信される情報に追加され得る。Ｍａ
ｓｔｅｒＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＢｌｏｃｋ－ＳＬ内の予約済みビットが、ブロードキャ
ストメッセージを送信するのに使用され得る。
【０２７１】
　ブロードキャストメッセージは、モバイル中継器ＷＴＲＵ識別子（たとえば、Ｌ２　Ｉ
Ｄ、ＰＨＹ　ＩＤ、または他）、他のモバイル中継器の識別（たとえば、モバイル中継器
リダイレクション用）、ＴＭＧＩ、リモートＷＴＲＵのリソースプール構成、および／ま
たはリモートＷＴＲＵによって実行され得るアクションという情報のうちの１つまたは複
数を含むことができる。アクションは、メッセージ内のコードまたは少数のビットを識別
され得、ビットのセットは、実行されるアクションの特定のタイプを参照する。アクショ
ンは、モバイル／停止中継器再選択を開始する、ディスカバリまたは測定を開始／停止す
る、Ｕｕ接続へ／から切り替える、Ｕｕへ／からトラフィックを向ける、ＰＣ５上の送信
を一時停止／開始する、モバイルディファレント中継器に再選択する、かつ／またはモー
ド２　ＴＸ／ＲＸプールの再構成（たとえば、利用されるＲＸ／ＴＸリソースプールを変
更するコマンド）のうちの１つまたは複数を含むことができる。
【０２７２】
　サービス継続性は、Ｕｕ接続およびモバイル中継器接続を使用することによって維持さ
れ得る。リモートＷＴＲＵは、Ｕｕ接続およびモバイル中継器接続を維持できる場合があ
る。たとえば、ＷＴＲＵは、モバイル中継器ＷＴＲＵを介して公共安全トラフィックを受
信することができ、Ｕｕインターフェース上でｅＮＢから直接非公共安全トラフィックを
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受信することができる。モバイル中継器ＷＴＲＵは、同一のまたは異なるｅＮＢに接続さ
れ得る。
【０２７３】
　ＷＴＲＵが、公共安全サービスおよび非公共安全サービスについてｅＮＢによってサー
ビスされつつあり、ＷＴＲＵが、ｅＮＢのカバレージ外に移動し始め得る場合に、ＷＴＲ
Ｕは、一部のまたはすべての公共安全通信を継続するためにモバイル中継器に移動され得
る。ネットワークは、モバイル中継器ＷＴＲＵとのモバイル中継器リンクが確立された後
に、Ｕｕリンク上の公共安全通信に関する一部のまたはすべてのベアラを解除することが
できる。ＷＴＲＵは、非公共安全に関するベアラによってサービスされ続けるために、Ｕ
ｕインターフェースを介するｅＮＢへの接続を維持することができる。ｅＮＢは、モバイ
ル中継器を選択するようにＷＴＲＵをトリガするためにＷＴＲＵに表示を送ることができ
る。選択は、ｅＮＢまたはＷＴＲＵによって行われ得る。ＷＴＲＵは、モバイル中継器へ
の接続を実行することができ、ネットワークへの接続は、モバイル中継器を介して確立さ
れ得る。モバイル中継器接続が確立された後に、ネットワークは、Ｕｕリンク上の公共安
全関連ベアラを解除し、モバイル中継器を使用して公共安全関連トラフィックを送り始め
ることができる（たとえば、異なるアドレスを使用して、またはモバイル中継器を介して
同一のアドレスを使用するようにＷＴＲＵを再構成し終えた後に）。ＷＴＲＵは、ＷＴＲ
Ｕがカバレージ外になるまで、非公共安全サービスに関してＵｕインターフェースを介し
て、および一部のまたはすべての公共安全サービスに関してＰＣ５インターフェースを介
して、通信し続けることができる。Ｕｕリンクのカバレージの消失に関する手順が、実行
され得る。
【０２７４】
　同時Ｕｕ接続およびＰＣ５接続を有するときに、ＷＴＲＵは、非公共安全トラフィック
に関してＵｕ接続を介してｅＮＢに接続され、同時に、異なるｅＮＢに接続され得る公共
安全トラフィックに関してモバイル中継器ＷＴＲＵに接続され得る。ｅＮＢは、モバイル
中継器によって使用されるリソースを知っていてもいなくてもよい。ｅＮＢは、ＷＴＲＵ
と通信するのに使用されるＵｕリソースと調整してもしなくてもよい。モバイル中継器Ｗ
ＴＲＵ送信および同期ソースは、ｅＮＢのタイミングと同期化されてもされなくてもよい
。
【０２７５】
　ＷＴＲＵは、モバイル中継器ＷＴＲＵが接続される異なるｅＮＢの識別をｅＮＢに送る
ことができる。異なるｅＮＢの識別は、ＷＴＲＵによってｅＣＧＩアナウンスメントを介
して入手され得る。異なるｅＮＢの識別は、モバイル中継器ＷＴＲＵによってモバイル中
継器ディスカバリメッセージ内で送られ得、または、モバイル中継器ＷＴＲＵとの接続確
立中に入手され得る。異なるｅＮＢの識別を使用して、ｅＮＢは、モバイル中継器ＷＴＲ
Ｕのタイミング基準（たとえば、ｅＮＢの間のタイミング差）およびモバイル中継器リソ
ース情報をＸ２を介して入手することができる。
【０２７６】
　たとえば、ＷＴＲＵは、潜在的なモバイル中継器を測定するためにモバイル中継器ディ
スカバリメッセージを監視することができる。モバイル中継器選択判断基準に基づいて、
ＷＴＲＵまたはサービングｅＮＢは、別のｅＮＢによってサービスされるモバイル中継器
ＷＴＲＵを選択することができる。ＷＴＲＵは、モバイル中継器ＷＴＲＵにサービスする
ｅＮＢのｅＣＧＩを決定するためにｅＣＧＩ手順を実行することができる。モバイル中継
器ＷＴＲＵとの接続確立を実行する前に、ＷＴＲＵは、別のｅＮＢ（たとえば、モバイル
中継器ＷＴＲＵにサービスするｅＮＢ）の識別と共に、そのサービングｅＮＢへの接続確
立の表示を送ることができる。ＷＴＲＵにサービスするｅＮＢは、モバイル中継器ＷＴＲ
ＵにサービスするｅＮＢとのＸ２通信を介してモバイル中継器によって利用されるタイミ
ングおよびリソース情報を入手することができ、リモートＷＴＲＵとの非公共安全データ
通信のＵｕインターフェース上の進行中のリソースをスケジューリングすることができる
。ｅＮＢは、ＷＴＲＵがモバイル中継器ＷＴＲＵとの接続確立に進むことを可能にするこ
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とができる。
【０２７７】
　異なるｅＮＢの識別を使用して、ｅＮＢは、異なるｅＮＢへのハンドオーバをトリガす
ることができる（たとえば、これが可能な場合に）。たとえば、ＷＴＲＵがそれへの接続
を実行することを望むモバイル中継器ＷＴＲＵのセル識別が、ＷＴＲＵサービングｅＮＢ
に送られ得る。ｅＮＢは、モバイル中継器接続を開始する要求を拒絶しまたはハンドオー
バの後までこれを遅延させると同時に、ＷＴＲＵ内のイントラ／インター周波数測定をイ
ニシエート／構成することができ、かつ／または異なるｅＮＢへのＷＴＲＵのハンドオー
バを開始することができる。
【０２７８】
　ＷＴＲＵは、モバイル中継器ＷＴＲＵの同期情報およびリソースプール情報をそのサー
ビングｅＮＢに送ることができる。たとえば、リモートＷＴＲＵは、潜在的なモバイル中
継器を測定するためにモバイル中継器ディスカバリメッセージを監視することができる。
モバイル中継器選択判断基準に基づいて、リモートＷＴＲＵまたはサービングｅＮＢは、
別のｅＮＢによってサービスされるモバイル中継器ＷＴＲＵを選択することができる。Ｗ
ＴＲＵは、モバイル中継器ＷＴＲＵとの接続の確立を試みる前に、同期基準情報（たとえ
ば、それ自体のサービングｅＮＢタイミングとのモバイル中継器ＷＴＲＵの同期ソースの
タイミング差）をｅＮＢに送ることができる。モバイル中継器ＷＴＲＵにサービスするｅ
ＮＢは、この情報を使用して、ＷＴＲＵに対して行われる一部のまたはすべてのＵｕリソ
ース割当（たとえば、非公共安全トラフィック用）を調整することができる。モバイル中
継器ＷＴＲＵが、通信中のある点でＷＴＲＵにリソース再構成を送る場合に、ＷＴＲＵは
、この情報をｅＮＢに送ることができる。
【０２７９】
　ＷＴＲＵは、モバイル中継器に関連付けられたｅＮＢに関する情報を送った後に、モバ
イル中継器への接続を拒絶される場合がある。たとえば、ｅＮＢは、ＷＴＲＵにリダイレ
クションを送ることができ、または、Ｕｕリンクを使用して異なるモバイル中継器に接続
するようにＷＴＲＵに命令することができる。
【０２８０】
　上で説明されたプロセスは、コンピュータおよび／またはプロセッサによる実行のため
にコンピュータ可読媒体内に組み込まれたコンピュータプログラム、ソフトウェア、およ
び／またはファームウェアで実施され得る。コンピュータ可読媒体の例は、電子信号（有
線および／またはワイヤレスの接続を介して送信される）および／またはコンピュータ可
読記憶媒体を含むが、これに限定はされない。コンピュータ可読記憶媒体の例は、読取専
用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、レジスタ、キャッシュメモリ
、半導体メモリデバイス、内蔵ハードディスクおよびリムーバブルディスクなどであるが
これに限定されない磁気媒体、光磁気媒体、ならびに／またはＣＤ－ＲＯＭディスクおよ
び／もしくはデジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）などの光媒体を含むが、これに限定はさ
れない。ソフトウェアに関連付けられたプロセッサが、ＷＴＲＵ、端末、基地局、ＲＮＣ
、および／または任意のホストコンピュータ内での使用のための無線周波数トランシーバ
を実施するのに使用され得る。ＷＴＲＵ対ネットワーク中継器、ＷＴＲＵ対ネットワーク
モバイル中継器、および／またはモバイル中継器は、交換可能に使用され得る。ＰｒｏＳ
ｅモバイル中継器およびモバイル中継器は、いくつかのシナリオで交換可能に使用され得
る。
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